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　八歳の時、紅べに粉こ谷や春はる花か──ハルカは、お姫様のような恋をしていた。隣家に住んでいたあの男の子が、おとぎ話の王子様のように、自分を迎えに戻ってくるのだと信じていた。




「ハルカ、遊びに行こう！」

　その少年の高く澄んだ声を聞くと、それだけで心の奥底から喜びが湧わきあがってくる。

　彼はいつだって明るくて、物知りで、色んな面白い話を聞かせてくれた。

「ほら、足元に気をつけて」

　臨海都市である比ひ良ら坂さか市では、近所の波止場は絶好の遊び場。ちょっと高いところに上る時、波打ち際ぎわを歩く時、当然のように、彼は白い手を差し伸べてくれる。

　手を繫つなぐだけで、まるで秘密の遊びをしているようで、いつもどきどきした。

「……ぼくの見た目は、みんなとちょっと違うからね。目立ってしまうのかな」

　同じ小学校の男の子たちは、よく彼の髪かみの色や、目の色をからかった。ハルカにはそれが許せなかった。彼の母親譲りの黄金こがね色の髪や、晴れた空のような青い瞳ひとみを、どうして笑うんだろう？　こんなに綺き麗れいなのに。

「ありがとう。ハルカが褒ほめてくれると、とっても嬉うれしいよ」

　そう言って、それでも少し寂さびしそうに笑う彼の顔は、決して忘れられない。

　──そして、運命のあの日。

「お父さんとお母さんの仕事の都合でね。……アメリカに引っ越すことになったんだ」

　いつもの浜辺で突然そう告げられて、大泣きした。八年の人生の中でこれ以上はないほどに涙なみだを流した。すると少年の手が、そっと頭を撫なでる。そして彼は、静かに言った。

「泣かないで、ハルカ。これを受け取ってほしいな」

　渡されたのは、幼おさない指にはまだ大きい、プラスチックでできた、玩具おもちやの指輪だ。

「これとおんなじ指輪を、ほら、ぼくも持ってるから。これはぼくたちの、婚こん約やく指輪だよ」

「こ……こんやく？」

「そう。お父さんたちがね、言ってたんだ。七年くらいで仕事が一段落して、日本に戻ってこれるだろうって。だからね、七年経たったら、ぼくはきっとここに戻ってくる」

　その時は、少年は十七歳。ハルカは十五歳。そしたら──

「結婚しよう、ハルカ」

　幼稚だけれど、限りなく無む垢くな、人生で最初のプロポーズ。ハルカは大きく頷うなずいた。

「約束だよ！　ぼくは必ず戻ってくる。絶対に戻ってくるからね！」

　それはこの世で最も大切な男の子との、この世で最も大切な約束。

　だから信じた。信じて、待った。待って、待って、信じ続けて────

　そうして、結局のところ。王子様は、戻ってはこなかった。







　時は流れ──蓬よもぎ島しま高校の二年生となった現在。

「ねえ、ハルカさんの理想の男性って、どんな人？」

「この世にいないよ」

　春、五月。面倒な土曜授業の日の、お昼休みの時間。

　眉まゆを吊つりあげ、元来勝気な印象の瞳に鋭するどい光を宿しつつ、ハルカは己の長い茶髪を搔かきあげて冷淡に言い放った。それから、豆乳のパックにストローをぶっ刺す。

「あら、まあ。そんなことって……」

　おっとりした口調で、眼鏡めがねの奥の目を丸くしながら再度問いかける友人──葉は原ばら緑みどりの言葉を、机の向かい側に座ったもう一人の友人、保ほ下か部べ照てるが手を横に振りつつ遮さえぎる。

「もうミドっち、ハルカにそーいう質問したら駄だ目めだって！　恋愛嫌いなんだから。ねっ」

「私は別に、恋そのものが嫌いってわけじゃないんだけどね」

　そう言いつつも眉み間けんに皺しわを寄せたまま、ハルカは答える。

「ただ、高校生の身分で『真実の愛』とか『旦だん那なと嫁よめ』とか『一生ＬＯＶＥ』とか言ってるのが、馬ば鹿かっぽくて嫌いってだけなの。どうせ、卒業したら別れるに決まってんだし」

「えー。そうとは限らないと思うけどなー」

　まああたしも、誰だれとも付き合ってないからわかんないけど──と、照はその赤茶色の短髪を搔きながら、快活に笑った。すると傍かたわらに座る緑が首を傾かしげて言う。

「でも、この世にいないというのはどういう意味です？　亡なくなってしまったんですの？」

「そうじゃないよ、緑ちゃん」

　なおも質問する緑に、ハルカは菓か子しパンの袋を開けつつ答えた。

「理想の人は、理想の中にしかいないってこと。人はみんな、誰でも、理想じゃないけど、それなりなところで妥だ協きようして結婚するっていうし！　人生ってのは妥協の連続だからね」

「ハルカさん、クールですね。まるで高校生じゃないみたい」

　くすくす笑う緑に、照が問いかける。

「でもさー、そういうミドっちだって、あれでしょ？　理想の男の人は？」

「犬みたいな人ですね。キャンキャン鳴き喚わめくのが上手な感じの」

　しれっと、緑が言い放つ。

「ちょっ」

　昼日中からの堂々発言に驚おどろく間もなく、照が腕を組んでしみじみと言った。

「はあ、大人っぽい！　うーん、ハルカもミドっちも偉えらいなあ」

「いや、『大人っぽい』ってのは違うんじゃない!?」

　思わずツッコミを入れると、友人たちはきょとんとした。

「えっ。私、何か妙みようなことを言いました？」

「その……緑ちゃんの好みは前から知ってるし、口出しする気はないけどさ。今のは大人じゃなくてアダルトっていうか」

「えー、『アダルト』って大人って意味でしょ？」

　照が口を挟はさんだ。

「あたしなんてさ、同じこと聞かれたらたぶん『僧そう帽ぼう筋きんの豊かな人』って答えちゃうもん。まるで子どもだよー」

「それ子どもなの……？」

　そう言う間にも、緑がぱっと目を輝かせる。

「わかります！　筋肉質な人が悶もだえてるのって興こう奮ふんしますよね！」

「も、悶え？　まあうん、そーそー！　よくわかんないけど！」

　うっとりする緑に、照は鷹おう揚ように笑った。二人は普段からこの調子だ。

「な、なんか会話がずれて……まあ、いいか」

　これ以上のツッコミを諦あきらめたハルカは、パンを一口齧かじった。──それにしても。

（理想の人、か）

　かつての自分なら、きっとすぐに、あの『王子様』を思い浮かべただろう。

　けれど、今の自分は違う。もう騙だまされない。甘い言葉を放つ男なんて、どうせ噓うそつきだ。

（……何が『結婚しよう』だよ。何が『婚約指輪』よ！）

　むくむくと湧きあがってくる、昔は輝いていた、今は忌いまわしい思い出を、頭の中で必死にくしゃくしゃに丸めながら、パンを貪むさぼるように食べる。

（アメリカに引っ越したらすぐに、メールも電話も全然繫がらなくなって。それっきり、なんの連絡もないし──なのに、私は）

　理想の王子様のプロポーズを受けたハルカは、数年間ずっと有う頂ちよう天てんだった。その期間の自分の振る舞いは、もう、恐おそろしくて絶対に思い出したくない。忘れられはしないが。

（あああああ、やだやだ!!）

　脳のう裏りを過よぎる。『みんなはプロポーズってされたことある？　私はある』と聞かれもしないのに語る自分の姿が。『あの月の光は、アメリカのあの人のところにも届いてるのかなって思うと……なんか、涙が出てきて……ごめんねっ、泣いちゃって』とわざわざ、自然教室の合宿中、山小屋の窓辺で夜空を見上げて言う自分の姿が。

（痛い痛い痛い！　届いてないっての。日本が夜の時はアメリカは昼だっての。馬鹿！）

　お陰かげでその頃からの友達といえば、小さい頃から今と同じく度量の広かった照くらいだ。緑はハルカが夢から覚めた、高校入学以降の付き合いである。

「ちょい、ハルカ。すごい顔だけど、大丈夫？」

「ハルカさん、悪鬼のごとき御ご面めん相そうですわ」

「えっ」

　心配そうに顔を覗のぞき込まれ、はっとする。どうやら、思い出に浸ひたりすぎたようだ。

「ご、ごめん。大丈夫。ちょっと嫌いやなこと考えちゃってて」

　ふるふると首を横に振り、一口豆乳を飲んでから、いつもの調子に戻って言う。

「あの……どうして緑ちゃんは、理想の男の人なんて聞いたの？」

「それはもう、ヨモギ祭があるからに決まってますわ」

　うきうきした様子で、緑は答えた。

「文化祭のヨモギ祭といえば、なんといっても、蓬ヨモ高コーにおけるカップル成立率ナンバーワンのイベントですもの。クラス全体の恋愛事情が、どうしても気になって」

「えー、なんでさミドっち。気になる人でもいるの？」

「いいえ。ほら、夢が壊れる瞬間って、儚はかなくも美しいじゃありませんか」

「へぇー、なるほどねえ。よくわかんないけど。ミドっちは詩的だなあ」

「いや、つまり告白に失敗する人が見たいってことでしょ!?　緑ちゃん、怖こわいって」

　一言突っ込んでから、ハルカはえへん、と咳せき払ばらいする。

「まあ、だけど……そもそもの話だけどさ。文化祭で告白とか、考えるほうが駄目だよね」

　我ながら冷淡な、語尾に（キリッ）とでもつけたくなるような声こわ音ねで、言葉を重ねる。

「文化祭ってのは学校行事だよ？　勉強のためにやってるんだしさ。真面目にやらなきゃ」

「うわ、ハルカは偉いねー！　そんなこと、先生だって言わないのに」

「確かに、学校行事で浮かれすぎるのも問題ですよねえ。目ざわりですし」

　自分のお弁当に箸はしをつけながら、緑は続けて言う。

「でもなんだか、校内全体が恋愛祝福ムードになっていると、乗せられてしまうんですよね。文化祭まで、もう一週間もないですしねえ」

「げっ！」

　声をあげたのは照だ。途と端たんにうろたえた様子で、彼女は自分の頰ほおに手をやった。

「ほんとに!?　あと一週間もないんだっけ。やっばい。うちのクラスの出し物の準備、どーなってたかな？　忘れちゃった。あたし、実行委員なのに」

「まあまあ、落ち着いて。大丈夫だよ、照ちゃん」

　友人を安心させたくて、宥なだめるように声をかける。

「私、なんでも手伝うから。どうせ部活も入ってなくて暇ひまだし、遠えん慮りよなく連絡してよ」

「そうですよ。私だって、困っている照さんを放ってなんておけませんわ」

「おおー、二人とも、ありがとぉ～！」

「いいっていいって」

　いつもの明るさに戻った照の姿に、自然に安あん堵どの笑みが零こぼれる。けれど────

（そうか。次の金曜日が、文化祭だっけ）

　そう思うと、また、過去の思い出が頭の中に蘇よみがえった。それはあの約束の日よりも、前の出来事。──紛まぎれ込んだ後夜祭。暗い夜道、繫いだ手、そしてあの、彼の──

（やめよう。昔ばっかり思い出すなんて。馬鹿らしい）

　吐き捨てるように心の中で呟つぶやいて、そして、はたと気づく。

（あれっ。学園祭まであと六日ってことは、今日は五月七日……!?）

　黒板に書かれた日付を改めて見て、がんと、頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきが走る。

（そっか。今日でもう、九年経ったんだ）

　あの海辺の約束の日から、ちょうど九年。そう思うと、胸の奥がずきりと痛んだ。




「はあ……」

　学校が終わり、自分の家に戻ってからも、胸の痛みは残ったままだった。台所で、作りたての肉野菜炒いためを皿に移しながら、思わずため息を零してしまう。

（今は……あ、もう六時か）

　かつて彼と約束を交わしたのは、確か、夜の七時。

（あの時は、お父さんとお母さんにかなり心配かけたし、後ですごく叱しかられたっけ。勝手に家を抜けだして会ってたんだもんね。しかも私、泣きながら帰ってきたし）

　だが泣いてはいても、手に指輪を握にぎり締めた九年前の自分は、どこか誇ほこらしい気持ちを抱いだいていたと思う。大好きな男の子との運命の約束が、心の中で光り輝いていたから。

（十五歳と十七歳じゃ、そもそも結婚できないっていうのに、私、本気になってさ。まあ、結局……子どもの頃の約束を、真に受けたほうが悪かったってことだよね）

　王子様は戻らず、約束はもう果たされないのだと悟さとったのは、今から二年ほど前。

　それ以来、何度も心の中で呟いてきた言葉を、もう一度繰り返してしまう。

「ああもう、馬鹿らしい！」

　料理を食卓に運びながら、思い切り口に出して言ってみる。そうすると、少しだけ気が晴れた。もし両親がいたなら、突然大声をあげた娘を心配するに違いないが、この部屋には自分一人。一年のほとんどの期間、両親は仕事で海外に行っているのだ。

　しかし──だからといって、独ひとり暮らし、というわけではない。

「……じゃ、そろそろ起こすか」

　夕食の準備を整えたところで再び独りごちると、ダイニングを出て廊ろう下か、さらにその先の階段を上る。上った先、すぐに見えるドアの向こうは、しんと静まりかえっていた。

（また寝てるんだろうな。どうせ）

　思いつつ、何度かノックする。

「起きて！　夕ご飯作ったよ！」

　返事はない。

「たく……」

　躊ちゆう躇ちよなくドアを開ける。その奥、六畳ほどのスペースは異様に雑然としていた。床にはうず高く積まれたプリントだの分厚い本だのが山をなし、その山に囲まれるような形で、部屋の中央にはソファーベッドと、ひときわ大きなＴＶが置かれている。

　そしてソファーベッドの上には、何やら黒い尻尾しつぽのようなものが生えた、白い塊かたまりが蹲うずくまっている──ように見えるだろう。自分以外の人間がそれを見たならば。

「お兄ちゃん!!」

　呼ばわると同時に、黒い尻尾的なものを思い切り引っ張る。すると──

「痛いでででででで！」

　白い塊、いや、白衣を着た男性は途端に跳はね起きた。ハルカは、ぱっと手を離す。

「おおお……なんだ愚ぐ妹まい、お前か……まったく、何してくれるんだ」

　後ろで一ひと纏まとめにした自身の長い黒髪が、抜け落ちていないか確認するように頭を撫でてから、男性、つまりハルカの兄である冬ふゆ貴きは、非難がましい目を向けて言った。

「起こすにしても方法ってものがあるだろう！　言語学界の未来を担になう俺の麗うるわしい頭部が禿はげ散らかしたらどうする。お前、ハゲの妹って呼ばれる羽目になるんだぞ」

「ハゲの妹は嫌だけど、言いたいことが三つある」

　起きるなり騒そう々ぞうしい兄の言動に眉を顰ひそめつつ、続けた。

「まず世の中のまともな二十七歳は、夕食時まで寝ない。あと言語学界の未来を担うような人間は、ゾンビ映画にハマりすぎて夜更かしなんかしない。それと」

　ソファーベッド横のミニテーブルに置かれた眼鏡を手渡し、言う。

「妹と間違えて、洋服掛けに話しかけたりもしない」

「おお、お前はそっちか。わからなかった」

　銀縁の眼鏡をかけると、兄は、あるいは端正だと讃たたえられる機会もあるかもしれないその容よう貌ぼうを、ぐにゃっと嘲ちよう笑しようの形に歪ゆがめた。

「フン。俺がシリーズ五本を一気見したと看破するとは、愚妹にしてはやるな」

「うるさいよ。昨日の夜中じゅう、ずっとぎゃーぎゃー聞こえてきてたんだもん。わからないはずないでしょ」

「……イヤホンしていたんだが……」

「お兄ちゃんの声がうるさかったの！　『アハハー、死んだー、ざまぁ』とか、人間性を疑うような声！　マジで勘かん弁べんしてよね、ほんと。グロ映画の何がいいんだか」

　部屋を出ながらそう言うと、冬貴は途端にぴくりと眉を跳ねあげた。

「なんだと。お前、ゾンビ映画を馬鹿にするのか？　ああいう映画はな、ただグロければいいってもんじゃないんだぞ。そしてファンはグロを見て喜ぶ異常性せい癖へきなわけでもない！」

「じゃあなんだってのよ」

　問いかけると、兄は胸に手を当て、天を仰あおぐように身を反らして答える。

「ゾンビ映画はな！　生きる喜びと生きる恐怖を同時に味わえるんだよ。アホな奴が喰くわれるのを見て『ああ俺は生きててよかった』と喜び！　そして生きた人間同士で内輪もめが起こる様を見て『ああ人間社会って怖いよなあ』と恐怖する。そればかりか」

「炒め物冷めちゃうから、先行くね」

　長くなりそうだったので、とっととキャンセルして階段を下りる。ぶつくさ言っているのが背後で聞こえたが、まあ、いつものことだ。

　そうして、今日もダイニングルームで兄と二人きりの夕食を囲む。




　──兄きよう妹だいだけのご飯は、毎回、そんなに賑にぎやかなわけではない。けれど今日のハルカはどうしても、黙だまりこくったまま、壁にかかった時計を確認せずにはいられなかった。

（……七時まで、あと十五分か）

　そう考えてしまってから、また思う。

（ムカつく）

　そうやって、未練がましく何度も彼を思い出してしまう、自分自身に腹が立つ。

　いっそのことすべて忘れられたら、どれだけ楽かわからないのに──

「なあ、おい」

　とそこで、あらかた料理を食べ尽くした冬貴が声をかけてきた。

「今日って、これから何か面白い番組でもやるのか？」

「えっ」

「だってお前、時計ばっか見てるだろう」

「……」

（何よ……こういう時だけ、へんに鋭いんだから）

　大学院の学生なのに、毎日家でゴロゴロしてばかりいる兄は、普段は見た目通りのぐうたらのくせに、たまに妙に冴さえている。

（それとも、私の態度があからさますぎるのかな）

　はあ、とため息を零してから、答える。

「ＴＶじゃない。別に大したことじゃないから、気にしないでよ」

「いやぁー、お前のその顔は何かある時のソレだぞ。いや待て、そういえば」

　ニヤリと口元に笑みを浮かべてから、冬貴はぴっ、と人差し指でこちらを指す。

「お前、毎年この時期になるとそういう態度になるよなあ……ああそうだ！　思い出したぞ。今日はあの日か。九年かそこら前に、隣となりから引っ越してった、あの──」

「名前出したらぶっ飛ばすよ！」

　思わずテーブルをばん、と叩たたきながら立ち上がってしまう。

　しかし兄はそれに怯ひるんだ様子もなく、ふん、と鼻を鳴らした。

「図星をつかれて動揺するとは、三流の反応だな」

「うるさいよ。ていうか、お兄ちゃんには関係ないでしょ。放っておいてよ」

「いんやぁ。関係なくはないなあ」

　わざとらしく目を細めると、冬貴はぺらぺらと語る。

「お前忘れたのか？　あの子と別れて以来、俺はしばらく、毎日のようにお前の妄もう想そう話に付き合ってやってたんだぞ。『花嫁衣装はドレスがいいな！　だって花はな婿むこさんは王子様だもん☆』とか。『結婚したら、庭つき一戸建てに住むの。犬を一匹と猫ねこを二匹飼うの～』とか！」

「やめ……」

「そういえば、ポエムも読み聞かせてもらったよな！　お前、あれはもう書いてないのか？　確か王子様と、お前がモデルのお姫様が離れ離れになるんだけど、月の女神に導かれて」

「ぅやめろおぉおぉっ！」

　叫んで遮り、肩で息をする。鋭く兄を睨にらみつけるが、相手はへらへらしていた。

「なんだあ、よかった。そんだけ叫べるなら、元気じゃないか」

「うっさい！」

　頰が熱い。顔が赤くなっているのがわかる。そしてむかむかした。かつての自分の愚おろかさに──そして、今の自分の変わらなさに。思うと同時に、身体からだが勝手に動いていた。

「ハルカ、待て！　どこに行く」

「コンビニ！」

　制止する兄の顔も見ずに噓を言い、二階の自分の部屋に行く。

「……っ！」

　机の引き出しを開け、中から小さな布袋を取りだす。その中に入っているのは、古ぼけた玩具の指輪。それを握り締めて部屋を出て、乱暴にドアを閉めた。

「おい、もう夜遅いぞ。それにまだ食事が……」

「ほっといてって言ったでしょ!!」

　怒鳴ると、喉のどの真ん中が、じんと痛んだ。

　玄関を飛びだし、自然と駆かけだす。行き先は、近所の海辺──約束の浜辺だ。

（こんなもの……！）

　──いつまでも後生大事にこんなものを持っているから、何度も思い出してしまうのだ。

　今日で九年にもなるのなら、いい機会だ。指輪を捨てよう。もう彼のことは忘れよう。

　そして一生、二度と、誰にも恋なんてしない。

「はぁっ、はあ……」

　浜辺に辿たどり着き、辺りを見渡す。空には月もなく、周りには人もいない。

　──さっさと終わらせるには、いいタイミングだ。

　思い出に浸ってしまいそうになる前に、指輪を握り締めた右手を、海に向かって大きく振りかぶる。

「こんなもの!!」

　彼の上品な微笑ほほえみが、優しい声が、楽しい思い出が、サブリミナルのように脳裏にちらつく。けれどそれに構わずに、ハルカは、指輪を投げ捨てようとして──

「……えっ？」

　自然と、動きを止めてしまう。目の前の海が、ごぽりと、奇妙な音を立てたからだ。

　次いで海面に、黒い何かが頭をもたげる。

　魚ではない。大きすぎる。漂着物でもない。波に逆らい、動いている。

　──では、何ものか？

　訝いぶかる時間はない。

　見る間にその何かは、波の音を遮る水音と共に、飛沫しぶきをあげながら立ち上がる。

　明かりの乏とぼしい波打ち際に、相手のシルエットがおぼろげに浮かんだ。

「あ……え……？」

　口から漏もれたのは、呆ほうけた声。驚きのあまり、身体は硬こう直ちよくして動けない。

　現れたそれは、人だった。少なくとも、人の形をしていた。

　背はハルカより高く、どうやら男性で、全身から潮の香を撒まき散らしながらもじっと俯うつむき、佇たたずんでいる。

　その頭には海かい藻そうがべったりと貼はりつき、身体を滴したたり落ちる海水を拭ぬぐおうともしない両手はだらんと地に向けられ、ずぶ濡ぬれのシャツもズボンもぼろぼろで、まったく生気がない。

　異常な風ふう体ていだ。

　いや──こんな夜に、いきなり海から現れるというだけでも異常だ。

　そう思った瞬間に、自分でもわかるほど心拍数が跳ねあがる。

（か、か、河かつ童ぱ!?　いや、んなわけないし……ダイバーとか、遭そう難なんした人とか……かな）

　生ぬるい海風を頰に感じながら、手のひらの中の指輪を、我知らずぎゅっと握って逡しゆん巡じゆんしていると──相手の首がかくんと、壊れた人形のような動きでこちらを向いた。

（ひっ！）

　海藻越しに見えたその左目に射い竦すくめられ、肌はだが粟あわ立だつ。身じろぎもできず震ふるえていると、相手の口がぬらりと開き、そこから、大量の海水が溢あふれでた。

　河に流し捨てられる工場の汚水のように。どばどばと。

（違う……！）

　誰にともなく頭を振りながら、ハルカは半歩、後ろへ下がった。

（違う、人間じゃない！）

　何リットルもの水を吐き散らして平然としているこいつは、人間じゃない。

　しかしこちらが逃げだすより早く、激しい水音を立て、さらに海中から何者かが現れる。

　大きな影。小柄な影。男も女も。子どものような影も。

　そして十数個の影が揃そろうと、最初に現れた人影が、ゆっくりとその足を前へと動かす。

　その動きに合わせて他の影も、緩かん慢まんな動作ながら、徐々に砂浜へと上がってくる。

　一歩彼らが近づくごとに、潮の香が、あからさまに濃くなっていった。

「ア……あ、ァあ……」

　先頭の人影の口から、呻うめきともとれない、絞しぼりだしたような声が聞こえる。

　眼前で捉とらえたその肌は、青かった。まるで、映画に出てくるゾンビのように。

　そしておもむろに、こちらに両手を伸ばしてくる。

　──突きだされた指先から漂ただよう魚の死し骸がいのような臭においが、鼻の粘ねん膜まくを刺激した。

「いっ……嫌ああああぁああっ！」

　瞬間、ハルカは恐怖の叫びを喉から逬ほとばしらせ、弾はじかれたように踵きびすを返し、全速力で家へと走った。死を回かい避ひしようという本能のままに。

（何っ……何、何、なんなのあれ!?）

　夜の住宅街を、無我夢中でひた走る。恐ろしくて、後ろは振り返れなかった。

　心臓が早はや鐘がねを打っている。背骨がつららになってしまったような凍いてつく気配が、全身の熱を奪うばわんとするかのごとく、身体に纏わりついている。

　いきなり全力疾しつ走そうしたせいで、先ほど収めたばかりの夕飯が胃の腑ふの中でうねっているが、それに構っている暇はない。とにかく早く、早く家に帰らなくては！

　恐ろしさのあまり、足がもつれて転ばなかったのはまったくの幸運だった。

　道路を走り、角を曲がり、ドアノブを回して倒れ込むように玄関に入って、がちゃりと施せ錠じようする。──ここまで来れば、大丈夫だろう。

「はぁっ、はぁっ、ああ……怖かった……」

　そのまま玄関でへたり込んでいると、リビングからひょっこりと、冬貴が顔を出した。

「おお、お帰り。どうしたんだ、血相変えて」

　兄は目をぱちくりさせている。その顔を見た途端に、なぜかひどくほっとした。

「おっ、お兄ちゃん！」

　思わず、靴くつを履いたまま兄に飛びついてしまう。

「なんだなんだ、スキンシップか？」

「じょっ、冗じよう談だん言ってる場合じゃないよ！　今ね、私、浜辺に行ったんだけど……」

　──そうして、事の顚てん末まつを話すと。

「あっはっはっはっは！」

「笑いごとじゃないよ！　ほ、本当に怖かったんだから」

　冬貴はひとしきり笑ってから、こちらに指をぴっ、と向けてくる。

「お前なあ。ゾンビ映画の見・過・ぎ」

「見過ぎなのはお兄ちゃんでしょ！　そ、それにおかしいじゃない。人が急に、海の中から現れるなんて」

「そんなの集団でダイビングとか、ああ、密漁でもしてたんじゃないか？　うちの近所の海で何が採れるのかは知らんが」

「と、とてもそうは思えないんだけど」

（だってあの人、口からだばーって水吐いてたし……絶対、ただの人間じゃない）

　納なつ得とくできずに首を傾げていると、兄はこちらの肩に、ぽんと手を置いてきた。

「なんにせよ、これに懲こりたら、もう夜に一人で海になんか行かないことだな。まっ、もしお前が見たのが本物のゾンビなら、展開上そろそろ、お前を追ってきた奴が、うちの窓を割りでもする頃だろうが──」

　と──冬貴がそう言い終わらないうちに。ぱりん、という音が、家に響ひびいた。

「えっ!?」

「今のは、リビングか……!?」

　硬直する間もなく、今度は背後の玄関扉とびらが、外から狂くるったような勢いで叩かれはじめる。

「きゃっ！　なっ、だ、誰っ!?　外にいるの……何人も、いる……？」

「こっ、これはまさか！」

　ごくり、と冬貴が喉を鳴らした。

「まずいぞハルカ、ここから離れろ！　もしかしたら、もう家を囲まれているかもしれん」

「え、あっ……!?」

　手を取った兄が、戸惑うハルカをダイニングに導く。ダイニングは台所の隣にあり、勝手口はあるが、窓はない。──廊下からは、まだあの恐ろしい打ちよう擲ちやく音が聞こえてくる。

　冬貴は後ろ手で扉を閉めると、手はドアノブにかけたまま、これまでにない真剣な眼まな差ざしを妹に向ける。

「いいか、ハルカ。落ち着いてよく聞けよ」

「う、うん」

　恐怖のあまりに止まってしまいそうになる呼吸をなんとか続けつつ頷くと、兄は言った。

「もしお前が会ったのが本当にゾンビで、うちを取り囲んでいるのだとしたら……残念だがもう手の打ちようがない。家屋に籠ろう城じようする時は窓や扉を内側から塞ふさぐのが基本だが、そんな時間はないし、第一、既すでに窓を破壊されてしまったみたいだしな」

「そっ、そんな……」

「だが、まだ手はある」

　冬貴は顎あごで、台所の奥──勝手口を指した。

「見ろ、あの扉はまだ叩かれてない……ってことは、勝手口の外にはまだ誰もいない可能性がある。これがゾンビの仕し業わざにしろ、暴徒か何かの仕業にしろ……お前は先に逃げて、早く警察に通報しろ。固定電話はリビングだし、スマホは、今持ってないしな」

「えっ……待って！　お、お兄ちゃんは!?　一緒に来るんでしょ？」
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　すがるようにそう問えば、兄は、ゆっくりと首を横に振った。

「俺は行けない。ここで時間を稼かせがなきゃな。いや、戦おうってんじゃない。あそこの食器棚だなでこの扉を塞げば、少しはましになるだろう」

「やだっ、そんなのやだよ！　お兄ちゃんも逃げようよ！」

　普段どれだけ喧けん嘩かをしていても、やっぱりお兄ちゃんは、大事な家族だ。

　家族を見捨てて、一人だけ逃げるなんてできない。

　しかし冬貴は、泣きそうな妹を宥めるように、いつになく優しい目で告げた。

「馬鹿だな、お前、そんなだから愚妹と呼ぶんだ。俺が逃げろって言ってるんだから、いいんだよ。こんな時ぐらい、黙って従え」

「そんな……！」

「……いや、違うか」

　兄は静かに頭を振った。

「こんな時ぐらい……そう、兄らしいことをさせてくれ。思えばお前には今まで、つまらない冗談ばかり言ってきた。家事も押しつけ、甲か斐い性しようなんて一つも見せずに……すまない」

「なっ、何言ってるの」

「気にするな。さあ、ここは俺に任せて、とっとと先に行け。なあに、すぐに追いつくさ」
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　諸手でドアを押さえたまま、冬貴は急せかしてくる。

　それと同時に、彼が押さえる扉が──ドン、とひときわ大きな音を立てた。

「あっ!?」

「くっ、もう来やがったか！　ハルカ、早く行け!!」

　ドン、ドン、と叩かれる度たびに軋きしむドアを、兄は必死に押さえている。

　──とても置いてなんて行けない。けれど、その優しさを無駄になんてできない！

「お兄ちゃんっ……絶対逃げてね！」

　願うようにそう告げて、勝手口に向かった。冬貴の呟きが、背後から耳に届く。

「妹を庇かばって兄は退場か……まるで『ナイト・オブ・ザ・リビングデッド』だな」

　──こんな時にまで、お兄ちゃんは──と唇くちびるをきつく嚙かんだ、その刹せつ那な。

『ヴォアァアァアア！』

　獣けもののような咆ほう哮こうが、耳を劈つんざいた。ハルカが慌あわてて振り向いたのと同時に、ダイニングのドアの上部を、一本の青黒い腕が突き破る。腕はそのまま振り下ろされ、扉を破壊しながら、驚きよう愕がくの表情を浮かべた兄の肩をがしりと摑つかんだ。

「は、離せっ！」

　冬貴はもがき、相手の腕を両手で捕とらえる。しかしそんな抵抗を嘲あざ笑わらうように、さらに何本もの手が扉を突き破ると、兄の後ろ髪を、纏う白衣を、腰を、足首を摑んだ。

「うっ、や、やめろっ……わあああぁああっ!!」

　後ろに引き倒された冬貴の姿が、木こつ端ぱ微み塵じんになったダイニングのドアもろとも、蠢うごめく人影たちの元へと引きずられ、もみくちゃにされ、見えなくなる。

　助ける間もなく、白衣の裾すそは、暗がりの奥に消えていった。

「お兄ちゃぁああん！」

　呼びかけても、もはや、声は返ってはこない。代わりに、侵入者たちが部屋に踏み入ってきた。室内の明かりで、ようやく、彼らの姿がはっきり見える。

（ああっ、あれは……！）

　彼らは、紛れもなくゾンビ──『動く死体リビングデツド』だった。

　人種はおそらくコーカソイド系……つまり外国人の雰ふん囲い気きだが、その肌の色は青く淀よどみ、眼球はどこを見ているのかわからないほど、白く濁にごっている。

　額ひたいに血の跡がある者、顔に大きなつぎはぎの傷がある者、そしてその後ろに立つ、二メートル以上はあろうかという巨体の者は、人間とは思えないほどの筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの肉体であり、無毛の丸い頭と剝むき出しになった歯列が、根源的な恐怖心を揺ゆさぶってくる。

　さらに、彼らの服は──なぜか身体は乾いていたが──びっしょりと濡れていた。

　やはり、あいつらだ。海辺からここまで、ハルカを追ってきていたのだ！

「ひっ、ひいっ……！」

　己の口から、情けない声が漏れるのが聞こえる。けれど逃げなくては、逃げなくては！

　動かなくなりそうな足を必死に動かし、勝手口の扉になんとか到達し、ぶるぶると震える手でそれを開ける。だが、外には──

「あ……」

　庭には既に、別のゾンビがいた。

　目の前にいるのは、やや小柄で、手足が妙に細いゾンビ。その後ろに、大きく開かい襟きんしたナース服を着た黒人系のゾンビと、最初に現れた、あの頭に海藻のついたゾンビが佇む。

（終わった──）

　そんな言葉が、頭の中で静かに響いた。死の覚悟。もう、身体は動かない。

　するとそんなこちらの様子がおかしいのか、眼前の手足の細いゾンビは、唇の端はしをきゅっと歪めて嘲笑うような顔をした。そして、その口をおもむろに開く。咥こう内ないから、赤黒く、細い、およそ人間にはあり得ないほど長い舌が現れ、伸びてくる。

　あの舌に触れられれば死ぬ。確信が、胸を満たした。生なま臭ぐさい臭いが近づいてくる。

（ああ……そういえば私、指輪を握ったままだった）

　右手の中の『婚約指輪』の感触が、今は、とても愛いとおしい。

（どうせなら、私、死ぬ前にもう一度、あなたに会いたかったよ──）

　心の中で、あの王子様の名前を呼ぶ。怪物の舌が、目の前に迫る。──その時。

「……待って。そこまでだよ、バート」

　凜りんと澄んだ、青年の声が聞こえた。同時に、ゾンビの舌の動きがぴたりと止まる。

「え……？」

　──今の声、どこかで聞いたような。戸惑っている間に、奥に立っていた海藻つきゾンビが、ゆっくりと近づいてくる。長い舌のゾンビは、渋しぶ々しぶという様子で、後ろに下がった。

　やがてこちらの前にやってきたゾンビは、静かに、頭についた海藻を取り払う。

　現れたのは、鮮やかな、まるで黄金そのものを紡つむいだような金きん髪ぱつ。

　さらにその左目は──右目は、巻かれた包ほう帯たいで覆おおわれているが──晴れた青空の色だ。

「……ハルカ」

　それは、先ほどゾンビを制止したのと、同じ声。そして、その微笑みは──

「ハルカ。約束を、守りにきたよ」

　先ほど思い浮かべたあの少年と同じ、花の蕾つぼみが綻ほころぶような、優しいものだった。

（ルネ君……？）

　──不ふ動どう院いんルネ。かつての想おもい人の名前を、ハルカは、もう一度心の中で呼んだ。
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　──信じられない。ハルカがまじまじと眼前の金きん髪ぱつの青年、いや、ゾンビを見つめていると、ゾンビはぼんやりした表情になり、首を傾かしげた。

「……えと。あれ？　君はハルカ、で合ってるよね？　紅ベニ粉コ谷ヤ春ハル花カ」

「え、あ、と……」

　相手は流りゆう暢ちように日本語を喋しやべっているが、真面目に答えても大丈夫なのだろうか。

　逡しゆん巡じゆんし、思わず目を逸そらし──

「ひいっ!?」

　悲ひ鳴めいをあげる。気づけば、さっきまでダイニングにいたはずのゾンビたちや、見たことのないゾンビたちまでもが、金髪ゾンビと自分とを囲んでいるのだ。

（襲おそいかかってくるわけじゃないみたいだけど……に、逃げられない）

　虫の耳みみ障ざわりな羽音のように、低くウーウー唸うなり続けている異い形ぎようの集団にじっと見られるというのは、死ぬほど居い心地ごこちが悪い。そしてそんなこちらの思おも惑わくは一切関知していない様子の金髪ゾンビはといえば、返答を待つかのように、ぼーっと立っている。

（こいつも……な、なんなの。なんのつもり？）

　とりあえず命の危険が遠ざかったせいで、思考に少し余裕が戻ってくる。

（さっきは思わず、ルネ君かと思っちゃったけど……）

　改めて、じっと相手を観察する。金髪ゾンビは、その青みがかった肌はだ、右目を覆おおう包ほう帯たいはさて置き、鮮やかな髪かみの色、澄すみ渡った青空のような瞳ひとみ、そして精せい巧こうな人形のように整った目鼻立ちは、まさに、かつてのルネが成長したらこうなるだろう、という風ふう貌ぼうだ。

　──しかし。

（何、このだらしない顔）

　目の前の相手のぼんやりぶりは、かつて、九年前にルネがみせた明めい晰せきさとは程遠い。

　今まさにこちらを見ているその表情にはまったく締まりがなく、まるで風ふ呂ろ上がりの人間が、ぼーっと壁の模様を眺ながめている時のように、茫ぼう洋ようとしている。

（た、他人の空似ってやつかな……）

　身構えつつ、そんなことを考えていると。

「……アー」

　金髪ゾンビに向かって、ゆっくりと、一体のゾンビが近づく。顔面に斜ななめにツギハギの傷が入っているそのゾンビは、ラスベガスのカジノのバーにでもいそうな、気き障ざな白スーツを着こなしている。そいつは、金髪ゾンビに何やら耳打ちした。

「ウ……ア、アグアオア。オアアウ、ウ、ウゲー」

「ん？　ふん、ふん……なるほど」

　白スーツの喋る内容は、こっちには全然わからないが、金髪には通じているようだ。

　やがて金髪ゾンビはひとしきり頷うなずいてから、おもむろにこちらに向き直った。

「……え、あー……お嬢じようさん」

「えっ」

「名乗りもしないのに、君の名前を聞くなんて……あー……すまない。無粋だった。紳しん士しにあるまじき行為だったよ。そう、自己紹介がまだだったねー」

　金髪ゾンビは棒読みな口調で、つまり今教えて貰もらった言葉をそのまま反復しているのが丸わかりな様子でそう述べると、のんびりした挙動でぺこりとお辞じ儀ぎし、名乗った。

「僕はルネ。……不ふ動どう院いんルネだよ」

「な……っ！」

　──刹せつ那な、色々な言葉が頭の中を満たし、喉のどが詰まってしまう。

　不動院ルネ、まさにその彼との結婚の約束を信じて待ち続けた七年間。そして裏切られたと思ってやさぐれていた二年間の思い出が、ぐるぐると脳内を駆かけ巡めぐる。

　かつて聞くことを望んだ名を眼前のゾンビに名乗られ、口を衝ついてでたのは──

「う……」

「う？」

「噓うそつけえぇええっ！」

　ついさっきまでの恐怖も忘れて、ハルカはルネゾンビ（仮称）に詰め寄った。

「あっ、あ、あのねえ!?　いきなり人の家に来て、なっ、何が『ルネだよ』よ！　あんたがルネ君だなんて……そんなの信じられるわけないでしょ！」

　──こんな得体の知れないゾンビが、あのルネ君であるはずがない！

　と、そんなこっちの思いとは裏腹に、相手はきょとんとしている。

「えっ……僕、何かしくじったかな」

「しくじったも何も！　だいたいあんたたち、何をしたかわかってないの!?　いきなり海から現れたかと思ったら、追っかけてきて扉とびらをバンバン叩たたくし、挙あげ句くぶっ壊すし」

　そうだ、それに──すっかり忘れていた！

「おっ、お兄ちゃんを……」

「へ？」

「へ、じゃない！　よくも私のお兄ちゃんを、こ、こ、殺し……」

　喧けん嘩かばかりだったけど、ゾンビ映画マニアで付き合いきれないと思っていたけれど、それでも大切な家族だった冬ふゆ貴きは、ハルカを庇かばってゾンビの群れに吞のみこまれ、命を──

「おい愚ぐ妹まい。外でわーわー騒さわぐな、近所迷めい惑わくだろうが」

「えぇっ!?」

　と──背後、開きっぱなしだった勝手口の内側から聞こえた兄の声に、驚おどろきで心臓が跳はねあがる。振り向けばそこには、まったく無傷の冬貴の姿が。

「お、お兄ちゃん……生きてたの!?　よかった」

「フッ、俺が死んだと思ったか？　甘いな」

　眼鏡めがねを右手で押さえながら、兄はニヤリと笑った。

「俺はさっき、集団で押さえ込まれて動けなくなっただけだ。まあ正直死んだかと思ったし、さっきから股こ間かんの辺りが湿ってるような気がするが、生きてる……ぜ？」

「最悪だ……」

　さっさと着替えてきなよ、と言おうとして、慌あわててもう一度振り返る。

（しまった、つい背中向けちゃった。あの金髪ゾンビは……）

　もしかしたら襲いかかられるのでは、と、思ったのだが。

「……あ。こちらは気にしないで。続けて、続けて」

「グゥ～ン、ハァハァハァ」

　お気き遣づかいなく、と手を振るルネゾンビは、尻尾しつぽを振っている犬ゾンビと戯たわむれていた。

「えっ、い、犬っ……？」

　ぱっと見はただの犬だが、奇き妙みようなマスクのようなものを顔に嵌はめているし、鳴き声が変に濁にごっているし、第一、胴体の一部の肉が変な色になっている。

「そうだよ。……あ、名前はケビンっていうんだ。ジャーマンシェパードだよ」

「グゥン！　ワンッ、バオンッ！」

（犬種はどうでもいいんだけど……）

　ケビンの牙きばは犬にしても異様なほどに長く、鋭するどい。嚙かまれれば大おお怪け我がしそうだ。

（怖こわい……あ、でもよく見れば可か愛わい……いわけないか……）

　どう返事をすればよいものやら、なんとも言えずに戸惑っていると。

「まあ皆さん、こんなところで立ち話もなんだし、中にどうぞ」

「……あっ。では、すみません。お邪魔します」

「ウゴゲオウゲエエ」

「ウオ……オ……アー……」

「ワンワン！」

　普段見たことがないほどににこやかな笑顔で、冬貴はゾンビたちを勝手口から、家の中へと招き入れている。

「ちょっと、お兄ちゃん!?　何やってるの、馬ば鹿かなの!?　死ぬの!?」

「何を言うか。お客様を立たせっぱなしにするなんて、むしろ馬鹿なのはお前のほうだ」

　ゾンビたちを家の中に入れてから、冬貴はふん、と鼻を鳴らして手招きする。

「ほれ、お前も早く入れ」

「いっ、嫌いやだよ。殺されちゃうかもしれないじゃない」

　すると兄は手を額ひたいに当て、いかにも勿もつ体たいぶった態度で、言った。

「『もし奴らが俺たちを殺すつもりなら……もうとっくにやってる。そうだろ？』」

「何、そのドヤ顔」

「いや。人生で言ってみたい台詞せりふの上位ランクを言えたと思って」

（……アホらし）

　はあ、と嘆たん息そくしてから、もう一度具申してみる。

「とにかく、本物のゾンビだかなんなんだかすらよくわかんないし、通報しようよ」

「あのなあ。通報はいつでもできる。けどゾンビへの個人的な質問は、警察が来てからじゃできないんだぞ？　もしあいつらが本物なんだとしたら、普通に話ができるなんて、すごいレアじゃないか。またとない機会だぞ！」

「このゾンビオタクが！」

　──と、反論したのだが。結局、冬貴の「お前だって気になるだろ？　不動院君の名前出されちゃさあ」という一言には頷かざるを得ず──

（奴らが何かおかしな真ま似ねをしたら、すぐに警察呼んでやる）

　捨てようと思って握にぎったままだった、ルネとの約束の『婚こん約やく指輪』をぎゅっと握りしめ、決意を胸に、ハルカもまた、家の中へと戻ったのだった。




「よし、それじゃあ、そろそろ色々教えてくれ。お前たちについて！」

　冬貴の無駄に陽気な声が響ひびく。広いリビングは異常な光景になっていた。

　応接用の低いテーブルを、ソファーに座りＩＣレコーダーを手にうきうきしている兄と、対面して座るルネゾンビが囲み、そして彼に従うゾンビたち──数えたら十二体もいたのだが──は、ルネゾンビの背後を守るように、ずらっと並んでいる。

（怪物に明るいところでじっとされてると、すごい違和感があるんだけど）

　ハルカはというと、兄の隣となりに座る気にはなれず、ゾンビたちとなるべく離れた壁かべ際ぎわに立っていた。彼らの濡ぬれた服で家具を汚されたくないが、さすがに指摘する余裕はない。

（お兄ちゃん、頼むから余計なこと聞かないでよ）

　急いで部屋から取ってきたスマホをお守り代わりに、固かた唾ずを吞んで様子を見守る。

「うーん……」

　冬貴の言葉を受けて、ルネゾンビは首を傾げた。

「教えるといっても。何を言えばいいのか……」

「まずお前たちが本物のゾンビなのか、そうでないのかだ」

　レコーダーを作動させた兄は、唐とう突とつに真剣な眼まな差ざしになって言った。

「ここまで来て『仮装でした』とか『ドッキリでした』とは言わないでくれよ。もしそんな展開だったら──俺は躊ちゆう躇ちよなく、法的に訴うつたえるっ（キリッ）」

「ああ……心配しないでください。僕たちは正しよう真しん正しよう銘めい、本物ですから。ねえ、みんな」

『ウゲアアァアア！』

（うわっ！）

　ルネゾンビの言葉に呼応するように、他のゾンビたちが一いつ斉せいに吠ほえた。

　あまりの騒そう音おんに思わず耳を塞ふさぐ間にも、ふにゃっとした表情のまま、ルネゾンビがゆっくり冬貴に向かって右手を伸ばす。──何をする気かと、制止しようとするが。

「えーと……触っていいですよ、お兄さん。そしたら、本物だってわかるんじゃないかな」

「ええっ、マジか!?　本当に触っていいのか～!?」

　と、途と端たんに笑顔になった冬貴は、ルネの腕をしげしげと見つめている。

「さ、さ、触ってもいいってんなら触るけどさぁ。その、なんかウイルスに感染して俺までゾンビになったりとかはしないよなあ？　困るぜ。俺、まだ生きてやりたいことが色々あるんだからさぁ、グフッ」

「大丈夫ですよ……僕たちは、ウイルスで増えるわけじゃないから」

「そうかぁー、なら平気だなぁ。同意の上での健康的な触れあいってかぁ、グフフフ」

　兄は両手の指をわきわきさせ、口の端から涎よだれでも垂たらしそうな勢いでニタニタしている。

（キモい……お兄ちゃんのほうが。まあ、それは置いといて）

「お兄ちゃん、むやみに触らないほうがいいよ！」

「おっそいー！　もうタッチしちゃうもんねぇえー！」

　止める間もなく、冬貴はルネゾンビの腕──ぼろぼろの白シャツの隙すき間まから覗のぞく青い肌に触れていた。瞬間、彼ははっと息を吞む。

「こっ、これは」

「どうかなあ。……信じてくれました？」

「信じた信じた！　おいハルカ、この肌の質感ヤッベエぞ！　お前も来て触ってみろよ！」

「や、やだよ」

　ゾンビに触りたくないというより、猛烈に興こう奮ふんした兄の隣に行きたくないという気持ちで首を横にぶんぶん振った。すると、今度はルネゾンビがぼんやりしながらも驚いたような顔をして、こちらを見やる。

「──ハルカ！　そう。……やっぱり、君がハルカだったんだね」

「うっ！」

（名前がばれた。お兄ちゃん、さっそく余計なことしてくれたな）

　内心苦々しく思いつつも、ここで噓をついては話が進まないと、頷いた。

「たっ、確かにそうだけど。だったらなんだっての？」

「……うん。僕はね、君に会いにきたんだ」
















　かつてのルネを思わせる、温和な声こわ音ねで、彼は言う。

（えっ）

　我知らず、胸がとくんと音を立てた。

（あ、会いに来たって……そういえばさっきも『約束を守りにきた』とか言ってたけど）

　もしかして──という甘い考えを、慌てて打ち消して叫ぶ。

「ど、どうして！」

「……えっ？」

　相変わらず興奮している冬貴に、腕をべたべた触らせるがままにしながら、ゾンビはぱちぱちと目を瞬またたかせた。

「何……？」

「どうして私に、会いに来たの？　あなたが本当に不動院ルネなら、その、わかってるはずでしょ。私となんの約束、したのか」

「うん、そう……もちろん！　と、言いたいところなんだけど」

　ふいに、ルネゾンビが俯うつむく。

「……ごめん。なんだっけ？」

（！）

　がくっ、と力が抜けてしまう。

　いや、脱力というか、安あん堵どというか──がっかり、というか。

「あっ、あ、あなた……理由もわからないのに、私に会いに来たわけ」

「うん。来てみたら海辺で会えたし、ちょうどいいと思って、追いかけたんだけど……」

「襲うつもりはなかったって？　じゃあ、扉をバンバン叩いたのはなんだったのよ」

「あれは……みんなでノックしてたんだ」

「ノックの域を超えてるでしょうが！　普通に怖かったんだけど!?」

「愚妹、落ち着け。インタビューの権利は俺にある」

　また真剣な様子に戻り、身をルネから引き離すと、兄は腕組みをして問いかける。

「ゾンビボーイ。もしかして、記き憶おくがないのか？　そもそも君はどこから来た？　不動院ルネというのは、九年前までうちの隣に住んでいた少年の名前だが……マジで本人なのか」

「ええと。……きちんと答えたいんですけど」

　顔を上げたルネゾンビは、必死に思い出そうとするような表情で、ゆっくりと語る。

「その……そうだね。僕は色々、忘れてしまっているみたいだ。たぶん僕は、前は人間だったと思うんだけど……こうなる前のことも、なってからのことも……きちんと説明できるほどには、覚えていない。わかるのは自分の名前と、この身体からだの性質と、後ろにいる仲間たちについて。それと、僕たちが昔、白い服の人がたくさんいる場所にいたこと」

「白い服？」

「お兄さんが着ているのと、同じような服ですよ」

　白衣を指しているようだ。

（それって、つまり……）

「じゃあお前たちは、どこかの病院か、じゃなかったら研究施設にいたんだろうな」

　こちらの考えを代弁するように、兄が言う。

「ゾンビの居場所としては適切な感じだ。そういや妹の話では、海から出てきたそうだが……ひょっとして海底基地とか、潜せん水すい艦かんから来たのか!?」

「いいえ。元いた場所は陸地にあったような。そう……そうだ。ひどい火事になったから、みんなで一生懸命逃げたんだ、確か。火から逃げるために、海の中に飛び込んで……うん」

　と、語りながら思い出したような様子でルネゾンビは続ける。

「その時に思ったんだ──『ハルカに会わなきゃ』、『約束を守らなきゃ』って。それでとりあえず頑がん張ばって前に進もうと思って、みんなで海の底を歩いたんだけど」

「呼吸の必要がないんだな。水圧もゾンビだからなんとかなるわけか」

「うーん、そうなのかな。……でも、急にものすごい流れに捕まって、みんな身体が一斉に同じ方向に押し流されていって……まあ楽だからいいかってことになって、じっとしてたら……気づいたら、この近くの海岸にいたんですよ」

「なるほど！」

　冬貴は得心がいった顔でぽんと手を叩いた。

「それは恐おそらく海流の類たぐいだな。そしてこの近辺の海岸で、海流というと──」

　と、兄はしばらく手元でスマホを操作してから続ける。

「そう！　黒潮だ。お前たちは黒潮に乗ってここまで来たんだ、間違いない」

　言うなり彼はこちらを向いて、わざとらしく眼鏡を指で押し上げてみせる。

「ふっふん！　どうだ愚妹、この地理学的観点。文系研究者もなかなかやるもんだろう」

「スマホで調べたからわかったんでしょ。見えたよ」

「フン……ここは素直に褒ほめ讃たたえんか」

　一瞬だけ決まり悪そうな顔をしてから、冬貴はルネゾンビに向き直る。

「しかしこうなると、こんな仮説が立てられるな。『不動院君はアメリカで、なんらかの理由で記憶をなくしたゾンビになったが、元いた場所が火事になり、海に入り、フィリピン諸島辺りで黒潮に捕まって、ここまで流された』」

「ちょっと待って！」

　たまらずに口を挟はさんだ。

「ルネ君は確かにアメリカに行ったけど、でも、それだとおかしいじゃない。一緒に引っ越したご両親はどうしたの？　それに、ルネ君がゾンビになったって……」

　ゾンビとは、死体だ。したがって、死体になるというのは、つまり──

　引き裂さかれたように心が痛み、思考を止める。しかし。

「……んー」

　ルネゾンビはというと、一切のシリアスさを欠いた表情で唸った。

「僕にも……両親はいたのかな？」

「は？」

　何を言いだすのか、と軽く驚いていると、相手は首を捻ひねった。

「人間ってみんな、両親から生まれるのかな。……お兄さんはどう思います？」

「さあてなあ。たまに『木の股またから生まれた』なんて言われる人間もいるがな。ま、たいていは男と女が。いやともかく」

　えへん、と咳せき払ばらいしてから、兄は続けて述べた。

「不動院君のご両親は、日本人のお父さんも、フランス人のお母さんも、科学者だったな。専門がなんだったかはとんと忘れたが。うちの親が前にしてた話だと、不動院君だけでなく、そのご両親とも、アメリカに渡った直後から連絡がとれなくなったそうだな」

（……そんなの偶然、だよね。きっと）

「両親。うーん」

　ルネゾンビはさらに首を捻って考えていたが、記憶が戻りはしなかったようだ。

「ごめん、わからないよ……思い出したいんだけど。今の僕にとって、家族と呼べるのは、この仲間たちだけかな」

「そうだ、そいつらについても色々聞きたかったんだ！」

　冬貴は身を乗りだして問いかける。

「後ろのお歴々とは、一体どういうご関係で!?　あ、ひょっとして食べた？　食べて増やしちゃった系？」

「食べてないですよ～。だいたいむやみやたら増えようとするなんて、そんな、一山いくらのゾンビみたいなことしないよ……ねえ、みんな」

『ウゲァアアアア！』

　全員、同調するように吠えた。

（ゾンビは一山いくらで売ってないと思うけど）

　それはともかく、何やら彼らの様子からは、学校の先生と生徒、もしくはリーダーと仲間たち、というような印象を受ける。

「僕は、後ろのみんなの……自分で言うのもなんだけど、王様みたいなのをやってるんだ」

　果たしてルネゾンビは、そんなことを言いはじめた。

「僕がみんなに指示を出して、みんなは僕と一緒に動く。なぜそうなったか覚えてないけど……昔から、というより記憶がある限りは、そうしてここまでやってきたんです」

　そういえばさっき長い舌のゾンビに襲われた時も、ルネゾンビの制止があって助かった。

　彼らがルネゾンビの言うことを聞くというのは、本当らしい。

「人と同じ言葉で喋れるのは僕だけだけど、みんな優しいし、真面目なんですよ。あと綺き麗れい好きなんだ。……ほら、ゾンビだけど、全然腐くさった臭においがしないでしょう？」

　問われた冬貴は、すんすんと鼻を動かしてから答える。

「本当だ！　見た目は腐った死体みたいなのに、ほのかな磯いその香り以外はなんの臭いもしないな。腐ふ敗はいそのものは、すでに止まってるのか」

「はい。……海辺でも、みんなが濡れて臭くさいまま追いかけるのは嫌だと言ったから、身体の拭ふきあいっこをして、それからここまで来たんですよ。でもさすがに服は乾かせなくて。最初から急いでいたら、もっと早くハルカに追いついていたんだけど……」

「拭きあいっこって……」

「それはともかく」

　と、また冬貴が仕切り直す。

「君がゾンビの王だというのは──おそらく、そういうふうに『造つくられた』んだろうな」

「えっ。お兄ちゃん、なんでわかるの」

「さっき触らせてもらった、ゾンビボーイの右手首」

　兄はルネゾンビを指して言う。

「内側に、『[image: ]アルフア[image: ]オメガ』の文字の刺青いれずみがあった。『私はアルファであり、オメガである』──ヨハネの黙もく示し録ろくにおける神の言葉だ。つまり、絶対の主ロードの証あかしが、彼の身体にある。ならば、それは彼の性質を示すように誰だれかに刻印されたということだ」

「……本当だ。そういえば、こんなのあったっけ」

　言われた本人も忘れていたようで、しげしげと己の手首を見つめている。

「お、お兄ちゃん、さっき触ってた時に見つけてたの？　それにそんな言葉、よく知ってたね。私はまたてっきり、ただ興奮してるだけかと」

「フン！　母さんにもよく言われたもんだ。『あんた、いつ勉強してるの』ってな。あいにく俺の知能は銀河系を超ちよう越えつしているから、凡ぼん人じんの目には留とまらないのだ！」

「あっそ」

「おおー」

　妹としては呆あきれるしかない発言なのだが、ルネゾンビは素直に感心しているようだ。

「それじゃあ……そんなすごい人相手ならなおさら、みんなの紹介をしないとね。ええと」

　ルネゾンビは、自分の後ろに立つゾンビたちのほうを見やる。指導者に視線を向けられたゾンビたちは、何やらちょっとだけそわそわした空気を醸かもし出していた。

「えと……右から順番に、アルフレッド、バート、キャサリン、デイブ、アーネスト。こっちのよく似た三人組は、フレッド、グレッグ、ハリーの兄弟。女の子はイザベル。ナース服なのがジョセフィーヌ。犬のケビンはさっき紹介したよね。それから」

　ここで彼が指したのは、さっきダイニングルームの扉を最初に破壊したと思おぼしき、すさまじい巨体と、歯を剝むき出しにした恐ろしい顔つき、いかにも強そうなラバースーツを着た──つまり、ゲームのラスボスじみたゾンビ。

「彼の名は力りき石いしだよ」

（ま　さ　か　の　日　本　人）

　絶句していると、それをどう捉とらえたのか知らないが、ルネゾンビがさらに説明を加えた。

「あっ……彼は日系三世なんだ。トーマス・力石。ハワイ出身なんだよね」

　ゾンビの『王』がそう問いかけると──

「ゴァアアアアアアアッ!!」

　家全体を揺ゆるがすような、恐怖心を煽あおる咆ほう哮こうで力石は応える。

「きゃあっ、ちょっ、や、やめてよ!!」

「ああ……ごめんごめん」

　震ふるえながら訴えると、ルネゾンビはとりなすように言った。

「彼、実はあがり症なところがあるんだ。……今も、挨あい拶さつしようと思ったら、ちょっと声が裏返っちゃったみたい」

「今のはそういうアレだったの？　捕食されるかと思ったんだけど」

「まさか。力石は、うちのゾンビの中で一番優しいよ」

「ほう、なるほどな」

　何やらメモをとりながら、冬貴はふんふん頷いている。

「ロケットランチャーでも使わないと倒せなさそうな外見なのに、実はシャイなナイスガイというわけか。こりゃギャップ萌もえというやつだな」

「萌えないよ、誰も！」

　ツッコミを入れても、兄は意に介していない様子だ。──放っておこう。

「そ、それより」

　ゾンビたちの右から二番目──バート、と呼ばれたゾンビを指しながら言う。

「その、バートさん（一応敬称）ってゾンビ、私を襲おうとしたでしょ、舌で。むやみと増えようとなんてしないとかさっき言ってたけど、それ、本当なんでしょうね」

「バートはうちで一番の暴れん坊なんだ。……ごめんね。よく言って聞かせるよ」

「言って聞かせればわかるもんなの……？」

　訝いぶかりながらバートを見れば──彼は、薄汚れてはいるがパンクなファッションに身を包んでいて、異常に細い手足と長い舌を除けば、それなりに人間っぽく見えるゾンビなのだが──あまり反省した様子もなく、口の端はしを吊つり上げ、へらへらとこっちを見ている。

（本当に大丈夫なわけ？）

　暗あん澹たんたる気持ちになっていると、アーネストと呼ばれたゾンビ──さっきルネゾンビに耳打ちしていた、気障な白スーツのゾンビが、とんとんと彼の王の肩を叩く。

「……ん。どうしたのアーネスト」

「アァ、アオゲオアウー」

「えっ？　……ふんふん、わかったよ」

　何ごとか言われて頷いてから、ルネゾンビはこちらに言った。

「ええと……アーネストがね。『お嬢さん、オレたちの出会いという素す晴ばらしい夜に、困り顔はいけないな。悩みがあるんなら、枕元でいつまででも聞かせてもらうよ』だって」

「けっ、結構です。ていうか、そんなに長い台詞だったの、今の」

「ふうん、ゾンビの言語か。興味深いな」

　冬貴は関心を示しているが、それはどうでもいい。それよりも断られたアーネストが、まるでハリウッド映画のように、ひゅっと肩を竦すくめている動作が気になった。

（とことん気障なんだ……）

「アーネストは、元ジゴロなんだよ」

「ウー、ウゲェアォア」

「え……ああ、ごめん。今もジゴロだって。『男は死んでも男なのさ』だってさ」

「そ、そう。すごい説得力のある言葉だね」

　よく見てみると、アーネストは気障な格好のみならず、顔立ちは普通の、というより見目麗うるわしい人間に近い。暗がりでなら、人間だと思うだろう。顔の傷は痛ましいが。

「ふーん。一口にゾンビといっても、やっぱり色々あるもんだなあ」

　それぞれのゾンビの外見だの名前だのをメモし終わったのか、しみじみと兄が言う。

「こりゃあ、明日から忙しくなるぞ」

「──えっ」

　不ふ穏おんな兄の発言に、耳を疑う。

「ちょっと待って。お兄ちゃん、今なんて言ったの。もしかして」

「ああ。こいつらをこの家にしばらく置いてやるつもりだが？」

「『だが？』じゃないよ！　何考えて……」

　詰め寄ろうとするが、その前に、ルネゾンビが、ぱぁっと明るい表情になる。

「ええっ？　いいんですか、やったぁ。今日はどこに泊まればいいか、ちょっと考えていたんだよね……また海に入って濡れるのも、嫌だったから」

「ちょっと、あなたは黙だまってて！」

　ルネゾンビを一いつ旦たん静かにさせ、兄に歩み寄る。

「お兄ちゃん、私は反対だよ。いくらゾンビ映画が好きだからって」

「チッチッチ！」

　わかってないなあ、といった調子で、冬貴は人差し指を横に振る。

「あのなあ。お前、俺がどれだけ社会に貢こう献けんする行動をとろうとしているか、わかるか」

「……どういう意味」

「例えばだ。ここでゾンビたちを外に放りだせば、彼らの身に何が起こると思う」

「つ、通報されて捕まるとか？」

「ああ、そうなるかもな。そしたら彼らはきっと、遅かれ早かれ、本当に死体が動いているゾンビだとばれるだろう。で、その次に何が起こるか？」

「うう……」

　兄きよう妹だいの議論をじっと静聴しているルネゾンビとその仲間たちにちらりと視線を送ってから、小声で答える。

「み、見世物にされるとか……実験台にされるとか」

「甘い！　馬鹿！　愚妹！」

　きっ、と強い眼差しで兄は言う。

「それどころじゃない！　お前、ゾンビ映画を見ていないのか？　ゾンビの出現が公的な機関の目に晒さらされた場合！　高確率で！　付近一帯に核が落ちてくるぞ!!」

「うるさいよ！」

　兄のアホな発言にいらいらし、思いっきり顔を相手に近づけて続ける。

「あのねえお兄ちゃん？　映画ならそうかも知れないけど、これは現実の話なんだから！　だいたい、日本に核兵器なんかないよ」

「日本にはなくても、アメリカは持ってますー。普通に落としてきますー。てかお前、『バタリアン』も見てないのか。かつて『オバタリアン』という言葉も生みだした名作なのに」

「お兄ちゃんの知識って元ネタが古すぎてよくわかんないよ。だいたい今、その名作のオチまで言っちゃったんじゃないの」

「そこはそれ。とにかく大きな問題が起こるだろうってのは、お前も同意するだろ」

　えへん、と咳払いしてから兄は語る。

「いいじゃないか、置いてやれば。幸いうちは二世帯住宅、じいちゃんもばあちゃんも死んじゃってから、空き部屋が多くて困ってただろ。それに父さんも母さんもいないんだし」

　あっ、と彼は小さく声をあげ、妙なシナを作ってから続けた。

「『今、うち、親いないんだ……』ってやつだな」

「くだらないことやってると、マジで殴なぐるからね」

　嘆息して兄から顔を離し、ルネゾンビに向き直れば、彼はぺこりと頭を下げてきた。

「……あの。ハルカ」

　本当は、彼にあまり名前を呼ばれたくない──どうしてもルネを思い出しそうになるから。けれどそんなことを告げれば余計話がこじれるだけだと観念して、返事する。

「何？　ゾンビさん」

「不ぶ躾しつけなお願いなのはわかってる……けれど、せめて僕の記憶がはっきりするまで、この家に置いてくれないかな。お金の問題なら、どうにかできるから。ね、イザベル」

　王に声をかけられたイザベルとは、白いネグリジェを纏まとい、ピンクのクマのぬいぐるみを抱かかえている、ゾンビ幼女だ。くすんだ金髪と、頭に突き刺さったボルトのような飾りが特徴的な彼女は、口をへの字に結んだまま、「ン」と頷いた。

　──あんな小さな女の子に、一体どうやってお金の工面をさせるつもりなんだろう？

「わ、悪いけど……お金の問題じゃないのよ」

　努めて冷静に、そう答えた。

「そもそも私、あなたが本物のゾンビだっていうのも疑ってるんだよね。正直な話」

「おい愚妹、まだそこで詰まってるのか。事実を認められない奴ほど序じよ盤ばんに死ぬぞ」

「お兄ちゃんは黙っててね。とにかく、私は警察に」

「……待って！」

　ルネゾンビが、ふいに立ちあがる。

「やっぱり、警察は困るよ……仲間たちを、危険に晒したくないんだ」

「あのね、そんなこと言われても──」

　無理なもんは無理だと、きっぱり告げようと思ったのだが。

「……お願い。ハルカ」

　ぼんやりした表情のままながら、急に声を低めたルネゾンビの柔らかな声音に──

「う……！」

　知らず知らず、胸がとくん、と音を立ててしまう。僅わずかに開かれた青白い唇の合間から漏もれでた彼の言葉は、その声の主が何者かなど忘れさせるほどに、甘やかに耳に響いた。

　──しかし。

（ご、ごまかされるな！　ゾンビの美声イケボなんて、冗じよう談だんじゃない）

　強引に思考を切り替え、きっと相手を睨にらみつける。けれどもこちらが戸惑っている間に、ルネゾンビはよたよたと、緩かん慢まんな動作で近づいてきていた。

「や、やだ、こっち来ないでよ！」

　迫られて、たまらずに後ずさる。だがすぐに壁に背がぶつかってしまった。

「ハルカ……」

　相手の青い目はどこか虚うつろで、何を考えているか察せない。彼の手が、こちらに伸びる。

「ちょっ、やだ、やめて…………っ、え？」

　ルネゾンビの右手が、そっと、ハルカの左手をとった。その感触は──

「……！」

　思わず、言葉を失う。

　その感触は、人間の肌の質感とはまったく異なっていた。例えるなら、革かわ製品──バッグか何かに触れているよう、と言うべきだろうか。さらさらして弾力はあるが、体温も脈も、一切感じられない。特殊メイクなんかじゃない、と断言できる。

「これって……これじゃあ、まるで、本当に、本物の」

「うん。僕がゾンビだって、これでわかってもらえたかな」

　言葉が出ない。この眼前の、ルネそっくりのゾンビが、もし本人なのだとしたら──

　離れ離れになっている間に、ルネが死んでしまった、ということではないか。

（信じられない、そんなの……違う！　そうだ、確かめなくちゃ……！）

「指輪……」

　知らず知らずのうちに、声が掠かすれていた。

「え？」

「指輪は、持ってる？　あなた」

　問いかければ、ルネゾンビはぼんやりした顔に戸惑いを浮かべ、ハルカから手を離すと、首を横に振った。

「ううん、持っていないよ。なんの話かな……？」

　本当に何も覚えていない──もしくは知らない様子で、彼は答えている。

「そう」

　──よかった。やっぱりこいつは、ルネ君じゃない。ただの、謎なぞのゾンビだ。

　ハルカは、ひとまずそのように思うことにした。ひとまずは。

「……。もういい。わかった、わかったよ。あなたたちが本物だってのは、はっきりしたし。外に追いだしたり、警察を呼んでも、おおごとになってしまいそうだし」

　それに、このゾンビのもつ、不動院ルネを思わせる面影がまだ気になるし。

　という自分の本音は、心の奥底に覆い隠かくして。

「いいよ、ここにいても。こうなったら、観念した」

「えっ……本当に？　やったあ！」

　ルネゾンビが歓声をあげるのと同時に、仲間のゾンビたちも嬉うれしそうに諸もろ手てを挙げる。

『ウゲェェエー!!』

「しーっ！　言っとくけど、まず、私の部屋に勝手に入ったら容よう赦しやしないからね。あと、さっきみたいに家を壊したり、面倒ごと起こすのも絶対にやめて」

「ああ……窓と扉は本当にごめん。後でデイブと、三兄弟に直しておいてもらうよ。デイブは元々、工事現場で働いてたんだ。……四人とも、お願いね」

「ウォゲー」

　デイブ──ヘルメットを被かぶった、土木作業員的格好のおじさんゾンビは、三兄弟と纏めて呼ばれたフレッド、グレッグ、ハリーと共に、命令を理解したように頷いている。

「そうだ、家事ならキャサリンに任せて。頼りになるから。医い療りよう関係ならジョセフィーヌに、彼女はあんまり働きたがらないけど。僕も、ハルカの迷惑にならないように頑張る。……これからよろしくね」

「う、うう。あんまり、よろしくされたくはないんだけど」

「あっ……そうだ。もし僕が何かしたら、頭を撃うち抜くといいよ。弱点だから」

「銃じゆう社会のノリで言わないで！」

「しょっぱなから弱点を教えてくれるなんて、大盤振る舞いだな。いや、ちょっと待て」

　兄は部屋の隅すみを指した。

「そこにいる、アルフレッドってゾンビは、何が得意なんだ？」

「……え。ああ、彼？」

　と、ルネゾンビが向けた視線の先に立つのは、一番最初に名前を呼ばれたにもかかわらず、先ほどからずっと動きのないアルフレッドだ。彼は額からの流血の跡と、しょぼしょぼした焦げ茶の髪以外は、本当に、とりたてて特徴がないゾンビだった。

（言い方は悪いけど、なんかＲＰＧでフィールドに出てくる敵って感じ）

　そんなふうに思ってしまうが、ルネゾンビは、信頼のこもった声音で説明する。

「彼は……いてくれないと困る仕事をしてくれてるんだ。色々とね」

「なるほどな。没個性が、かえって個性になってる、っと。メモメモ！」

「何をメモしているんだか」

　はぁ、と本日何度目かわからないため息をついた。そうすると、どっと疲れが出てくる。

「……ああ、もうこんな時間じゃない。私、先に部屋に戻って寝るね」

「風呂はどうするんだ？」

「ウー、ウォアォ？」

「今日はお風呂はいらない。あと、アーネストさんが何言ったのかは通訳しなくていいよ。だいたい予想つくから」

　もう一度嘆息し、リビングの扉に近づく。ゾンビのうち何人かから、心配そうな目で見られているのをひしひしと感じるが、死人に健康状態を気にされる生者なんて、笑えない。

「よぉーし！　じゃあ君たち、ちゅうもーく！」

　廊ろう下かに出ようとした時に、背後で兄の能天気な声が聞こえた。

「これから親しん睦ぼくを深めるために、みんなでゲームをしようと思います！　何する？　ツイスターゲームなら、確かうちにあったぞ！　色を取り合って絡からみ合ううちにポロリってのも可だ！　グフフフ」

（ゾンビ相手に何を期待してんの、アホ兄貴）

　戻ってツッコミを入れようかとも思ったが、いちいちやっていたら、徹夜するはめになってしまうのは明白だ。

「あっ……ポロリなら気をつけて。アーネストは身体のパーツが外れやすいから」

「そうか！　でもそれなら、ちょっと離れたところの色も取りやすくて便利じゃね？」

　──もういい。ほんと、疲れた。自室に戻り、普段は使っていない扉のカギをかけた。それから、昔剣道をやっていた時の名残なごりの木刀を、一応ベッドの傍そばに立てかけておく。

　そして、『婚約指輪』は──もう一度袋に入れて、机の引き出しにしまっておいた。

「なんでこんなことになっちゃったんだろう……」

　かつての想おもい人そっくりのゾンビの王様や、その仲間たちと同居するなんて。

（ルネ君は、それはもう、おとぎ話の王子様みたいだったけど……）

　王子様は死んでしまいましたが『王様』になれました、なんて、全然面白くない。

（……そうだよ。やっぱりあれは、ルネ君じゃない。ただの他人の空似に決まってるよ）

　世界には、自分そっくりの人間が三人はいるというし、あれがルネ君のそっくりさんだったとしても、何も問題はない。

　そう、ない。ないったらない。絶対に、あれはルネとまったく無関係の赤の他ゾンビだ。

　などと──色々と思いは巡りつつも、やはり睡すい魔まには勝てず、ハルカはゆっくりと夢の世界に落ちていく。

　──そして翌朝。

　ハルカの鼻び腔こうを、思いもよらぬ匂いがくすぐるのだった。
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　幼おさな馴な染じみであり、かつて結婚の約束までした最愛のボーイフレンド・不ふ動どう院いんルネにそっくりなゾンビの『王様』が、彼の愉ゆ快かいな仲間たちと一緒に居い候そうろうになった、翌朝。

「ん」

　自室のベッドの上で、ハルカは、思いもよらぬ匂いで目を覚ました。

（この、匂いは……？）

　すんすん、と鼻を動かす。最初は気のせいかとも思ったが、違う。

（なんだろこれ！　知ってる匂い……食べ物系の……）

「お味み噌そ汁しるの匂いだ！」

　驚おどろきのあまり、がばっと起き上がる。時計を見れば、まだ朝の六時。

　今日は日曜日で高校も休みだから、本来なら、二度寝してもいい時間なのだが──

「……ひょっとして、ゾンビたちとアホ兄貴が何かしてるのかも」

　この家の家事は、ずっと自分一人が担当してきた。つまり、兄・冬ふゆ貴きが自発的に朝食を作ったとは考えられない。──何かが起こっている可能性は高い。

「もう、面倒事は起こさないでって、昨日の夜言ったのに……」

　朝っぱらから何やってんだか、と文句を零こぼしつつ、急いで着替えて部屋を出る。

　そして階下の台所に来てみれば、そこでは、誰だれかが食器の後片付けの真っ最中だった。

　横のコンロに、鍋なべが置いてある。お味噌汁の匂いは、そこからしているようだ。

　そして──

「え、だ、誰？」

　思わず、戸惑ってしまう。こちらに背中を向けたその人物は、美しい、長い亜あ麻ま色の髪かみの毛の持ち主だった。しかも、ゴシックなテイストのメイド服を身に着けている。

（知り合いにこんな人、いたっけ……？）

　考えているうちに、メイドさんはこっちに気づいたらしい。洗い物の手を止め、ゆっくりと振り返った彼女の顔は────

「わぁああっ!?」

　ほとんどドクロといってもいいほど、思いっきり腐ふ食しよくしていた。

「ゾ、ゾンビ！　あ、あなたはえっと……あっそうだ、キャサリンさん!?」

　確かルネゾンビによって『家事が得意』だと紹介されていた、女性のゾンビだ。

「あっ、あ、あなただったの……びっくりした」

　いくらなんでも、心臓に悪い。未いまだどきどきしている胸を押さえながら言うと、キャサリンは、少し恥はずかしそうな様子で、恭うやうやしくお辞じ儀ぎをした。

「おぉ、誰が叫んでいるのかと思ったら愚ぐ妹まいか。おはよー」

　と、そこに現れたのは冬貴だ。彼は昨日と変わらず無駄に陽気な様子で、手を挙げてこちらに挨あい拶さつしている。その手には、またＩＣレコーダーを持っていた。

「お兄ちゃん……ああ、うん、おはよ」

　はぁ、と安あん堵どと呆あきれが入り交じった嘆たん息そくをすれば、兄は意気揚よう々ようと、近くに置いてある椅い子すに座った。

「どうだ、キャサリンさんの家事の手並みは。見てみろよ、台所がシンクも床もぴかぴかになってるだろう!?」

「え？」

　言葉を受けて、改めて辺りを見てみれば──確かに。これまで、いずれ掃除しないとと思っておきつつも、なかなか手が回らなかった箇所が、全部綺き麗れいになっている。

　ちなみに、今気づいたが、ダイニングの扉とびらも完かん璧ぺきに修しゆう繕ぜんされていた。こっちは、デイブたち四体のゾンビが直したのだろう。

「すごい……まるで、家が新築になったみたい」

「だろー？　ほれ、ゾンビたちが来てくれて、さっそく助かったじゃないか。俺の先見の明にひれ伏すと共に、己の無む知ち蒙もう昧まいを少しは省かえりみるんだな、愚妹！」

「お兄ちゃんは調子乗んないで」

　強い口調で諫いさめても、冬貴は全然平気な様子で、今度はキャサリンに向かって言う。

「そうだ、さっきは朝飯どうもありがとう。今までアメリカにいたんだから、和食は初めてだったんじゃないのか？」

「アー……」

　問われたキャサリンは、俯うつむいてから、おずおずと答えた。

「アウゲオ……ウー」

「そうかそうか、調べて作ってくれたのか！　口に合わないなんてとんでもない。いやぁ、さすがは生前からメイドだっただけはあるなあと思って、感心していたんだ。その服も、すごく似合ってるよ。通販で買ったんだろ？」

「ウゲオ……アウウ……アァー！」

　キャサリンは、自分の頰ほおを両手で押さえて、きゃっ、とはにかんだ。

「照れなくてもいいのに。事実を話したまでさ」

「──ちょっと、お兄ちゃん」

　なぜか無駄に格好つけた声こわ音ねで喋しやべっている兄の背を、つんつんとつつく。

「あのさ。キャサリンさんの言ってることがわかるの？　それとも適当に喋ってるの」

「まさか。お前、会話というのは相手の発言を解釈して初めて成り立つもんなんだぞ。俺が一人で勝手に喋る馬ば鹿かだと思っているのか？」

「うん、まあ……ちょっとは」

「昨日、ずっと俺はこのレコーダーを作動させていた」

　こちらの言葉は完全に無視して、冬貴は語りだす。

「お前が先に寝てしまってからも、俺はこれにゾンビたちの発言を録音させながら、彼らと多くの会話を試みた。そうして集めたデータを言語学的に解析したところ、どうやら彼らはある文法体系を持った、独自の言語で話していると判明してな」

「うーん……それってつまり、ゾンビ語で喋ってるってこと？」

「ああ、そうなるな。そして、相手が言語だというのなら」

　兄は、銀縁の眼鏡めがねをくいっと動かして続ける。

「この天才言語学者の卵、紅べに粉こ谷や冬貴に翻訳できないわけがない」

「えぇっ!?　お兄ちゃん、本当にキャサリンさんたちの言葉がわかるの!?」

「いや、まだ全部ではない。何せ会話のサンプルが充分ではないからな……さっきのように簡単な日常会話ならある程度こなせるが、複雑なものはまだまだだ」

「そうなんだ……」

　だとしても、昨日の今日で、未知の言語を理解できるようになるなんてすごい。

（初めてだよ。お兄ちゃんを、ちょっとでも尊敬するの）

　そんなふうに思っていると、冬貴は満足げに笑い、腕を組んだ。

「フフフ……これで、俺の野ゆ望めに一歩近づいたな」

「ゆ、ゆめ？　何それ」

「馬鹿、決まっているだろう。俺はこの、先人が誰一人として遭そう遇ぐうも解明もしていないゾンビ語を翻訳可能にすることで、人類史上初のゾンビ語学者となる。そしてゆくゆくは！」

「ゆくゆくは？」

「ゾンビとの意思疎そ通つうを可能にした男、平和の使者として崇あがめられ、ウィキペディアに名前が載のることだろう！　くくぅっ！　夢だったんだ……長年の」

（アホらしい……）

　ちょっとでも尊敬した自分が馬鹿だった。

「確かにウィキペディアに名前が載ったら、すごいとは思うけどさ。なんか、目指す方向性が間違ってない？」

　指摘を無視して、兄は笑っている。

「フフフフ、これでもう大学でしみったれの教授ジジイどもの小間使いをさせられることもあるまい！　俺もソシュールやマルティネのように、立派な有名人になるんだ！」

「あのー……そのソシュールって人とかも、一般的には有名じゃないような」

「はん！」

　と、冬貴はじろりとこちらを睨にらんできた。

「お前たち一般人パンピーはいつもそうだ。決まって文系学問の研究者を馬鹿にする。いつか俺の人生がウィキの項目になったら、お前については『妹・春はる花かは兄の才能を理解せず、その無知を恥じもしなかった』と書かれるであろう」

「独自研究って指摘されるよ、それ」

　そう返すと、兄はつーんと向こうを向く。そしてレコーダーを手に、それまでこちらの応おう酬しゆうを見てオロオロしていたメイドゾンビに近づいた。

「さあキャサリンさん、愚妹は放っておいて、俺とちょっとお喋りしないか？　君のこと、是ぜ非ひ色々聞かせて欲しいなあ。好きな花とか、好きな色とか、好きな……グフフフフ」

「キャサリンさん、セクハラされたら訴うつたえてね」

　と、そんなふうに話していると──

「……ハルカ、起きたんだね」

　澄すんだ声が、こちらの名を呼ぶ。

（この声は……！）

　振り返ると、そこに立っていたのは、果たしてルネ──によく似たゾンビだ。彼は昨日と違って、どこで調達したのか、無個性ながらぱりっとしたシャツとズボンを着ている。

　過去の記き憶おくのほとんどを失い、かつてハルカと運命の約束をした際に持っていたはずの『婚こん約やく指輪』をも持っていない、しかも常にぼんやりした彼を、ルネ本人だと認めるわけにはいかない。だが、こちらを見つめる彼の眼まな差ざしが、穏おだやかであるのは事実だ。

「……おはよう」

　と、茫ぼう洋ようとした顔に微笑ほほえみを浮かべながら、ルネゾンビは挨拶した。

「お、おはよ」

　少し動どう揺ようした返事をしてしまうのは──相手の柔らかな笑顔を、ルネに重ね合わせてしまっている自分もいるせいだ。

（違う違う、あいつはルネ君じゃないって。だから、私がときめく必要とかないし）

　ハルカが、己にそう言い聞かせていると。

「あっ、そうだ」

　何かを思い出した素振りで言うと、ルネゾンビは、改まった様子で続ける。

「ハルカ……今日も可か愛わいいね。食べちゃいたいくらい」

「やめて！」

　物ぶつ騒そう極きわまる発言をぴしゃりと制止すると、ルネゾンビは、意外そうな顔をする。

「……あれ。僕、またしくじったかな。アーネストに教えてもらった通りに言ったのに」

「あのジゴロゾンビさんの入れ知恵？　あのねえ、そんなこと言われても全然嬉うれしくないから。むしろ身の危険を覚えるわ。捕食されるのかと思って」

「捕食……もう、ハルカ。僕たちは人間をむやみに食べたりしないって」

「むやみに、でしょ。必要性があれば食べるんでしょ」

　珍めずらしくムッとした様子のルネゾンビに、怯ひるまずに反論した。

「それよりも、あなたの他の仲間はどこなの。リビング？　私とお兄ちゃんは無事だけど……どっかで勝手なことしてないでしょうね」

「大丈夫、みんなちゃんとしてるよ。心配なら、一緒に見に行く？」

「う……まあ……そうね。じゃあ、見に行く」

　正直、不安はありまくるが、この家でまともな感性を持っているのは唯一、自分だけだ。

（私が家を守らないと……お父さんとお母さんに、合わせる顔がない！）

　確固たる使命感を胸に、ハルカはルネゾンビを伴って廊ろう下かに出る。すると。

　──バンバンバン！　バンバンバン!!

　恐おそろしい音が響ひびく。これは──昨夜さんざん聞かされた、ゾンビたちが扉を叩たたく音！

「ちょっと、やっぱり何かやらかしてんじゃないの！」

　慌あわてて音のするほうに駆かけだす。後ろでルネゾンビが、何やら訂正したそうにしていたが、鈍どん足そくな彼はひとまず置いておき、辿たどり着いた場所で見たのは──

「アウオオオ！　ウゲオア！」

「ウゲォアー!!」

（へ……？）

　トイレのドアを、必死に叩いている三人組。そして、中から『コンコン』と叩く音がするから、トイレにもう一人。

「えーと、これは」

「ああ……三兄弟が、デイブの入ったトイレの順番待ちしてるんだよ」

　やってきたルネゾンビが、ほのぼのとした様子で言った。

「もちろんゾンビだから……排はい泄せつはしないんだけどね。通いたくなるのは生前の習慣なんだって。特にデイブは、トイレの中じゃないと、落ち着いて新聞読めないんだって」

「ふうん……そう……まあ……しゅ、習慣ならしょうがないよね」

　だからってあんなに大きな音を立てるのはやめてほしいけど──などと思っていると、突然、黒く長いものが、まるで鞭むちのようにひゅん、と眼前を掠かすめる。

「ひゃっ、今度は何!?」

「……あっ、バート」

　ルネゾンビが天てん井じようを見上げて言う。それに倣ならって、こちらも恐る恐る視線を向けてみると──そこには、天井に逆さまに、四つん這ばいの形で貼はりついたバートがいた。

　しかし何をしているのか問い質ただすのよりも早く、彼は満足そうにへらへらと笑うと、そのまま廊下の向こう、リビングのある方へ天井を這って去っていってしまう。

「ええと……あれも習慣なんだ」

「せ、生前の……!?」

「あれは最近から。ああやって移動すると、みんながびっくりするから楽しいんだって」

「あんな敵が出てくるゲーム、昔見たような気がするんだけど」

　げっそりした気分で、それでも乗りかかった船だと、リビングに移動する。すると──

（なんか、大人しくされてると……それはそれで変な光景に見えるもんなのね）

　リビングでは、バートも含めた多くのゾンビたちが、ＴＶの前に鈴なりになっていた。

　特に、ＴＶ前のカウチに座ったジョセフィーヌ（黒人ナースゾンビ）は、思いっきり足を前に出し、爪をいじりながら、涎よだれまで垂たらしてリラックスしている。その横ではイザベル──幼女ゾンビが、どこから持ちだしたのかノートパソコンをいじっている。

　アルフレッドたちが熱心に見ている番組では、『比ひ良ら坂さか市内の山にクマが出没！』というニュースを報じていた。

（はあ、クマか……）

　自分もぼんやりニュースを見ながら、ハルカは思った。

（クマならまだましだよね、たぶん。ゾンビは何するかわからないから……）

　と──

「ワンワンワン！　バウ！」

「わっ!?」

　開きっぱなしだった扉から、いきなり犬に飛び付かれ、思いっきり床に尻しりもちをついてしまう。犬といっても──ゾンビ犬のケビンだ。ケビンはこっちが驚いているのを、遊んでもらっていると勘かん違ちがいしているのか、嬉しそうに尻尾しつぽを振りつつじゃれついてくる。

「ウバウウウウウ、アグ！　ガウ！」

「ちょっ、ちょっと、舐なめようとすんのはマジでやめて、感染しそう！」

「もう……ハルカ、唾つばじゃあ感染しないってばー」

「だとしても、あなたもちゃんと止めてよ！」

　のほほんとしたルネゾンビに言うと、彼はしゃがみこみ、ケビンの頭をそっと撫なでる。

「ほらケビン」

　それは穏やかながらも、芯しんに凜りんとしたものをもつ声音だった。

（ルネ君に、ちょっと似てる……）

　思わずつい、またそんなふうに感じてしまうような、温かな声。

「駄だ目めだよ。ハルカが嫌いやがっているでしょう。離れて」
















　こちらの感慨をよそに、王の言葉を聞いた途と端たん、ケビンは叱しかられたのを理解したようにクウンと鳴き、ゆっくりとこちらから離れていった。

「あ、ありがとう。その、犬は好きだし……ケビン、あなただって嫌いじゃないよ」

「ワウン」

　一声鳴いて、ケビンは控ひかえめに尻尾を振った。こうして見ると、ゾンビ犬だって可愛らしく見える。──ただ奇き妙みようなマスクで顔を覆おおっていて、胴体の肉が少し変な色をしていて、あと、ちょっと牙きばが鋭するどく長いだけだ。

「あのさ。ケビンって、なんでマスクなんて着けてるの？」

「うん……これはね、これがないと、かわいそうすぎる見た目になってしまうから」

　ルネゾンビは静かに答えた。

「元々は着けていなかったんだけど、確か……以前いた場所で最初に会った時に、僕が被かぶせてあげたんだ。ケビンは顔の腐食が激しかったから」

「ふうん」

　適当な相づちを打ちつつ、視線はどうしても、ルネゾンビの顔の包ほう帯たいに向いてしまう。

　彼の右目を覆うように巻き付けられた包帯──もしかすると、その下もケビンのように。

（うう、考えないでおいたほうがよさそう）

　ぶるぶると首を横に振って、思考を中断した。すると、扉からひょっこりと、威圧的な顔面のゾンビがやってきた──ラスボス系ゾンビの力りき石いし（日系三世）だ。

　姿を見るとすぐに、ケビンはすさまじい速さで彼の元に駆け寄っていく。

「ワン！　バウ！　グルルル」

「グォアァォオアオオ！」

　一声吠ほえて飛びかかったケビンと、それをがっちり取り押さえた力石とは、唸うなり声をあげながら揉もみ合いになっている。──ホラーゲームのキャラの仲なか違たがいを見ているようだ。

「ね、ねえ。あれ、ほっといていいの？」

「うん……あのままにしてあげようよ」

　彼らを眺ながめ、ルネゾンビは微笑ましいといった表情で応える。

「ケビンを一番可愛がってるのは、力石なんだ……ケビンも彼が好きなんだよ」

（可愛がり、って隠いん語ご的な意味じゃないでしょうね）

　心の中で呟つぶやきつつ、よく見てみれば、確かに、力石の巨大な手のひらはケビンの耳の付け根あたりを撫でていた。ケビンも口をだらりと開いて、リラックスしているようだ。

（よ、よかった。てっきり首を絞しめ落とそうとしてるんだと思った）

　密ひそかにほっとしていると、その横で、ルネゾンビがおもむろに付け加えて言った。

「あの様子だと……きっと、さっきまで一緒に外を散歩してたんじゃないかな」

「ちょっ、散歩って！　人に見られてたらどうするのよ」

「えー……大丈夫だよ」

　ぼんやりした顔ながら、事もなげに、ルネゾンビは語る。

「だって、深夜や早朝の街は、人ひと気けがなくて危険だっていうよ。……人間にとって危険なら、ゾンビにとっては安全なんじゃないかと思って」

「いや、その理屈はおかし……」

「まあ、人目につきづらいという点では、いい着眼点かもしれんな」

　会話に割り込んできたのは、冬貴だった。

「お兄ちゃん、キャサリンさんとの話は終わったの？　変なこと聞いてないでしょうね」

「ほほう？　変なこととはどんな痛いててててて！」

　兄のアホな発言を、相手の長い髪の毛を引っ張ってキャンセルする。

「……あ、お兄さん。おはようございます」

　まだ冬貴に挨拶していなかったらしいルネゾンビは、律りち義ぎにお辞儀した。

「ここに置いてくださったお陰かげで……僕たちは、ええと、路頭に迷わずに済みました。このお礼は、きちんとしますから」

「フフン。まあ、君たちはここにいるだけで、俺の学術研究のサンプルとなっていると思いたまえ。『サンプル』……うん、いかにも研究者がゾンビ相手に言いそうだ」

　兄はなんだか勝手に感動してから、続けて述べた。

「しかしまあ、この家が無駄にだだっ広くて本当によかった。十二人も招き入れても、問題なく泊められるなんてな」

「もしも、狭せまいようだったら……また、デイブたちが工事してくれますよ」

　ルネゾンビがゆっくりと言うと、冬貴は目を輝かせる。

「工事か！　確かにダイニングも窓も完璧に直っていたしな。拡張工事も考えとくか」

「じゃあお兄ちゃん、どうせなら、ゾンビ避よけに地下室でも作ってもらったら？」

　揶や揄ゆするように口を挟はさむが、しかし、冬貴は真剣な様子で首を横に振った。

「駄目だ駄目だ。地下室に籠こもるなんて、伝統的に負け確定の行為じゃないか！　地下に潜もぐる奴と地上で頑がん張ばろうとする奴の二手の間で争いが起きて、なんやかやで両方とも自滅するパターンだ。お前、そんな悲劇を招きたいのか!?」

「そんなべらべら反論しなくても……じゃあ、どこに隠かくれるのが一番いいの」

「フン。天井裏だな。そこで何が起ころうとも物音一つ立てずにいれば、助かる可能性はある。助かった後で、見殺しにした味方の生き残りに殺されることもあるが」

「うーん」

　と、当のゾンビの『王』は首を傾かしげる。

「うちにはバートがいるから、天井裏も危ないと思いますよ」

「何っ!?　そうか。じゃあ、ゾンビボーイはどこにいるのが安全だと思う？」

「ううーん」

　ルネゾンビはしばし考え込んでから、ようやく言った。

「えと……もし僕たちが本気を出したら、地上に安全な場所はなくなると思います」

　至極真剣に、彼は言い放った。

「ちょっと！　何言って」

「ハハハハハ、そうか！　まあそれくらいでないと、ゾンビを名乗ってられないな！」

「僕もそう思います。……お兄さん、気が合いますね、えへへ」

　冬貴とルネゾンビ、二人は何やら和んだ様子で笑っている。しかしそれを見ているこちらとしては、全然面白い気分になんてなれない。

（増える気はないとか、むやみと食べないとか……実はやれるけどやりません、って言いたいの？　こいつ、本当は何がしたいわけ）

　思わず身み震ぶるいすると──ポケットに入れていたスマホが、ぶるぶると震えた。

「なんだろ。あっ、照てるちゃんだ」

　高校のクラスメートで、小学校からの友人である照からの着信だった。うるさい兄たちから離れるように壁際に移動してから、電話に出る。

「もしもし、どうしたの照ちゃん？」

『あっ、ハルカ！　ごめんね、こんな時間に電話してさー！　実は文化祭のことで……』

　文化祭実行委員の照は、快活な性格だが、テンパりすぎてしまう弱点がある。今回も文化祭、つまりヨモギ祭の出し物の件で、わからないことがあって電話してきたそうだ。

「看板用のベニヤ板？　確か去年も先輩たちが、準備期間中に取りに行ってたよ。だからまだ、それは終わってなくてもおかしくないんじゃないかな……うん、どういたしまして」

　画面をタップして通話を終えると、いつの間にか、真横にルネゾンビが立っていた。

「今の電話……お友達？」

「うん、学校のね。私、蓬よもぎ島しま高校に通ってるから」

　と──そこまで答えて。脳のう裏りを、どうしても尋たずねてみたい質問が過よぎった。

「あのさ、あなた……ヨモギ祭、って覚えてる？」

「ヨモ……？」

「うちの高校の文化祭なんだけど」

　──頭の中に、またあの光景が蘇よみがえる。暗い夜道、繫つないだ手──

「何か覚えてないかと思ってさ。特に後夜祭とか……そういうの」

　自然と、落ち着かない声で問いかけてしまう。だがルネゾンビは、あっさりと答えた。

「うーん、ごめん……全然」

「あっそ。じゃあ、いいの。変なこと聞いてごめんね」

　──何を期待していたんだか。こいつはルネ君じゃないと、ずっと思っているくせに。

（たぶん、九年間も離れ離れのままだから……似た相手を見ると、自然とルネ君だって思い込もうとしちゃうんだ。私）

　自分自身に行き場のない憤いきどおりを感じつつ、ハルカはリビングの扉に向かった。

「おい愚妹、どこに行く」

「部屋で宿題！　忙しいんだから、放っておいてよね」

　ぶっきらぼうにそう言うと、冬貴は嘆息して言った。

「遅れてきた反抗期め。じゃあせめて、キャサリンさんの作った朝飯は食っておけ。さっき、お前に食べてほしそうにしてたから」

　──ゾンビメイドが作ったご飯なんて、とても食べられない、と思っていたのだが。

　鼻び腔こうをくすぐる匂いと、目にも鮮やかな彩いろどりに根負けして恐る恐る口にしてみれば、キャサリン謹きん製せいの朝食は──美お味いしかった。とても。

（口に入れた瞬間、甘みと共にふわりととろける卵焼き……焼き鮭さけもふっくらと仕上がりつつ上品な塩気。これはきっと、昨日の晩から塩しお麴こうじに漬つけてあったとみた！）

　妙な味がするかもしれない、なんて考えていた数分前の自分を説教したい。

（お味噌汁もすごい。鰹かつおと昆こん布ぶの合わせだしが、豆とう腐ふとワカメというシンプルな具材を見事に引き立てている！　うん、こんな素す敵てきな朝ご飯を食べられるなんて、ほんとに幸せなんだけど……なんていうか、ちょっとだけ悔くやしい……かも、しれない……）

　複雑な気持ちのまま、ハルカの朝は過ぎていった。




　一方──ハルカが立ち去った後のリビングで、ルネゾンビは小さく呟く。

「……学校」

　すると傍かたわらにやってきた幼女ゾンビ・イザベルが、王の袖そでを引っ張って「ン」と頷うなずく。

　彼の隣となりにやってきた地味ゾンビのアルフレッドも、こくりと首しゆ肯こうするのであった──




　その後は、唸り声で騒々しかったものの、とりたてて問題も起きずに一日が終わった。

　そして、翌日。

「おはよ、ハルカ！　昨日の朝はありがとー！　助かったよ、一人で慌てちゃってさあ」

「いいえ、どういたしまして！　照ちゃんの役に立ててよかったよ」

　月曜日の学校。さっそく改めてお礼を言ってきてくれる友人を、笑顔で迎える。するともう一人の友人・緑みどりも、にこやかに口を開いた。

「これから準備も本格的になって、忙しくなりそうですけど、頑張りましょうね。そうだわ、準備中に急にトイレに立ったっきり三十分以上戻ってこない女子は、委員権限で欠席裁判にかけるというのはどうでしょう？　真ま面じ目めな者が報むくわれると思いますけど」

　例によって例のごとく、緑がさらりと物騒な発言をした。

「いや緑ちゃん、それはどうかな」

「んん、ハルカの言う通りだよ。せめて、弁べん護ご人にんはつけてあげようよ！　ねっ」

「照ちゃんも大らかに受け止めないで！　たまには聞き流そう」

　せわしなくツッコミを入れるハルカ。──しかし、実に幸せだった。

（ああ……この、人間しかいない空間。うちに比べたら、めちゃくちゃ平和だよ）

　バレればご近所もびっくりのホラーハウスと化した自宅と、気心の知れた友人たちのいる教室。どちらが癒いやされるかなんて、比較するべくもない。

（まあゾンビたちも、今朝はなんだか大人しくしてたけど……）

　それこそ物言わぬ死体のように、今日の朝の彼らは静かだった。トイレで騒ぐでも、散歩に出るでもなく、リビングの端はしにずらりと並び、『休め』の体勢でじっと佇たたずんでいたのだ。

　何があったのかとルネゾンビに問うても──

「そっ、そ……そういう気分なんじゃないかなぁー。うん」

　などと言って、返答になっていなかった。

（……うん？）

　ホームルーム前の時間。朝の出来事を思い出していたら、何やら嫌な予感がした。

（ちょっと待って。今朝はルネ君……にそっくりのゾンビ、なんだか妙にそわそわしてなかった？　いつもなら、嫌ってほどのんびりしてるくせに）

　さっきの返答だって、嚙かみまくりで、落ち着きがなかった。

（何か企たくらんでる？）

　まさかね、と頭の中で首を振って否定する。しかし──

「おはよう。今日は転校生を紹介するぞ」

「……初めまして。不動院ルネ、です」

　ハルカの考えは、どうやら甘かったようだ。
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「……初めまして。不ふ動どう院いんルネ、です」

　朝のホームルームの時間。黒板の前に立つ、肌はだの青い、茫ぼう洋ようとした表情の青年──否いな、ルネゾンビの姿に、ハルカは思わず口をあんぐり開けたまま、呆ぼう然ぜんとしてしまった。

（ちょ……待……ええっ!?　噓うそでしょ!?）

　家で大人しくしていたはずなのに、どうして高校にまで来ているのか──というか、どうやって『転校生』の地位を獲かく得とくしたというのか。きっちり、制服まで着こなしている。

　しかしこちらの驚きよう愕がくとは無関係に、クラスメートたちは、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの麗うるわしい外見の転校生に、すっかり色めき立っている。──肌が青いのはどうでもいいのか。

「うわっ、すごい……カッコいい」

「ミステリアスな表情……」

「包ほう帯たいしてる。怪け我がかな？」

「ありゃ、絶対貴族の血を引いてんな。ブルーブラッドってやつだ！」

　女子だけでなく、男子まで、ルネゾンビの高貴な雰ふん囲い気きに惹ひかれてしまっている。

　ぼんやりとした顔も、『神秘的』や『物もの憂うげ』という評価に置き換かわっているようだ。

（ミステリアスっていうか、あれ、ただのホラー的生物だからね！　あと『ブルーブラッド』って肌が青い人を指すわけじゃないよ、木きの下した君……）

　本当なら、口に出してそう言いたい。あいつは海の底から来たゾンビの群れの王様で、ブルーブラッドどころか、文字通りの意味で血が通かよっていないのだと。

（でもそんなこと言ったら、私が変な人って扱いになるだろうし）

　逡しゆん巡じゆんしている間に、ふと、教室をおもむろに見渡していたルネゾンビと目が合う。

　彼はこちらに気づくと、にこっ、と微笑ほほえんだ。花のかんばせに浮かぶその穏おだやかな笑顔に、女子の一部が嬉うれしそうな悲ひ鳴めいをあげる。だが。

（何　笑　っ　て　ん　の）

　青筋を立てた今のハルカに、それは届かなかった。

（何あれ、『来ちゃった☆』的な？　馬ば鹿かじゃないの!?　こっちはそれどころじゃないっつーの！　学校でならあゾんンたビたちと関わらずに済むと思ってたのに……！）

　唯一の安住の地まで奪うばわれたのが悔くやしくなり、ぎりりと歯ぎしりしてしまう。するとクラスのざわめきを鎮しずめるために、担任の先生（男性、五十代）がパンパン、と手を叩たたいた。

「皆、静せい粛しゆくに。……不動院君は、都合によりアメリカから急きょ引っ越してきて、まだ日が浅いそうだ。それから」

　先生はルネゾンビに、確認の視線を送る。そして相手が緩かん慢まんに頷うなずくと、続けて語った。

「不動院君には、先天性の持じ病びようがある。アメリカとの習慣の違いや、病気もあって、学校生活で困る場面も多々あると思うが、そういう時は、皆、すぐに助けてあげるように」

「……ご迷めい惑わくをおかけしないように、頑がん張ばりますので。よろしくお願いします」

　ルネゾンビが丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをすると、クラスメートたちは、温かな拍手を送った。

（うちのクラスの人はみんな優しいから、たぶんすぐにあいつと打ち解けるんだろうな。相手がゾンビだとはちっとも思わずに）

　だいたい、先天性の持病ではなく、後天的に病気と無縁の身体からだになったというのが本当なんじゃないだろうか。奇き妙みような言い訳もあったものだ。

　苦々しく思っている間にホームルームが終わると、噂うわさ好きの女子たちが、ルネゾンビの座る席にわんさか押し寄せていく。

　ハルカはというと、少し離れた彼の席に近づけず、かといってほったらかしにもできずに、苦虫を百匹ほど嚙かみ潰つぶしたような顔で、聞き耳を立てていた。

「ねえねえ、不動院君って帰国子女なんだよね!?」

「うーん……そうかな。海の底を渡って帰国してきたよ」

「ぷっ、何それ！」

「わかった、アメリカンジョークでしょ！　不動院君って面白い！」

　──ものすごく好意的な解かい釈しやくをしてくれるクラスメートに、心底感謝する。

「ねえねえ、好きな食べ物は？」

「好きな食べ物…………うーん。生きのいい肉かな」

（おい！）

　なんの肉よ、と突っ込みそうになるが、クラスメートたちは疑問には思わないようだ。

「お肉美お味いしいよね！　でもやっぱり、不動院君は松まつ阪さか牛うしとか黒豚とか食べてるの？」

「ううん……本当に、なんの肉でもいいんだ」

「あはは、そうなんだ。不動院君って、王子様みたいなのに庶しよ民みん派はなんだね！」

（なんの肉でもいいって……死ぬほど不吉なこと言ってんだけど、あいつ）

　それはともかく、彼は秒速で、クラスの女子の半分の心を掌しよう握あくしてしまったようだ。

　本人にその自覚は、おそらくないのだろうが。

「っ……天然小こ悪あく魔ま……いや、ゾンビか。くう……なんかむかつく」

「ねえ、ハルカ！」

「ハルカさん！」

「うわっ!?　照てるちゃんと緑みどりちゃん……」

　ぶつぶつ文句を垂たれていたのを聞かれたかと一瞬焦あせるが、声をかけてきた友人二人は、すごくニコニコした顔でこちらを見ている。

「ハルカ、やったじゃん！　本当によかったねえ、おめでとう！」

「私も、照さんから聞きました。悲劇的な話も好みですが……友人に訪れた幸福に勝まさる喜びはありませんわ」

「えっ……え？　なんのこと」

「とーぼけちゃってえ！」

　言うなり、照はこちらの背中をバシッと思いっきり叩いてきた。

　次いで、彼女は声を潜ひそめて続ける。

「転校生の不動院君だよ！　あの子ってハルカが昔言ってた、『婚こん約やく者しや』の男の子でしょ」

「うぐっ!?」

　──中学の頃まで、ハルカは、ルネと婚約を交わしたことで有う頂ちよう天てんになり、死ぬほど恥はずかしい振る舞いを重ねてきた。それ以前からの友人の照は、それを知った上で、純粋に祝福してくれているのだ。くれているのだろうが──

　思いっきり古傷を抉えぐられた痛みで、つい白目を剝むいてしまいそうになるが、なんとか堪こらえて、ぎりぎりのところで言葉を紡つむぎだす。

「い、いや……なななな、なんのことかさっぱり？　だいたい私、恋愛沙ざ汰たは嫌いだし」

「もう、往おう生じよう際ぎわが悪いですよ、ハルカさん」

　緑もうきうきした口調で語る。

「私から見て、あの転校生の方は、従う者ではなく『従わせる者』……人の上に立つ資質をお持ちと推察します。そんなすごい人を、まさか八歳の時にモノにしていたなんて！　さすがはハルカさん、隅すみに置けないとはこのことですね」

「いや緑ちゃん、照ちゃんも、実はその、違くて」

　緑の慧けい眼がんには驚おどろかされるが、今重要なのは、そこではない。

　なんとかごまかさなければと、言葉をあれこれ考えていると──

「ねえ、不動院君って、今どこに住んでるの？」

　クラスメートが放った核心的な質問が耳に届き、ハルカはぎくりと硬こう直ちよくする。

「やっぱり、千ち引びき町ちようの辺り？　あそこは高級住宅街だもんね」

「うーん……その、町の名前はまだ、よくはわからないんだけど」

　と──ルネゾンビが、こちらをまっすぐに見つめて言った。

「僕は今、ハルカ……いや、紅べに粉こ谷やさんの家で、お世話になってるんだ」

『キャーッ!?』

　黄色い悲鳴をあげると共に、クラスメートたちが、興こう奮ふんした視線を向けてくる。

「ちょっ……あ、あ、あんたねえ……」

　ついに耐たえきれなくなり、ルネゾンビの席にまで歩み寄り、机を思いっきり叩いて言う。

「なんで勝手に喋しやべるのよ！　黙だまっといたほうがいいこともわかんないの」

「えっ……僕、またしくじったかなあ」

　ルネゾンビは、ぼんやりした表情のままで首を傾かしげた。

「しくじったよ、思いっきり！　まったく、あんたのせいで」

「ハルカさん、ハルカさん」

　荒ぶっていると、肩をとんとんと、優しく緑に叩かれる。

「もう、いいですから。そんなに照れないでください」

「そーだよ！　まあ、恥ずかしい気持ちはわかるけどさぁー」

（温かく見守られてる……！）

　──そんな、全部わかってるから的な目で見ないで！　と、こっちは必死なのだが、クラスのみんなもまた、こちらの気持ちに反して盛り上がっている。

「そっかー。紅粉谷さんと不動院君って、もうそんな関係だったんだね」

「紅粉谷さん、私たち応援してるからね！」

　きゃいきゃいと邪念なく声をかけてくる彼女たちの親切心が、忍びない。

「ちょっと、こっち来て」

　──教室にいるままでは、まともに質問もできそうにない。ルネゾンビの腕を取り、無理やり立たせて、教室の外にまで引っ張っていく。

「うー、なんだいハルカ。あんまり引っ張らないで、腕がモゲるかも」

「言わなくていいから、そんなの！」

　後ろからクラスメートたちの『二人きりにさせてあげよう』という声が聞こえてきた気がするが、それはとりあえず無視して──廊ろう下かの奥の、人がいない多目的室の前まで来ると、ルネゾンビから手を離し、詰きつ問もんする。

「っ、あんたねえっ！　一体どうやってここまで……いや、それより！　なんで来たのよ」

「なぜって……それは、ハルカの力になれるかと思って」

「ち、力ぁ？」

　思いもよらぬ回答に、頭が痛くなってくる。

「あのねえ、私がいつ力を貸してほしいなんて言ったの。むしろ私の平和な学校生活は、あなたのせいで滅め茶ちや苦く茶ちやになってんだけど。せめて家で大人しくしててくれれば」

「うーん。僕は……」

　ゆっくりした口調ながら、確固とした芯しんを感じる声こわ音ねで、ルネゾンビは言う。

「僕はただ……ハルカの喜ぶ顔が見たいんだ」

「────えっ？」

　意外な言葉を、静かに、穏やかな声で告げられて、つい胸が高鳴ってしまう。

　けれど戸惑うこちらを置いて、彼は、さらに重ねて述べた。

「僕からは、色んな記き憶おくが抜け落ちている……けれど、なんでかな。『君の喜ぶ顔が見たい』っていう気持ちだけは、ずっと、胸の中にあるんだ。それで、僕も君が通う高校に行けば、何か役に立てるかと思ったんだけど」

「な、何、言ってんの……」

　もっと強い語調で言い返してやりたかったのに、自分でもわかるくらい、動どう揺ようした声音になってしまった。ルネに似た顔で、こんな言葉を告げられてしまったからだろうか。

　──そういえば最初に出くわした時も、ルネゾンビは『約束を守りに来た』と言っていた。当人は肝かん心じんの約束の内容を忘れてしまっているが、それでも、ハルカに会いたくて海の底を歩いていたというのは本当らしい。

（馬鹿じゃない。そんな言葉で、私が絆ほだされるとでも思ってんの？）

　そう告げてやりたいが、口から出せないのは──自分でも、ものすごく悔しい。一方でルネゾンビにとって、さっきの発言は特に重大でもないようで、彼は淡たん々たんと続けて語った。

「それに……ここみたいに人がたくさんいる場所に来たら、何か思い出すかもしれないし。そう思って、イザベルに頼んで、色々手配してもらったんだ」

「え？　イ、イザベルって、確か、あの小さな女の子のゾンビ？　どうしてあの子に」

「うん。実は彼女は、生きてる時から、すごい腕前を持つハッカーなんだよ」

「それでこの前もパソコンいじってたんだ……」

　ネグリジェを着た女の子ゾンビにしか見えないのに、意外な面があるものだ──と、思わず感心していると、ルネゾンビは穏やかな微笑みを浮かべて言った。

「だからイザベルにね、日曜日のうちに、市役所のデータベースに侵入して、僕の戸こ籍せきを作ってもらったんだ。それから、電子銀行の口座……おっと」

　彼は急に口を噤つぐんだ。

「ええと、あんまり詳しく言うのはよくないかな。とにかく……なんやかやの後、この高校にたくさん献けん金きんしたら、理事長さんから即日で入学許可を貰もらったよ」

「あ……あ、あんたねえ……」

　気が遠くなったのをなんとか耐え、ルネゾンビに摑つかみかからん勢いで言う。

「なんつーことをしてくれてんのよ、それ普通に犯罪だからね、犯罪！　後で全部、元通りにしておきなさいよ!!」

「うーん……あっ、そうだ。そういえばお兄さんから、もしハルカが怒ったらこう言うようにって、メモ書きをもらってきたんだ」

「お、お兄ちゃんから？」

「うん」

　制服のブレザーのポケットから紙きれを出すと、ルネゾンビはゆっくり読み上げた。

「ええと……『法律は生きた人間のためのものだ。ゾンビに守る義理はない。お前は台風に威い力りよく業ぎよう務む妨ぼう害がい罪ざいを問うのか？　愚ぐ妹まい』……だってさ」

「あのアホ兄貴」

　ゾンビ映画マニアの兄のことだ。どうせ、高校に通うゾンビという状況が興味深くて、肩を持っているに違いない。

「はぁ、わかった。もういいよ。今から家に帰れったって、逆に不自然だもんね」

「わぁい、やったあ！　ありがとう、ハルカ。僕、あまり目立たないように心掛けるよ」

「もうとっくに目立ってたけどね。せめて、ゾンビだってばれないように気をつけてよ」

「大丈夫……大丈夫。ふふふ」

（絶対、大丈夫じゃないと思う）

　頭が痛いというより、今度は胃が痛くなってきた。そもそも、ルネゾンビは学校の授業についてこられるのだろうか？　運動はできるのだろうか。

（記憶がほとんどないみたいだし、勉強も全然できないんじゃ……。うちは県内じゃ進学校のほうだから、苦労するんじゃないのかな。……まっ、私には関係ないけど）

　と、思っていたのだが──結局ルネゾンビは、午前中の授業をうまく乗り越えていった。

　さすがに日本史や古典の授業はわからない点が多かったようだが、理数系の授業は、たまに当てられても難なく答えられており、その度たびに女子の一部が騒さわいでいた。

　ただ──生物の時間での彼の言葉には、わりとぞっとさせられた。

「グリコーゲンが蓄たくわえられる内臓は、主にどこでしょう。はい、不動院君？」

「……肝臓です。栄養豊富で、食べるととても美味しそ……いえ」

「はっはっは、レバーだね。私もレバーは好きだよ、特に焼き鳥のがね！」

　生物の先生がそう言うと、クラスのみんなも温かく笑っている。

「不動院君って、けっこう食いしん坊なんだね！」

　なんて声も、ちらほら聞こえてきた。

（お、美味しそうって言おうとしてたから……まだあいつは人を食べたりしてないってことだよねっ！　うん、大丈夫、大丈夫……）

　戦せん慄りつしていたのは、もちろん、ハルカだけだった。

　体育についても、ルネゾンビは意外に健闘していたようだ。今日は五〇メートル走のタイム測定で、『持病』のため走れないルネゾンビは、測定係をやっていたようなのだが──

「なあ、不動院君。悪いんだけどさ、スタートラインの後ろ辺りに立っててくれないか？」

「……え、ここ？　うん、いいよ」

「ありがとな！　よし、行くぜ！」

　──そうしてこの男子生徒は、これまでのベストタイムを更新した。

「すげーなお前！　一体どうしたんだよ。こんな急にタイム縮めて！」

「いや……なんか知らないんだけど、不動院君が後ろに立ってると、すごく速く走らないと死ぬような気持ちになるんだよな。なんでかは全然わからんけど」

「ほっ、本当だ！　なんとなく、オレも不動院君に嚙まれるような気がしてきた！」

「なんか、生きてさえいれば後はどうなってもいい、的な気分になるな……。あっ、ごめんな不動院君！　これだと、イジメだよな。別に、悪く言うつもりはないんだ」

　男子生徒たちに謝られたルネゾンビは、笑ってこう返事したという。

「ううん、気にしないで……僕にとって、最高の褒ほめ言葉だよ」




「はぁーっ……」

「あらハルカさん、これで何度目のため息ですか？」

「別に心配しなくてもさー、誰だれもハルカから不動院君を奪ったりなんかしないって」

「そっ、そうじゃないよ」

　──昼休みの時間。いつものように友達二人と、集まって昼ご飯を食べる準備をする。

（そういえば今日のお昼は、キャサリンさんがお弁当作ってくれたんだっけ）

　ゾンビメイド・キャサリンに対する信頼度は、昨日彼女が作ってくれた三度のご飯の完成度の高さゆえに、かなり上がっていた。彼女は本当に、生前から優秀なハウスキーパーだったそうで、たった一人だというのに、家事をすべて担になってくれている。

（どんなお弁当だろ）

　期待を胸に開けてみれば、そこには、色とりどりのおかずが入った、理想形のお昼ご飯があった。ソーセージとキャベツのケチャップ炒いため、卵焼き、鶏とりのからあげ、ほうれん草のおひたし。ご飯の上には黒ゴマがかけられ、真っ赤な梅干しが乗っている。

（なんかソーセージが、切り方のせいで若干、指っぽく見えるのが気になるけど）

　──たぶん気のせいだ。そうに違いない。などと考えていたところ──

「……ハルカ。僕も一緒に食べて、いいかな？」

　やってきたのは言わずもがなのルネゾンビだ。

「わ、不動院君じゃん！　もちろんだよ、ねっ、ハルカ！」

「色々とお話を伺うかがいたいと思っていましたの。さっ、ハルカさんの隣となりにどうぞ！」

「わー、ありがとう」

　彼は持参してきたらしいお弁当を手に、いそいそと、緑が空あけた隣の席に座ってくる。

「ちょっと待って、私はいいって言ってない！」

「またまたー、そんなに照れなくていいのにってばさ！」

　照がそう言うと、周囲からクスクスという笑いが聞こえてきた。

（くそぉ……なんか、微笑ましい動物を見てるような視線を、痛いほど感じる……）

　こういう時に相手を邪険に扱ったりすれば、こちらが悪人になってしまう。

「いいよ、勝手にすれば」

　ぶっきらぼうに答えると、ルネゾンビは、ぼんやりした顔にぱぁっと明るい笑顔を浮かべた。そうして彼は、自分のお弁当の蓋ふたを開ける。と──

「うわっ……」

　覗のぞき込み、思わず顔が引きつってしまう。

「まあ！」

「へえーっ、変わったお弁当だね！」

　緑と照も、それぞれ驚いたようだ。何せ、ルネゾンビのお弁当は──
















「……そうかな、変わっているかな。生肉だけのお弁当って」

「当たり前でしょ、見たことないよ。ていうか、これ……なんの肉使ってんの」

「うーん……牛肉じゃないかな。昨日キャサリンが、ネットスーパーで注文してるのを見たから。特売だったし、ちょっと奮ふん発ぱつしたんだって」

「それにしたって、生肉オンリーの弁当って……そういえばあなたさっき、肉が好きって言ってたけど、まさか、こういうものしか食べられないの？」

　問いかけると、事もなげにルネゾンビは頷いた。

「……そうなるね。うちの仲間たちも同じだよ。たくさん動かないといけない時に備えて、食べられる時に食べておくんだ。肉ならなんでもいいけど、僕は牛が一番かな」

「わかるー、あたしも牛肉が好き！　さすがに生ではいかないけどさー」

「あら、肉を生で食べるのはセレブの間で流は行やっている健康法だと、この前ネットで見ましたわ。それに生肉食は、古来からイヌイットの人たちも行ってるそうですし」

　緑は、ルネゾンビに向かって憧どう憬けいの眼まな差ざしを向けた。

「さすが不動院君は、立ち居振る舞いだけでなく、食生活の嗜し好こうもセレブリティですのね。参考になりますわ！」

「……そうなのかな。よくわからないけど、ありがとう」

（緑ちゃん、好意的に解釈しすぎ！）

　このゾンビの何がそんなに彼女の琴きん線せんに触れたのかはよくわからないが──ひょっとすると、支配者という点が重要なのかもしれないが──ともかく、食事について、ルネゾンビが異質にみられる心配はなくなったようだ。そうして、四人の昼食が始まった。

「……あっ、そうだ！　ところでさ」

　と、しばらく経たった頃、照が声をあげる。

「ハルカとミドっち、今日の放課後って暇ひま？　もしよかったらさ、ヨモギ祭の準備の買い出し、手伝ってくれないかな。駅前のショッピングモールに行くつもりなんだけど」

「買い出しね。もちろんいいよ！」

　軽く答えると、横でルネゾンビが口を開いた。

「僕も……」

「あなたはいいの！　早くうちに帰ってて、ねっ」

「……むー」

　威圧して強引に黙らせると、ルネゾンビは不服そうに、それでも静かに生肉を咀そ嚼しやくしている。──一応お箸はしを使っているが、口の周りについた血が、どことなくグロテスクだ。

（見ないことにしよ）

「どうせ、帰っても暇だしね。私に手伝えるなら、なんでも言って」

「私も構いませんわ！　……あら、でも」

　緑がゆっくりと首を傾げた。

「確か、出し物に必要なものは、もう男子たちが買っておいたのではなかったかしら。うちは、和風のお化け屋敷をやるんでしたよね」

「ああ、それなんだけどね！　実はうちのクラスの出し物、変更になったんだよ。クラスの他のみんなには、帰りのホームルームで発表するつもりだったんだけど」

「えっ。なんで変更なの」

「んー、三年のどこかのクラスが、喫きつ茶さ店てんで登録してたんだけど、保健所に連絡するのを忘れてて……急に、お化け屋敷やるのに変わったんだって。で、ここは先輩の顔を立てろって委員会のほうで決まって、うちのクラスも出し物変えなきゃいけなくなってさあ」

　照は、彼女にしては珍めずらしくちょっとうんざりした表情でジュースを飲んだ。

　それを受けて緑が、にこにこしながら言う。

「すぐ地じ獄ごく行きにならないといいですね。その先輩方」

「笑顔が怖こわいよ、緑ちゃん……えと、それでうちは何をするの？」

「色々案は出たんだけどね。結局、テイストが被かぶらなきゃいいだろうって話で……」

　ジュースを最後まで飲み干してから、照は続きを述べた。

「和風じゃなくて、洋風のお化け屋敷をすることになったよ。ゾンビとか出る系の！」

「ゾンビ!?」

　思わず頓とん狂きような声を出してしまい、慌あわてて隣のルネゾンビを見やれば──

「……ハルカ」

　彼は、これまでになく凜り々りしい顔つきで、自分の胸に手をやり、こう言った。

「僕はわかったよ。自分がなんのためにここに来たのか──」

（キメ顔やめろ！）

「いいから、あなたは盛り上がらなくても！　大人しくしててよ」

「あらっ、不動院君。もしかして、ゾンビとかにお詳しいのですか？」

「うーん……詳しいというより、生活そのものって感じかな」

　きりっとした表情のまま、彼はそう答えた。

（そりゃそうだ！）

　内心、頭を抱かかえる。ルネゾンビがこんなことを言うと、ほら、照ちゃんが──

「うわぁ、それ、すごい助かる！」

　渡りに船と言わんばかりの様子で、照は眼前の金髪青年に手を合わせる。

「お願いー、不動院君！　転校早々に悪いんだけど、よかったら、一緒に買い出し手伝ってくれない？　お礼はきちんとするからさー！　あ、身体の調子、大丈夫かな？」

「あの、照ちゃん」

「うん……もちろん、問題ないよ。ハルカのお友達のお手伝いなら、喜んで」

「ありがとー！」

（くっ！）

　ハルカが止めるのより早く、ルネゾンビが勝手に承しよう諾だくしてしまった。

（まったく。あんまりこいつを、人の目のあるところにやりたくないのに）

　クラスメートたちは受け入れてくれているが、勘かんのいい人間がいれば、きっとすぐにルネゾンビの正体がばれてしまうに違いない。

（はあ、もう……こうなったら、仕方ないか）

　数日前の自分は言った、『人生は妥だ協きようの連続だ』と。ここしばらく、まさにそれだ。

　傍かたわらのルネゾンビは、こちらに向かってグッ！　と親指を立ててみせている。

（今度はドヤ顔かよ）

「……まあいいけど。頼むからね。ほんとに」

　色んな意味を込めて、ハルカは相手にそう告げた。




　それから午後の授業は、あまり集中できなかった。今後の人生が不安になったのだ。

（もしあいつの正体がばれちゃったら……きっと、ものすごい騒ぎになるんだろうな）

　前に冬貴が言っていたような、核がどうのというところまではいかないだろうが──

（新聞とかニュースで取り上げられて……当然ネットとかでも噂されて……そしたら『ゾンビと親しかった』とかなんとかで、私も話題にされて……特定騒ぎ……嫌いやがらせ……）

　想像がどんどんダークな方向に行ってしまい、ため息をついた。

（それでなくても、これからは家でも学校でもあいつと顔を合わせなきゃいけないわけだしね。はあ……これから私の生活、どうなっちゃうんだろう）

　思いふけりながら、ちらりと、ルネゾンビに視線を向ける。

（でも……さっき、あいつと一緒にご飯食べたのは、ちょっと楽しかったかな）

　無意識にそう考えてしまい、慌てて否定した。

（いや、別に私は金髪ゾンビが気になってるんじゃなくて！　あいつらが人間の肉じゃなくて、牛肉を食べてれば動いていられるってのがわかって、安心しただけで）

　誰にともなく言い訳をしながら、ふと真横にある、校庭を見渡せる窓に目をやり──

（……ん？）

　奇妙な人影を見つけた。

（誰、あれ……？　先生とか保護者の人、ってわけでもなさそうだし）

　校門の横にある茂しげみと木立の陰かげから、校舎の様子を窺うかがっているらしい人物が、一人。顔立ちは見えないが、背広を着て、中折れ帽ぼうを被っている。男の人のようだ。と──

（あ、目が合った）

　校舎を見上げた男性と、視線がぶつかってしまう。相手はこちらの存在に気づくと、さっと視線を外し、そして──まるで風のように、素早く校門の外に出ていってしまった。

（今の人、なんだったんだろう？）

　男性は外国人──白人で、たぶんナイスミドル。この二階の教室から見てもわかるほど整った容姿で、映画俳優だと言われたら信じてしまいそうな面めん貌ぼうだった。

（絶対、学校関係者じゃない。……なんだろう。少し、胸騒ぎがするような……）
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「うわー。ここがショッピングモールかぁー」

　駅前にある、大型モールの入り口広場にて。

　茫ぼう洋ようとした表情に、ぼんやりと喜びを滲にじませて、ルネゾンビは歓声をあげた。

「別に、この規模のモールなんて、アメリカ帰りなら珍めずらしくもないはずでしょ」

　ハルカは、わざとぶっきらぼうに答えた。しかし相手は、構わずに喜んでいる。

「うーん、そうなのかな？　とりあえず僕は、ハルカと一緒にここに来られて嬉うれしいよ」

　──放課後、文化祭の買い出しのために、友人たちと共にショッピングモールに来たハルカは、隣となりのゾンビの能天気な発言に頭を抱かかえた。

（ゾンビがショッピングモールとか──これ、絶対にヤバいパターンじゃない！　なんか、お兄ちゃんにそういう映画、無理やり見させられたことがあったような）

　暴れるゾンビから逃げてきた人たちが、モールに籠ろう城じようするが、結局そこもゾンビだらけになって、最後はヘリコプターとか違法改造したトラックで脱出するという、アレだ。

　しかしこの金きん髪ぱつの青年が動く死体であるなどまったく知らない友人たちは、二人の会話をノロケか何かと勘かん違ちがいしてしまったようだ。

「おおっと。学校を出た途と端たんにこれじゃあ、あたしたち、お邪魔虫かなぁ!?」

「ハルカさん、よろしければ私たち、後ろからこっそりついていきましょうか？」

「ちょ、照てるちゃんも緑みどりちゃんもやめてよ！　私とこいつとは、別にそういう関係じゃ」

「うーん。ハルカが怒ってる。僕、また何かしくじったのかな？」

　弁明しようとしても、友人たちはニヤニヤしているし、ルネゾンビは話にならない。

「まったく……。それより、お化け屋敷の出し物の準備だよね。何を買えばいいんだっけ？」

　強引に話を切り替えて、実行委員の照に問いかける。

「えーとねえ。まずは、百円ショップに売ってる布とかボタンとか、服の材料だね。ゾンビ役の人に着てもらうやつ、作らないといけないからさ」

「ふーん……ゾンビの服かぁ」

　ルネゾンビが自分の着ている制服をしげしげと見てから言う。

「綺き麗れい好きのゾンビなら、けっこう着替えたりするかもね。あ、でも、一いつ張ちよう羅らが好きなのもいるかな。アーネストなんて、白スーツ以外着たがら……」

「はいはい、あんたは黙だまってて」

　平然と自分の仲間の話をしはじめたゾンビの王の口を、急いで塞ふさぐ。しかし──

「あら、なるほど！　つまりは、ゾンビそれぞれに個性がないと、リアリティを欠いてしまうというご指摘なのでしょう？」

　緑は心底感心している様子で、胸の前で手を握にぎり、嬉き々きとして言った。

「確かに、リアリティがないお化け屋敷なんて、屈服しきった奴ど隷れいのようなもの、ちっともゾクゾクしませんわ。さすがは不ふ動どう院いん君、責め方をよくご存じですね」

「うーん……責め方……？」

「ちょっと、緑ちゃん。話がずれちゃってる気が」

　きょとんとするルネゾンビの隣で、変わらず危ない発言をする友人に、おずおずツッコミを入れるが──彼女の言葉に引きずられて、照も、納なつ得とくしたように頷うなずいている。

「んーんー、あたしもそれは思いつかなかったなあ。要するに、ゾンビ役が同じような服ばっかり着てたら噓うそっぽくなるってことだよね？　年に一度のヨモギ祭なんだから、せっかくなら、出し物の最優秀賞狙ねらいたいしねえ！」

　照は大らかに受け入れると、ルネゾンビに信頼の眼まな差ざしを向けた。

「ありがとーね、不動院君！　やっぱり、ゾンビに詳しい人は違うねえ、あはは！」

「うん……詳しいよ。すごく」

　ルネゾンビは曖あい昧まいに頷いた。──こちらは嘆たん息そくしか出ない。友人たちは本気でこいつを、『ゾンビ映画に詳しい謎なぞの美形転校生（病弱）』と思っているのだ。

「と……とにかく、まずは百円ショップだね。ささっ、早く行こう！」

　友人たちとルネゾンビの背を押すようにして、ハルカは二階にある目的の店へと向かう。

　──しかし、その時は気づかなかったのだ。

　自分たち一行の様子を、陰かげからじっと監かん視ししている、一人の男の存在に。




「よし、材料はこんなもんかな！　じゃ、あたしとミドっちで会計してくるから、ハルカと不動院君は、お店の外で待っててよ」

「え？」

　目当ての品をカートに入れた後、照に唐とう突とつにそんなことを言われて、軽く驚おどろく。

「いいよ、私も一緒にレジまで行くよ。だって、荷物けっこう多いじゃない」

「あらー、そちらの分は私が運びますから、大丈夫ですわ！」

　持っていたカートを緑に取られ、きょとんとしてしまうが──

「あっ……！　ひょっとして、何か変な気を使ってくれてんの!?　もう、そういうのじゃないってさっきも言ったでしょ。そもそも私、恋愛なんて」

「……でもさ、ハルカ。無意味に大人数でレジに行ったら、他のお客さんの迷めい惑わくになるよ」

「あんたは急にまともなこと言わないで」

　口を挟はさんできたルネゾンビに反論しても、それが微笑ほほえましいやり取りに聞こえるのか、照と緑はにこにこしながら顔を見合わせている。

「じゃ、しばらく二人で待っててね！」

「欠けた九年の時を、お互いに埋め合わせてくださいね～」

　──結局、無理やり二人きりにされてしまった。

「……ハルカ」

　店の外、他の店も並ぶ通路の壁かべ際ぎわにきたところで、ルネゾンビがぼそりと口を開く。

「やっと……二人になれたね」

「私はなりたくなかったけどね」

　ぴしゃりと封ふう殺さつする。

「だいたい、何を急にぼそぼそ言ってるの。ちゃんと喋しやべれるでしょ、あなた」

「うーん。『囁ささやく』って難しいなぁ」

　相手は首を傾かしげ、『あめんぼ赤いなあいうえお……』と、こそこそ発音練習している。

（こいつ、たまに入れ知恵されて、妙みような行動とるよね）

　このゾンビは、前に言っていた──『ハルカの喜ぶ顔が見たい』のだと。その気持ちだけは、記き憶おくを失った今も残っているのだ、と。

（ふん……馬ば鹿かみたい。それよりももっと大事なこと、全部忘れてしまっているくせに）

　九年前の約束、玩具おもちやの『婚こん約やく指輪』──またも輝かしい思い出に浸ひたりそうになってしまう頭を、無理やりに切り替えた。こいつはルネ君ではないのだから、九年前の出来事にだってなんの関係もない。──だから、こちらがいちいち気にする必要もない。

（それより今は、こいつの動きをよく見てないと。うちのクラスと違って、勘の鋭するどい人がいたら、ゾンビだってばれちゃうかもしれないし）

　──面倒事に巻き込まれたら嫌いやだから、気を張っているのだ。別に、このゾンビに肩入れしているわけではない。また誰だれにともなく、そんな言い訳を心の中でしていると──

「ねえ、ハルカ」

　発音練習をやめたルネゾンビが、おもむろに問いかけてくる。

「何よ」

「君のお友達二人なんだけど……なんだか、ずいぶん僕に優しくしてくれるね。それにさっき、あのお店に入る前に、僕に『結婚式はいつなの』とか、『九年も純愛を貫いてたんですね』とか尋たずねてきてくれたんだけど……それって、どういう意味だと思う？」

「ぶっ！」

　あまりの衝しよう撃げき発言につんのめりそうになりながら、慌あわてて問い詰める。

「ちょっとあんた、それ本当!?　照ちゃんと緑ちゃんが聞いてきたの？」

「うん……すごく、キラキラした目だった。あれは、いい目だね」

「そりゃゾンビに比べればいい目でしょうよ！　ああ……」

　ぱん、と音が出そうな勢いで、額ひたいに手をやった。

（もう～、二人ともこういう時にだけ変に好奇心旺おう盛せいになるのやめてよね！　悪気はないんだろうけどさぁああああ）

「……ハルカ、顔色が悪いね。どうしたの？」

「あんたにその心配はされたくない。とりあえず、照ちゃんたちはすごく親切だから、誰にでも優しくしてくれるの。感謝しときなさいよ」

「じゃあ、結婚式とかっていうのは？」

「それはっ……それは、その」

　──言葉に詰まってしまう。何かいいごまかし方はないものか。

（教えて、チョーシづかれたら癪しやくだし。こいつは自分をルネ君だと思ってるんだから）

　逡しゆん巡じゆんしていると、ふいに、ルネゾンビが「あっ」と声をあげた。

「この気配は……」

「な、何？　人が説明しようとしてるんだから、ちゃんと聞きなさいよ」

　なぜか辺りをきょろきょろしはじめたルネに、嫌な予感がする。

（なんなのよ。もしかして、また妙なことでも）

　同じく、付近をぐるりと見渡そうとして──

「ウー……ア、アァア……」

　どこからか聞こえた恐おそろしい唸うなり声に、思わず身をびくつかせてしまう。

　これは──一昨日おとといの恐怖の夜にさんざん聞かされた、あいつらの発する声。

（ゾンビ！　まさか……！）

　彼らの王であるルネゾンビが家を空けているせいで、配下のゾンビたちが勝手に暴れはじめたのだろうか。そう思うと、悪い想像はみるみる膨ふくらんでいく。きっと手始めに兄・冬ふゆ貴きを襲おそって同類にし、そのままの勢いで隣近所になだれ込み、ネズミ算式に仲間を増やしていって、ついに駅前のこのモールにまで────

　向かいの家のおじいさんも、はす向かいの家のおばさんも、無抵抗のままに嚙かみつかれ、白目を剝むいた動く死体にされてしまったかもしれない。

　血みどろの死人たちがモールを取り囲む様が思い浮かぶ。その中には、割れた眼鏡めがねをかけた自分の兄の姿が交じっていた。妙に嬉しそうだった。いや、それはどうでもいい。

「っ……!!」

　──怖こわい。けれど、ルネゾンビと配下が離れるのを無理にでも止めなかったのは自分だ。

　もし酷ひどい事件になっているのなら、責任ある身として、目を背そむけられない。

　覚悟を胸に、ハルカは、思いきって振り向いた。

「……え？」

　そこには平和な光景が広がっていた。モールは変わった様子もなく、たくさんの買い物客で賑にぎわっている。洋服を見ているおばさん、映画帰りらしいおばあさんたち、ぐずる幼稚園児の男の子を連れたお母さん──つまり、なんてことのない日常の景色。

（あれ、じゃあ、さっきの声は……!?）

　疑問に思いながら視線を巡めぐらせていると、通り過ぎていく男子学生たちの肩の向こうに、ようやく見知った影を見つけた。

　通路の奥に、何をするでもなく立っていたのは三名。白い気き障ざなスーツに身を包んだ（ゾンビ内比で）優やさ男おとこのアーネスト、パンクな暴れん坊ゾンビのバート、そして。

「だっ、誰？」

　危機感も忘れ、妙な問いを口にしてしまう。もう一人、横にいたのは、妙に背の高い着ぐるみだった。比ひ良ら坂さか市の公認キャラクター『ひらクマ君』の着ぐるみなのは確かだが、腕や足の生地があからさまに突っ張っているし、全体的に横幅まで大きくなっている。

　要するに、身体からだの大きな人間が、無理やり着ているような──そんな違和感。

「……ああ。アーネストにバートに、力りき石いし。どうしたの？」

　仲間の姿に気づき、あっけらかんと明るく声をかけるルネゾンビ。ほぼ同時に、ゾンビたちも彼らの王の姿に気づいたらしく、きさくに手を上げて挨あい拶さつしながら近づいてきた。

「アー、ウォアォォウ」

「そっかー、買い物か。じゃあ、僕らと一緒だね。力石は荷物持ちにきたの？　いい隠かくれ蓑みのがあってよかった。このモールにあったのを借りたのかな……」

　アーネストたちとルネゾンビは、楽しく会話をしている。

「えっ……り、力石さんなの!?　その着ぐるみ」

「うん……アーネストやバートと違って、彼は少し目立つから。外に出るなら着替えるようにって頼んでおいたんだけど……着ぐるみなら、モールにいてもおかしくないよね？」

「え？　ああ、まあ、そうね。力石さんのラスボスみたいな外見は、目立つなんてもんじゃないとは思うけど……って！　それよりもあんた、大丈夫なんでしょうね！」

　はっと現実に戻り、勢い込んで質問するが、ルネゾンビには伝わらない。

「大丈夫って……？　何が？」

「この人たちのことよ。あなたが家にいなくなったから、勝手な行動とってんじゃないの？」

「もう……ハルカ。そんなふうに言うのは、よくないよ」

　と、むっとした表情でルネゾンビは窘たしなめるように言う。

「彼らは、立派な大人なんだ。分別のつかない行動なんてしないよ。それにたまには、羽を伸ばしたくて出かける時もあるよ」

「アー……アゲェア……オウア、ケッケッケ」

「ほら、バートも『何もしねえって、ケッケッケ』だって」

「明らかに何かする前の発言でしょ！」

「ウゲオァー、オオオァウー」

「アーネストが、『怒っている時でも、君は聡そう明めいだね。思わず、その心を本気で奪うばいたくなってしまうよ』だってさ」

「呻うめき声に比べて内容が長すぎない？」

「それにしても……みんながこうしてお買い物に出かけられる日が来るなんて、僕は嬉しいな。白い服の人たちといた場所では、みんな、好きに動けなかった覚えがあるし」

「え……前にいたところでは、そうだったの？　なんか、かわいそうな話だけど……」

（って、ゾンビの買い物事情はどうでもいい！　問題はどっかのアホの怠たい慢まんだよ！）

　ハルカは制服のポケットからスマホを素す早ばやく取り出した。

「……どうしたの？　調べ物？」

「違う！　お兄ちゃんに電話よ」

　なぜゾンビたちを野放しにしてしまっているのか、冬貴に説明させなければ。

（いくらゾンビ好きでも、もうちょっとまともな神経持ってると思ってたのに）

　何度目かのコール音の後で、ようやく相手は電話に出た。

『ふぁー……ふぁい、もちもち』

　冬貴は、思いっきり寝起きの声を出している。

「もちもち、じゃない！　どういうつもりよ、お兄ちゃん。アーネストさんたちが駅前のショッピングモールうろついてんだけど」

『何ッ』

　俄が然ぜん真面目な声こわ音ねになると、兄は息を吞のむ。

『そうか……彼らはそんなとこにいるのか。すまんハルカ、寝てたもんで気づかなかった』

「例によってまだ寝てたの……？　今、ほとんど夕方だよ」

『本当にすまんな。キャシーと夜通しお喋りしてたもんで』

　──ん？

「キャシー？　それってもしかして、キャサリンさんのこと？　メイドゾンビの」

『いや、なんでもない。忘れてくれ』

　えへん、と咳せき払ばらいしてから、兄は続ける。

『それよりも愚ぐ妹まい、さっそく俺に電話してくるとは、なかなかわかってきたじゃないか』

「そ、そう……？」

『うむ。さ、早くモール内での彼らの行動を教えろ。面白い話が聞けそうだ』

「やっぱりそっちか！」

　電話口の向こうにいるのでなければ、思いっきり髪かみを引っ張っているところだ。

「お兄ちゃんの興味はどうでもいいの！　私は、騒さわぎが起きたら困ると思ってるんだから」

『ふむ。まあ、それほどまでに怯おびえるのであれば、騒ぎの兆ちよう候こうを探さぐるがいい』

　平然と兄は答える。

『近くに、犬を連れた老ろう婆ばはいるか？　おばさんでもいい。もしくは、うら若い妊にん婦ぷと、ちょっとガラの悪そうな格好をした夫のカップルだ』

「えと……いないけど。それがどうしたの」

『フッ。そういう連中は、高確率で騒ぎの原因になるのだ。犬連れの老婆は序じよ盤ばん、妊婦と夫は中盤以降でだな。老婆は、ゾンビの群れの中に迷い込んだ馬鹿犬を助けようと勝手にバリケードを開けてしまう。そして妊婦はたいていゾンビ化して、それを助けようと夫が』

　──ピッ。速攻で、通話終了のアイコンをタップした。

「……あれ？　ハルカ、お兄さんとの電話はもういいの？」

「うん、いい。前々から思ってたけど、あいつ、心底役立たずだわ」

　ルネゾンビに愚ぐ痴ちっていると、スマホがぶるぶると振動した。──兄からの着信だ。

「はい」

『なぜ電話を切った、愚妹！　俺の話はまだ終わってない。いいか、そもそもゾンビ映画における妊婦の生存確率は、母子共に極きわめて低い！　これがなぜかというと、恐らく多くの人間が共感するであろう悲劇性を』

　──ピッ。再び、とっとと電話を切る。

　『オォオ、アー』

「ハルカ。力石が、『辛つらそうで見てられない』って」

「うん……ありがとう、力石さん……」

　ついつい、深いため息をついていると。

「お待たせハルカ、不動院君！　いやー、レジが混んでて参った参った」

「仲を深められましたか？　……あら、あなた方は？」

「げっ」

　会計を終えてきた照と緑は、見知らぬ顔色の悪い人々に驚いているようだ。

（まずい！　アーネストさんたちは、普通の言葉で喋れないし）

　もしかしたら、正体がばれてしまうかもしれない。

（照ちゃんがテンパって、泡あわ吹いて倒れるかも。緑ちゃんは……『ゾンビは痛覚がないからつまらないですわ』とか言いそう……いやとにかく、絶対ヤバいことになる！）

　なんとかせねばと一生懸けん命めいに言い訳を捏こねまわし、しかし、それを口にするより早く。

「アァー……」

　友人たちの姿を見たアーネストが、ゆっくりと、彼女たちに近づいていく。両手を前に、おぼつかない足取りで、しかし確実に。──まさしく、ホラー映画のワンシーンのように。
















　照たちも突然の出来事に驚き顔のまま、接近しつつあるゾンビを見ている。

「ちょっと！」

　友達に妙な気を起こされては堪たまらない。急いで彼の前に立ちはだかろうとしたが──

「待って、ハルカ」

　ルネゾンビの手が、肩に軽く乗せられる。抗議の声をあげようとしたその時、アーネストは、二人の持つレジ袋を、さっと持ってみせた。

「あら、まあ！」

「あっ、すいません！　ありがとうございます」

「ウゲァー。アァァアオゲァ、ウォアォア」

「『レディ達の美しい手に、重たい荷物が食い込むのは忍びないからね』って言ってるよ」

　ルネゾンビは通訳すると、こちらを安心させるように微笑みかけてきた。

「……ね、ハルカ。大丈夫でしょ」

「え……あ……そ、そうね」

　アーネストは、どうやら、二人を助けようと思っただけらしい。

「ねー、この男の人、不動院君の知り合い？　顔色悪いけど、すごく親切だね！」

　照は、無邪気に問うてくる。

「外国の人みたいだけど、喋ってるの、英語じゃないよね？　どこの言葉なのかな」

「あら照さん、きっとイギリスの方言ですわ。コックニー訛なまりやウェールズ英語は、教科書に出てくる英語とは全然違いますもの」

「そっ、そうそう、その通り！」

　緑の好意的解釈に乗っかる形で首を縦に振ると、なんのつもりかルネゾンビが口を挟む。

「僕たちはイギリスじゃなくて、アメリカから……」

「しっ!!」

　余計なことを言われる前に、ルネゾンビの口を押さえて小声で詰め寄る。

「今、話が纏まとまりそうになってたでしょうが！　要いらない口は出さないで。わかった？」

「うーん、了解」

　よくわかっていない様子ながらも一応黙ったルネゾンビに内心ほっとしてから、急いで照たちへの説明を付け加える。

「と、とにかくこいつの友達なの。そっちの着ぐるみの人は、バイトの休きゆう憩けい中ちゆうだって」

「そーなんだ！　『ひらクマ君』のイベント、今日やってたんだね」

　納得する照たち。すると、アーネストが緑の顔をまじまじと見つめ、再び口を開いた。

「ウァアガア……ウァウオ」

「うーん、本気なの？　アーネストはやっぱり大胆だなあ」

「ど、どうしたの」

「うん。アーネストがね、『眼鏡の君、素敵な瞳ひとみだね。オレが遊んであげようか』だって」

「えっ!?」

　慌てて緑に視線を向けた。すると彼女はにっこり微笑み、アーネストに歩み寄る。

（どっ、どう応えるの、緑ちゃん……!?）

　正直、フツーの感性の持ち主ではない緑にあの口く説どき文句はまずいのでは、と思っていると──彼女はその白い右手の甲で、アーネストの頰ほおを、ぺちん、と軽く叩たたいた。

　そして氷のごとき微笑みを湛たたえたまま、深しん淵えんの闇やみのような凄すごみある声で言い放つ。

「頼み方。ねっ」

（ひっ！）

　無性に謝りたくなる声音だ。それを受けてアーネストは、その場にすっと跪ひざまずく。

「オェアガオウア、アァー」

「えーと、『申し訳ありませんでした。卑いやしい下げ僕ぼくにどうか同行のお許しを』だって」

「はい、よくできました♪」

　緑は、見たことがないほど明るい喜びの表情で、今度はアーネストの頭を撫なでた。

「うふふ……私、こんなに楽しいやり取りを男性と交かわすのは、生まれて初めてですわ！」

「おっ、ハルカだけじゃあなくて、ミドっちにも春が来るのか～？　ひゅーひゅー」

「かっ、からかわないでください、照さん！」

　ぽっ、と頰を赤らめて、緑は俯うつむいた。アーネストはそんな彼女に跪いたままだし、バートは爆笑するし、力石はオロオロしている。

　いや──アーネストは、こちらにしか見えない角度で親指をグッ！　と立てていた。

（まさか……アーネストさん、緑ちゃんの性せい癖へきを瞬時に見抜き、そのうえで彼女が最も喜ぶ会話が可能となるように、わざとあんな態度を……!?　で、デキる……！）

　さすが、死んでもジゴロだと言い張るだけはある。感心するべきなのかどうかは、微妙なところだけれど。──そんなふうに考えていると、緑は、微笑んだまま言った。

「あの、ハルカさん。提案があるのですけれど……よろしければ、これから二手に分かれて買い物をしませんか？　私、できたらもっと、この殿との方がたとご一緒したいのです。もちろん、そちらの男性と、着ぐるみの方も」

「アウォアー」

「ウー！」

「……！」

　喜んで、とでも言いたげなアーネスト、諸もろ手てを挙げて賛同しているらしいバート。

　一方で力石は手で×を作った。

「だ、駄だ目めだよそんなの！」

　こっちだって、そんな危険な行為を認めるわけにはいかない。

「あら、なぜですの？」

「だ、だってその人たちはゾン……いや、こ、言葉が通じないし」

「まあ、ハルカさん。異文化コミュニケーションは、恐れていてはできませんわ」

「今日はこのモール混んでるしさー、手分けしたほうが効率がいいんじゃない？」

「いや、それはそうかもしれないけど」

　準備を早く終わらせたいなら、照の言う通りにしたほうがいいのはわかっているが──

「ふふっ、ハルカだって、不動院君と二人きりがいいでしょ？」

「だ、だからっ、そんなんじゃないって！　私、放課後デートとか全然興味ないし！」

　──手を繫つないでウィンドウショッピングとか、フードコートで一緒にクレープを食べたりとか、そんなのちっとも、やってみたいと思ってないし！

　必死に否定するが、しかし、照には『強ごう情じようだなぁ（笑）』と返されただけだった。

　──で、結局。

「じゃあハルカ、五時半になったら、二階の噴ふん水すい広場のとこに集合ね！」

「よろしくお願いしますねー！」

　ハルカとルネゾンビは、二人きりにされてしまったのである。

「みんな……ハルカのお友達に、失礼のないようにね」

『ウアー！』

　彼らの王たる者の言葉に、ゾンビたちは服ふく従じゆうの返事をする。とはいえ、例によって、こちらの気持ちは全然穏おだやかではない。遠ざかる友人たちの背、そして頑張ればそれなりに早く歩けるらしいゾンビたちの背を眺ながめつつ、嘆息した。

「はあ、なんだろ。なんでこんなに、私の日常、ゾンビだらけになってんだろ」

「うーん……なんでだろうね？」

「あんたは元げん凶きようでしょ。黙ってなさいよ」

　きっ、と強く睨にらみつけるが、ルネゾンビはぼんやりした表情で首を傾げた。

「うーん……？」

「あー、もういいよ。それよりも、えっと……文房具屋は上の階ね」

　百円ショップでは売られていない物品を買うために、ハルカたちは三階へと移動した。

「あんたはここでじっとしてて」

　ついてこようとするルネゾンビに冷れい酷こくに言い放ち、さっさと店に入る。どうやら素直に従ってくれたようで、彼は、茫洋とした雰ふん囲い気きのまま、通路の壁際に移動していった。

（いつもああして、黙って従ってくれてればいいのに）

　我ながら身勝手な願いだとは思うが、ゾンビ大パニックが自分の身近で巻き起こるなんて事態だけは、どうしても避さけたい。

（……もし本物のルネ君とだったら、きっと買い物も楽しいのにな）

　ルネとは、ほとんど海辺やお互いの家などでしか遊ばなかったが、もし一緒にどこか、駄だ菓が子し屋やなどに行ったなら、彼はさぞかし素す晴ばらしいエスコートをしてくれただろう。

　それくらい不動院ルネは、他者への思いやりに溢あふれ、利発で上品な『王子様』だったのだ。決して、あんなぼんやりしまくったゾンビ王ではない。

（いくら考えても、ほんとに、しょうがないんだけどね）

　そうこうする間に買い物が終わり、荷物を手に店の外に出れば──ルネゾンビがいない。

「ちょ……！　あいつ、どこに」

　視線を巡らせれば、隣の書店の陳ちん列れつ棚だなの陰から、特徴的な眩まばゆいばかりの金髪が見える。

（いつの間にあんなところまで……）

　ゾンビが書店になんの用があるんだか、などと心の中でぶつぶつ呟つぶやきつつ、近寄ると。

「……あ、ハルカ。お帰り」

　彼は『絵本フェア』と書かれた本棚の前に、一冊の本を持って立っていた。見覚えのあるそのタイトルに、軽く息を吞む。

「あっ、それ、懐なつかしい」

　本の題名は、『月の王子様』。出版されたのはけっこう昔で、かつてハルカも読んだことがあった。表紙には大きな満月と、王冠を被かぶり剣を手にした少年王子の絵が、淡いパステル画で描かれている。──そして絵を見た瞬間、唐突に思い出した。

（そういえば私、小さい頃、この絵本が嫌いだったっけ）

　おぼろげな、遠い記憶を頭の片かた隅すみから引っ張りだす。

　そう、幼おさない自分は、この絵本が大嫌いだった。お父さんにお土産みやげで買ってもらったというのに、一度読んだ後は本棚にしまいこんで、ちっとも読もうとしなかった。

（なのに、内容はきっちり覚えてる。確か──月の王子様が、お姫様を救うために悪い竜の口に飛び込んで竜をやっつけるんだけど、星くずになって消えてしまうって話だっけ）

　なぜ一回読んだっきりの本の中身を覚えているのかというと、かつてのルネがこの本が大好きで、ハルカの家に遊びに来る度たびに、それを読んでいるのを横から見ていたからだ。

（そんな絵本読まないで、早く一緒に遊ぼうよ、とか言って……ルネ君を困らせてたな）

　──でもどうして、そんなにも『月の王子様』が嫌いだったんだっけ？　思い出せない。

　絵は可か愛わいらしいし、話の内容だって、鬱うつ展開ではあるが、毛嫌いするほどではないと思う。星くずになった王子様は、空からお姫様を永遠に見守る、というラストなのだから。

（自分自身のことなのに、わからないなんて。気持ち悪いけど……）

　そこまで考えて、再びはっとする。

（そうだ、それより──こいつが、この絵本を気にしてる理由は）

「あのっ、あなたさ」

「なんだい、ハルカ……？」

　絵本を手にしたまま、こちらの様子をじっと窺うかがっていたルネゾンビに──心臓の鼓こ動どうが高鳴っていくのを覚えながら、問う。

「その……どうして、その本持ってるの？　何か思い出せたわけ？」

　相手をルネだと認めないのであれば、『思い出す』のを期待するのは矛む盾じゆんしている。

　だが、そう問いかけずにはいられなかった。──だって、その本と彼とはあまりにもぴったり似合っていて、何かを期待せずにはいられなかったから。

　しかしルネゾンビは、ゆっくりと、静かに答える。

「うーん……僕はただ、子ども向けの絵本って、どんな感じかと。ハルカのお兄さんが、『ゾンビは万国共通、老ろう若にやく男なん女によに大人気』って言ってたから、ほんとかなって」

「ゾンビが出る絵本は珍しいと思うけど!?　アホ兄貴、何吹き込んでんのよ！」

　心の奥底で、なんだ、とがっかりする自分がいた。

　──何を期待していたというんだろう。本当に、自分で自分が嫌になってくる。

「ああ……でも」

　しかしルネゾンビは本を棚に戻すと、おもむろに、また口を開いた。

「なんとなく……この本、見覚えがあるような、気がするな」

　彼の晴れた青空のごとき澄すんだ左の瞳が、『月の王子様』に向けられている。

「えっ。見覚えって、ほ、ほんとに？」

「……うん」

　まるで遠くの美しい風景に思いを馳はせるかのように、少し目を細めながら、彼は言う。

「なんだか僕、いつも……どこかで、この絵本を読んでいた、ような」

「っ……！」

　──心臓が、どきりと跳はねあがった。まさか、彼は……本当に？

「あ、あなた」

　自然と声が震える。

「あなた、それって、もしかして──」

　しかし、その言葉の続きは。

「キャァアアアアーッ!!」

　店の外から届く、絹きぬを裂さくような女性の悲ひ鳴めいによって、搔かき消された。










[image: ]




「キャァアアアアーッ!!」

　ショッピングモールの平和を切り裂さくその悲ひ鳴めいは、はっきりと、ハルカとルネゾンビの耳に届いた。

「なっ、何、今の……？」

　もちろん悲鳴は周囲の買い物客たちにも聞こえていて、辺りはざわつきはじめる。

　──嫌いやな予感がする。

「とにかく店を出ましょう、こっち！」

　ぼんやりした表情のルネゾンビの手を摑つかみ、急いで書店の外に出る。人々のざわめきは、どうやらこの下の二階を中心にしているようだ。モールは吹き抜け構造になっており、二階の噴ふん水すい広場は、通路に出れば覗のぞけるようになっている。

「すみません、通ります！」

　ルネゾンビの手を取ったまま、人ごみを搔かきわけて階下の見える場所まで行く。人々は不安げに話しあったり、ある一点を見つめたまま棒立ちになっているばかりだ。

　一体何が起こっているのか。野次馬の間をなんとか通り抜けて、ようやくハルカとルネゾンビは階下を覗き込んだ。すると──

「なっ……！」

　瞬間──背筋が、冷たく凍こおりつく。見えたのは、信じがたい、恐おそろしい光景だった。

　広場から一階に下りる長い階段の近くで倒れているおばあさんに、齧かじりつくように覆おおいかぶさる白スーツのゾンビ、アーネスト。驚おどろき、硬こう直ちよくしているのは、一緒に買い物に来た友人の照てると緑みどり。その隣には、床にへたりこんでいる若い女性。

　そして無人の階段へと一直線に進む乳う母ば車ぐるまと、それに向かって手を伸ばす着ぐるみ──ゾンビの力りき石いし。彼がその乳母車を、階段に突き飛ばしたように見える。

　さらに、ゾンビたちの中で一番の暴れ者であるバートの姿が、どこにも見えない。

「まさか。そんな──！」

　目を見開いたまま、ただ震ふるえる。ゾンビたちはこれまで、凶きよう暴ぼう性せいなど欠片かけらも見せていなかった。だからこそ同居できたし、友人たちと一緒に行動しても仕方ないと思えたのだ。

　──それなのに。今、まさに目の前で繰り広げられているのは、もしかしなくても、ゾンビ映画と同じパニックと恐怖で塗り潰つぶされた状況だ。

（どうしよう。な、なんとかしなきゃ）

　思ったところで、自分に何ができるというのだろう。単なる高校生に過ぎない自分に。

　いや、今すぐに階下に行き、友人たちや、あの女性だけでも助けるべきではないか。

　わかっているのに──恐れのせいで、足がまったく動かない。動くべきだという意思と、逃げるべきだという本能とが頭の中をぐるぐる回り、立ちくらみがしそうになる。しかし。

「……大丈夫だよ、ハルカ」

　場にふさわしくない、のんびりした声がした。左ひだり隣どなりに立つ、ルネゾンビだ。

（だ、だ、大丈夫、って、これのどこが……！）

　いつもなら反論するのだが、情けないことに、声が出ない。それでも、こちらの目が伝えようとしているものは理解できたようで、ルネゾンビは、うーん、と小さく唸うなった。

「……そうだね、これはよくない。だって……誰も、助けられなくなってしまう」

　語るうちに──彼の声こわ音ねと表情が変わる。穏おだやかなものから、凜りん然ぜんとした、鋭するどいものに。

（え……？）

　戸惑うこちらを置いて、ルネゾンビはもう一度階下を覗き込んだ。赤ちゃんを乗せたままの乳母車はついに階段に差し掛かり、がたんと大きく傾かたむく。混乱に立ち竦すくんでいる人々から悲鳴があがった。だが、今から誰だれかが駆かけだしたとしても、きっともう間に合わない。

　ゾンビの『王』は、その光景に、一瞬だけ眉まゆを顰ひそめた。それから彼は、彼の右目を覆う包ほう帯たいにそっと手をかけ、いつもより少し早口で告げる。

「……仕方ないな。ハルカは、そこで見ていて」

「みっ」

　見るって、何を！　と告げるよりも早く。ルネゾンビは、凜とした表情のままで、おもむろに包帯をずらした。そうして、露あらわになった彼の右目は──

「…………！」

　息を吞のむ。包帯の下の彼の右目は、正確に言うなら、『右目があっただろう部分』となっていた。眼がん窩かよりも一回り大きな穴が、まるで巨木のうろか何かのようにぽっかりと開いている。穴の内側は漆しつ黒こくの闇やみで満たされており、虚きよ無むが広がるかのようだった。

（噓うそっ……）

　思わず、こちらの目を覆いたくなる。

（傷を隠かくしてるのかも、とは、思ってたけど……）

　こんなにも痛ましい傷きず痕あとをまざまざと見せられ、呼吸も忘れてしまう。しかしその間にも、乳母車が加速しながら階段を下りていくがたがたという音は止まらずに響ひびいている。

　ルネゾンビは包帯の下をさらけだしてから間を置かずに制服の右みぎ袖そでを捲めくり、手首の内側にある己の刺青いれずみ──王の証あかし『[image: ]アルフア[image: ]オメガ』を剝むきだしにした。そうして彼は、顔の前に刺青を掲かかげると、囁ささやくように言葉を放つ。

「──パスコード入力。我、曾かつて死にたりしが活ける者」

　刺青の黒い文字が、インクに水滴を垂たらしたようにじわりと滲にじむ。それに呼応して、彼の右目の空くう洞どうの中に、燐りん光こうに似た青い光、つまり彼の左目と同じ色をした光が灯ともる。

「最いや先さきと最いや後はて。七つの燭しよく台だい。七つの星──」

　耳慣れぬ単語を彼が告げる度たび、何かの枷かせを外されたかのように、光は輝きを増していく。

　それだけでなく、彼の肌はだが──生ける死体そのものであった青黒い肌が、光の灯る右目の空洞を中心に、徐々に、血色を取り戻してゆく。つややかな絹きぬ織物の上に薔ば薇らの花弁を散らしたようなその肌色は、容よう貌ぼうは、まさに──まさに。

（ルネ、君……!?）

　かつての想おもい人、不ふ動どう院いんルネそのもの──否いな、成長した彼の姿だった。

　──恐怖で凍りついていた心臓が、とくんと、小さく音を立てる。

　けれどそれに自分の思考が反応するよりも早く、『王』の言葉は、完結に向かう。

「死と冥よ府みの鍵かぎ。──パスコード承認」

　光り輝く右目に神こう々ごうしさすら漂ただよわせながら、彼は、静かに告げた。

「モード・アポカリプス。目覚めよ寄生王オルクス・オーバードライブ！」

　瞬間、ルネゾンビの青い光が一ひと際きわ強く輝いた。同時に、謎なぞのすさまじい高音が耳を劈つんざく。そしてそれは、彼の配下たるゾンビたちにも届いたらしい。階下で蠢うごめいていたアーネストと力石が、びくりと身を震わせたのが、こちらからもよく見えた。

（ふ、二人を止めたの……!?）

　初めはそう思った。だが、それは間違いだったようだ。

　ルネゾンビは右目に青い光を宿したまま、配下に対し、鋭い声を放つ。

「力石、限定解除！　フォームベータ!!」

　王の言葉に応えて、力石が着ぐるみの頭を被かぶったまま叫んだ。

『ウォォォーム!!』
















　同時に彼の腕は、今にもひっくり返りそうになっていた乳母車に向かって長く、長く、まるで飛ぶ鳥のような速さで伸びていく。

　そして数秒後──力石の腕は、乳母車の持ち手を摑んでいた。

　事態を見守っていた買い物客たちから、驚きの声が聞こえる。

『ウアー……』

　そうして力石は、伸ばしていた腕を元の長さに戻しつつ、見事に乳母車を、階段の上にまで引っ張り戻してみせた。

「え……っ？」

　──突き落としてたんじゃ、ないの？

　そんな疑問が解けないうちに、今度は、ルネゾンビは老ろう婆ばに覆いかぶさったままのアーネストに目を向けた。

「アーネスト。……そう。君のことだから、放っておかないと思ったよ」

　ルネゾンビは声を張りあげているわけではない。それでも彼は眼前に相手がいるのと同じように、下にいる配下と会話をしている。

「でもそういう時は、息よりも心臓だっていうよ。だから──そう。わかったかな」

　その言葉を受けたように、階下のアーネストはおばあさんから身を離した。齧りついていたように見えた彼の口からは、しかし、血が滴したたることもない。彼の口はただ、老婆の口を塞ふさいでいたのだ──人工呼吸のように。

　さらに彼の手が、倒れたままのおばあさんの、ちょうど胸の真ん中あたりに添えられる。そしてアーネストは、そのまま、垂直にその身体からだを揺ゆさぶりはじめた。まるで、心臓マッサージをするように。

「が、頑がん張ばって、アーネストさん！」

　ふいに、照が叫んだ。

「おばあさんも頑張って！　赤ちゃんは助かりましたから！」

　かたや緑は、やきもきした様子で周囲をせわしなく見渡している。

「ああ、あの人はまだですの!?」

「……大丈夫だよ」

　聞こえてきた緑の言葉に、青い光を灯した瞳ひとみを細めて、ルネゾンビが続ける。

「彼はもう来るから。バート、そこの角を右だよ」

　すると同時に、しゅたっ、と軽い音を立てて、突然その場に降り立った者がいる。

　バートだ。家でやっていたように、天てん井じようを移動してきたらしい。

「ウゲア……ケケケケ」

　彼は、周囲の人々の呆あつ気けにとられた表情が面白いのか、笑い声を漏もらしながら、アーネストとおばあさんに近づいていく。彼の手には赤い箱──いや、ＡＥＤがあった。

「使い方は、知ってるよね」

　ルネゾンビの言葉通り、バートとアーネストは速やかにＡＥＤを起動させ、老婆の身体に機器を取り付けると、周囲の人間に向かって、「離れろ」と手を振った。

（ゾ……ゾンビが救命活動してる。教科書みたいに完かん璧ぺきな……）

　そうして、驚きよう愕がくしたまま見ているうちに。

「うっ……ああ、わ、私は……？」

　おばあさんは、息を吹き返した。その瞬間、割れんばかりの拍手と歓かん声せいが鳴り響く。

「偉えらいぞー！」

「あのガイジンさんたち、すごいなあ」

「なあ……さっきあの着ぐるみの腕、伸びなかったか……？」

「ね●～る君だって伸びるんだから、比ひ良ら坂さか市の『ひらクマ君』も伸びるんじゃない」

　みんなの視線は階下に向いていたので、誰もルネゾンビの変へん貌ぼうには気づいていないようだ。ついでに──ゾンビたちの特異な身体については、英雄補正でなかったことになっている。照と緑も、手を取り合って喜んでいる姿が見えた。そして、ハルカは。

「あ……す、すごい……」

　思わず、素直な感想を漏らしていた。驚愕から戦せん慄りつ、そして安あん堵どまでの感情の動きがジェットコースターじみていて、思考が追いつかない。──すると。

「ハルカ……赤ちゃんもおばあさんも助かって、よかったね」

　ルネゾンビは、いつの間にやら、普段と同じ姿と声音に戻っていた。

　青く輝いていた右目の空洞は再び、白い包帯で覆い隠され、その表情も、どこかのんびりしたものになっている。肌も、いつもと同じ、青くくすんだ色だ。

「……あれ？　どうしたの。大丈夫？」

「う、うん……」

　問いかけられても、まだ頭の中が混乱していて、生返事しかできない。

　するとルネゾンビは、ぼんやりとしてはいても、しっかりとした声音で言った。

「じゃあ……僕たちも下に行こう。仲間のみんなの様子を見なきゃ」

　そうして彼の、一切の体温を感じさせぬ手が、強くこちらの左手を握にぎる。

「っ……！」

　その冷たくも滑なめらかな感触に、胸が、またどきりと音を立てた。

（何よ。なんで私、こんなにどきどきしてんの……）

　ルネゾンビに手を取られつつ、階下の広場に行く間、自分で自分がわからなくて、ハルカは戸惑っているままだった。

　──さっきの光景は、夢だったのだろうか。いや。ルネゾンビはまるで何ごともなかったように当たり前にしているけれど、先ほどの彼の姿は、明らかにこれまでと違った。

（いつもは、今だって、あんなにぼんやりしてるのに）

　そんなふうに考えている間に階下に着くと、配下ゾンビたちはちょうど、助けられたおばあさんと、さっきまで床にへたりこんでいた女性に礼を言われているところだった。

「ああ、お兄さん方、本当にありがとうございます！」

「母も息子むすこも救っていただいて、感謝の言葉もありません！」

　女性は、乳母車から赤ちゃんを下ろし、抱っこしている。

　どうやら──おばあさんとその娘が、乳母車に孫を乗せて買い物をしていたら、おばあさんが心臓発作を起こしてしまったようだ。

　そして運悪くも、ちょうどおばあさんが動かしていた乳母車は、倒れた拍子に階段に向かっていき、危うく赤ちゃんの身に危険が及ぶところだった。

　そこを、たまたま通りかかったゾンビたちが助けたらしい。

「アゥゲォ、オアアウ、アグー。エアウ、ウー、ウゲー」

「おばあさん、アーネストは『レディを救うのは、紳しん士しの義務です。それよりも、非常事態とはいえ、あなたの唇くちびるを奪うばってしまったことをお許しください』と言っています」

　ハルカの手を離し、アーネストたちの隣に行ったルネゾンビが通訳すると、おばあさんはあからさまに照れた。

「なっ、そ……そんな……嫌だわ、からかわないで！」

「ウゲォ、アウゲァ」

「『まさか。本心しか申していません』と言っています」

「も、もう！　最近の若い人は……」

　おばあさんは照れに照れている。それを見届けたルネゾンビは、再び、こちらの隣に戻ってきた。そしておもむろに告げる。

「……ありがとう、ハルカ」

「え？　そんな、私は何も」

「ううん。……だって、君が僕を連れだしてくれなかったら、赤ちゃんを助けられなかったから。力石は、僕がモード・アポカリプスで許可しないと、第二形態になれないんだ」

　母親に抱っこされている赤ちゃんに着ぐるみの手をそっと伸ばし、触れあっている力石を見ながら、ルネゾンビは穏やかに言った。

「も、もーど……？　だいにけいたい……？」

　微笑ほほえましい光景を眺ながめつつも、気になった単語を繰り返してしまう。

「その、第二形態って」

「腕が伸びるんだ。力石には第五形態まであるんだよ」

「そ、そうなんだ……」

　ぼんやりと返してしまい、はたと気づく。──聞かないといけないのはそこではない。

「ていうか！　さっきのあなた、あれ、一体なんだったの」

「……？　さっきの、って？」

「ほ、包帯の下の……ええと、なんだか、こう、光ってたけど」

　はっきりと言えずに曖あい昧まいに問うと、ルネゾンビは、ああ、と得心がいった様子で答える。

「さっきのはね、なんていうか……大変な時にだけやるやつだよ。ああするとね、どんなに遠くにいる仲間にでも、僕の指示を飛ばせるようになるんだ。仲間の考えてることや、見ている景色も全部、わかるようになるし……便利といえば便利だよ」

「そう……じゃあ、下の階にいたゾンビさんたちと会話できたのは、そのせいだったんだ」

「うん。……僕のお腹なかも空すくし、決められた手順通りにしないと発動できないから、ちょっと面倒なんだけど。でも今日はちゃんとお弁当を食べていたし、それにさっきは、とても放ってなんていられない状況だったからね」

　気取りも屈くつ託たくもなく語ると、ルネゾンビは、再び礼を述べた。

「……やっぱり、仲間たちが活躍できたのは君のお陰かげだよ。ありがとうね、ハルカ」

「だ、だから、私は、何もしてないって……」

　そう、自分は、何もできなかった。けれど彼は、ルネゾンビは違った。『王』としての能力──遠く離れた場所にいるゾンビたちを、居ながらにして指し揮きするという異能ちから。それを発揮する彼の姿は、痛ましい傷痕すら神々しさに変える、凜り々りしさだった。

（そりゃ、ゾンビが救命活動なんて変な話だけど）

　それでも、すごい。目の前の人をすぐに助けようとしたアーネストたちも──まさしく貴種らしい風貌と振る舞い、さらに分け隔へだてない優しさをみせた、この、ひとも。

　そう思うと──また胸が、どきどきと音を立てている。

（うう。私、なんでまたこんなになってるんだろう。さっきのこいつの姿が、すごく、ルネ君にそっくりだったからかな）

　それはある。でもそれだけではない。のかも、しれない。この不動院ルネを名乗るゾンビに対して、純粋に、すごいと──さっき、そう呟つぶやいてしまったのは事実だ。

「……意外とやるじゃない」

　ぽつりと、本心を口にする。

「えっ？」

　ぼんやりした顔のままで、例によって首を傾かしげてくるルネゾンビがもどかしくて、少し乱暴な調子で繰り返してしまう。

「いっ、い、意外とやるじゃない、って言ったの！　何度も言わせないでよね。まあ、『王様』だとかなんとか、名乗るだけはあるんじゃないの」

「……！」

　こちらの言葉を聞いたルネゾンビは、表情をぱぁっ、と明るくして──次いで、ふと、目を伏せてしまった。

「ど、どうしたの？」

「ううん……」

　自身の胸の真ん中を手で押さえながら、彼は俯うつむいた。

「今、ここが……胸が、少し……」

　消え入るような声で、ルネゾンビが呟く。

「えっ？」

　聞き返すと、彼は顔を上げた。

「いや。なんでも……ないよ」

　もう一度こちらに向けた彼の顔は、いつものような茫洋とした笑顔に戻っている。

「そう？　なんでもないんならいいけど……」

「うーん。実のところを言うと、なんでもないどころか、君に褒ほめてもらえて嬉うれしいよ。かぶりつ、いや、抱きつきたいくらい」

「やめて！　てかマジでやめろ」

　ぴしゃりと口ではそう言いつつ、内心、疑問は残っている。

（……ほんとにどうしたのかな。なんか、様子がちょっと変だった気がするけど）

　お腹が空きはじめたのかな、などと思っていると──向こうに立っている照と緑が、軽く手を振ってきていた。満面の笑みだ。彼女らの口が、『いい感じ！』と動く。

（い、いい感じって、また変な意味でとられてるんじゃ……！）

　弁解しなければと、友人たちのところに行こうとした、その時。

「アゲェオー、ウゴェアボア」

「もっ、もう！　そんなに口く説どかれても、何も出ませんよ！」

「か、母さん？　この方の言葉、わからないでしょ？」

　アーネストのジゴロテクニックにやられているらしいおばあさんは、娘の窘たしなめる様子にも気づかないようで、すっかり乙女おとめに戻っていた。そうして彼女は、照れた拍子にアーネストの左腕を、軽く、ぐいっ、と引っ張ってしまう。瞬間──

　ぶちっ。ごとっ。──小さな音、後に床に何かが落ちる重い音。

　モール全体の時間が止まったように、喧けん噪そうが、しん、と静まりかえる。

「あっ……」

　ルネゾンビの声が、広場に響いた。──アーネストの青い腕が、床に転がっている。

「あっ……」

　それを見たハルカも、ルネゾンビとちょうど同じ驚きを漏らしていた。

　そういえば以前、聞いた気がする。アーネストは、ばらばらになった身体のパーツが繫つなぎあわされているから、ちょっとの衝しよう撃げきでも身体がモゲやすい、と──

（ま……まずい!!）

　そして、一瞬の間の後。

「ひっ……ひええええっ!?」

　おばあさんが慌あわてて後ずさった結果、彼女の肩が、着ぐるみの力石の身体に当たった。

「ウ!?」

　アーネストの落ちた腕に驚いていた力石は、ちょっとの衝撃でバランスを崩くずして、ぐらりと後ろに転びそうになり、なんとか踏ふみとどまる、が、今度は──ぼろり。

　彼の頭を覆っていた『ひらクマ君』の頭部が、床に落ちてしまった。

　そうしてモロ見えになったのは──威圧的なスキンヘッド、恐ろしげな白目、剝き出しの歯、そして血管の浮き出た青い肌。人間の根源的な恐怖を煽あおる、力石の素顔。

「ウガァアァアアアァアァーッ！」

「ぎゃあああああーっ!!」

　とどめとばかりに放たれた力石の咆ほう哮こうに、たちまち、辺りは大パニックになった。

「かかかか、母さん！　早くっ、早くうちに帰りましょう！」

「警備員さーん！　早く来てくれー！　救急車まだかー!!」

「うえーん！　うえーん!!」

　人々の悲鳴と逃げる足音が周囲に響く。まさに、ここは地じ獄ごく。

「ちょっ、あ、あんた！」

　逃げ惑う人々にぶつからないようにしながら、なんとかルネゾンビに声をかける。

「なんで力石さん吠ほえたのよ！　で、でなきゃまだ、ぎりぎりごまかせたのに！」

「うん……素顔をたくさんの人の前で晒さらしてしまって、恥はずかしかったんじゃないかな」

　のらりくらりと人の波を避よけながら、ルネゾンビはおっとりと答えた。

（で、結局こうなるのね！）

「とにかく、早く逃げるよ！　照ちゃんたち連れて、撤てつ収しゆう！」

「うん、そうだね。……アーネスト、腕は大丈夫？　繫がる？」

「アガゲオ」

　自分の取れた左腕を、よくあることのように右手で拾ったアーネストは、こくんと頷うなずいた。バートは、それを見て濁にごった声で爆笑している。そして──

「ウ、ウガ……ガァア、アウウ！」

　力石は、床に落ちた『ひらクマ君』の頭部が、逃走する人々に踏まれたり蹴け飛とばされたりして、ぼろぼろになりつつあちこちに転げ回っているのを、オロオロしながら見ている。

「ゾ、ゾンビたちは大丈夫そうだけど……照ちゃんと緑ちゃんは!?」

　友人たちの姿を、急いで捜さがせば──

「あばばばばば、ばばばば……」

　腰を抜かした照が、黒目をぐるぐるさせながら、人語を失っている。

　──まずい。照は、己のキャパシティを超えた出来事に対しては、完全に無力になってしまうという弱点があるのだ！

「ハ、ハルカさん、照さんが!!　私、目を離していたので、何が起こったのかあまりよく見えなかったのですけれど……アーネストさん、腕が取れていません!?」

「だだだだ、大丈夫！」

　照を立たせながら、引き攣つる口をどうにか動かしつつ、答える。

「大丈夫大丈夫！　腕が取れたように見えたのは、トリックだから！　ハリウッドの超技術、特殊メイクだから！　そっ、それを見てみんなパニックになっちゃったんだネ！」

　我ながら滅め茶ちや苦く茶ちやな理屈だと思いつつ、逃げ惑う人々の中を、どの方向ならなんとか逃げられるだろうかと、辺りをきょろきょろ見回していると。

（え……!?）

　視界の端に、見覚えのある顔を見つけた、気がした。中折れ帽ぼうを被り、背広を纏まとった、映画俳優と見まごうばかりの、白人男性。ちらりと視線が合ったような気配の後、姿を目で追った時には、もはや彼の帽子が人の波の向こうに消えていくばかりだった。

（あの人、今日、校門脇から校舎をじっと見てた……！）

　──もしや、ルネゾンビたちと関係が？

　しかしそんな疑問は、今この場を包む恐きよう慌こうを前に、すぐに後回しにされてしまう。

「あー、ハルカー、ミドっちー。妖よう精せいがー。モールの中で妖精さんたちが、イージースイムしているよー。綺き麗れいだね……お空……綺麗……」

「照さん、しっかりしてください！　精神崩ほう壊かいするような状況ではありませんよ、まだ！」

「照ちゃん、が、頑張って！　力石さん、着ぐるみの頭拾わなくていいから、後でゆっくり追ってきて。で、あんたは、早く逃げろってば！」

「う、うん。そうしたいんだけど……よく見たらアーネストの親指も落ちちゃってるんだ。あ……あった。こら、駄だ目めだよバート。どさくさにまぎれて人を嚙かもうとしちゃ」

「何よ、このドタバタは！」

　──結局。なんとか気合でモールから脱出したハルカとルネゾンビ一行は、正気を取り戻した（一部記き憶おくの曖昧な）照と、状況をはっきり見ていなかった緑に、「ハリウッドの特殊効果」と言い張り、ぎりぎりのところで彼女らを納なつ得とくさせると、家に戻った。

　都合がよかったのは、なぜか、監かん視しカメラがすべて故障していたことだ。モールの入り口付近ですれ違った警備員や警察の人が話しているのが聞こえたので、間違いはない。

　──危ない局面を切り抜けた。けれどきっとこれで、一生分の運を使い果たしてしまったに違いない。自宅の玄関前に辿たどり着いたところで、ハルカは、盛大にため息をついた。

「……力石、泣かないで。『ひらクマ君』の頭は残念だったけど、僕も一緒に着ぐるみの持ち主の人に謝りに行くから」

　一方でゾンビの王は、ゴヒュッ、ブビュオッ、と異音を奏かなでている（すすり泣いている）力石を優しく慰なぐさめている。

（突っ込む気力も湧わかない……）

　気が重いまま、玄関のカギを開け、明かりが点ついているリビングに向かう。と──

「アーギャッギャッギャ！」

「ウバアアウ、アバアウ、ウオアア！」

　──リビングの一角に、バーカウンターが設置されていた。そしておじさんゾンビのデイブや、そっくりな外見を持つ三兄弟ゾンビが、パブスツールに座って騒さわいでいる。

「おお。お帰り、ハルカ！　そしてゾンビボーイたちよ！」

　バーのマスターのごとく、カウンターに立っていた兄・冬ふゆ貴きが挨あい拶さつしてきた。

「どうだった、楽しい学校生活は？　それにモールでも、いいデートできたか？」

「何言ってるの、楽しいなんてもんじゃないよ！　こちとらどれだけ大変で……」

「ううん……僕は楽しかったよ」

　さっそく喰くってかかろうとしたところを、ルネゾンビに遮さえぎられた。

「お兄さん。……ハルカがいてくれたから、色々と助かりました」

「おお、そうかそうか！　ならよかった。愚ぐ妹まいでも少しは役に立てたようだ」

「どっかの寝てただけの人よりは役立ったけどね。にしてもなんなの、そのカウンター」

「ほう！　ようやく審しん美び眼がんが芽生えたようだな」

「ちょっと、別に褒めたわけじゃ……」

　妹の発言はすっかり無視して、冬貴は銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねをクイッと上げてから言い放った。

「これこそは、俺がなんとなく暇ひまだからデイブさんたちに作ってもらった、本場イギリス風パブカウンター！　でかい家なんだから、これくらいの設備があっても構わんだろう？」

「もっとましなこと考えてよ」

　妹の言葉は完全に無視して、兄はさらにヒートアップした調子で続ける。

「さらに！　名作映画『ショーン・オブ・ザ・デッド』にあやかって、カウンター奥の壁にはウィンチェスターライフルを設しつらえた。まあ、通販で買った模も造ぞう銃じゆうなんだが」

「そんなどうでもいい話、どうでもいいよ！」

「まったくなんだ、さっきからうるさいぞ！　俺が発案したら、デイブさんたちは快こころよく引き受けてくれたんだ！　その結果が、このゾンビたちの楽しい歓かん談だんの場なんだぞ」

　兄が指さす先を見れば、バーカウンターに、興味深そうにいそいそと近づいていくルネゾンビの姿と、それを迎え入れながら酒を痛飲するデイブたちの姿があった。

　もっとも、どうやらデイブたちの身体には、何か所か『穴』が開いているようで──

　彼らが口にエールだのウイスキーだのを流し込む度に、それが喉のどだの胸だのから、ぴゅーっと噴水のように飛びでている。綺麗なアーチを描いた後、床にびしゃびしゃと溜たまっていくそれを、メイドゾンビのキャサリンが、甲か斐い甲が斐いしくモップで拭ふいてまわっていた。

「……キャサリンさんに、すごい迷めい惑わくかけてるみたいだけど」

「ふっ。キャシーはお前と違って、素す晴ばらしい女性だからな。自分の腕を振るえるこの家のほうが、海の底よりもずっと居い心地ごこちがいいと、さっき俺にそう話してくれたんだっ！」

　伸びた鼻の下を擦こすりながらのたまう兄に、ジト目で告げる。

「そりゃ、お兄ちゃんに遠えん慮りよしてそう言ってくれたんじゃないの。それくらい察しなよ」

「何ィッ!?　キャシー！　さっきのは本当に遠慮なのか!?　気づかない俺が悪かった！」

　弾はじかれたようにキャサリンのところに向かう冬貴の姿を、嘆たん息そくして眺める。兄はどうでもいいが、もしあんな兄に好かれているのなら、キャサリンさんが心配だ。

　そんなことを思いながら、再びバーカウンターに目を向ける。

　今日の夕方、誰よりも凜々しい振る舞いを見せたゾンビの『王』は、身体から液漏れを起こしている配下たちとお喋しやべりし、心から楽しむように笑っていた。

（ルネ君が、私以外とああして笑ってるのは……そういえば、見たことなかったな）

　思い出す。ルネは、異国の血を引く外見もあって、特に小学校では周りから浮いていた。

　だからたまに、ハルカと一緒にいる時でも、寂さびしそうな顔をみせる時があった。

（あの王様は、寂しくなんかなさそうだね。まあ……ゾンビ天国にはなっちゃってるけど）

　ふと見てみると、カウンター脇に置かれた小さなテレビ（兄のこだわり）で、『比良坂市にクマ、再び出没！　捕ほ獲かくめど立たず』なんてニュースをやっている。

（クマ一頭で、大騒ぎなんだもんね。ゾンビだらけなんて、誰も信じなくて当然かも）

　そう思っていると──耳に、何やら唸り声が届く。怪け訝げんに思って、後ろを振り向けば。

「アー、ウガァウ、アウア、オァアアー」

「ウー……」

「ギ……」

　──アーネストとバート、それに力石が、この家で最も地味なゾンビ・アルフレッドに、何かずっと唸られている。いや──叱しかられている？

「アウガ、ウギア、アオアァ、ウアー」

（言葉はわかんないけど……ほんとに怒られてるっぽい？　あの三人があんなに身体を縮ちぢこまらせてるの、初めてだし）

　そこを通りかかった、幼女ゾンビのイザベルは、怒られている大人ゾンビたちを横目で確認し、小こ馬ば鹿かにするように、への字口の端はしを上向きに歪ゆがめた。ゾンビ犬のケビンは、悲しげな力石を慰めるように、彼の足元に座っている。ナースゾンビのジョセフィーヌは、相変わらず気だるげにＴＶを見ていた。

「──詰めが甘い、と言っているようだな」

　隣に戻ってきた冬貴が、ぽつりと呟く。

「え……」

「アルフレッドの言葉だ。今日も一日、彼らの言語の文法解析に努つとめていたのでな」

　自称・天才言語学者の卵である兄は、至って真面目に言う。

「だが彼、アルフレッドは、かなり難解な語ご彙いを織り交ぜて叱っているようだ。だから発言のほとんどは内容がわからないんだが──それでも今回、モールで騒ぎが起きたのを不始末として、説教しているようだというのは理解できる」

「へっ!?　お兄ちゃん、今日起こったこと、知ってるの!?」

「今しがたのアルフレッドの発話の内容から、だいたいはな。……ちょうどいい機会だ。ハルカ、ちょっと俺の部屋まで来てくれ。二人だけで話がしたい」

「う、うん……」

　真剣な様子のままで言われては、従わざるを得ない。一緒に二階に上がり、雑然とした兄の部屋に入ると、振り返った冬貴は、真面目な顔を崩さぬまま、おもむろに語りだした。

「ハルカ。お前は、あのゾンビたちの『目的』を考えたことがあるか？」

「目的？　それなら確か、前にあいつが……『私との約束を果たす』って言ってたじゃない。肝心の約束の中身を忘れちゃってるけど」

「違う、そうじゃない。それはゾンビボーイの個人的な目的だろう？　俺が言っているのは、彼らを造った者たち──彼らの言う、『白い服を着た人間』たちの目的だ」

　はっと、息を吞む。──そう、兄の言う通りだ。ゾンビなんてものを、無目的に造りだしてしまうはずはない。ルネゾンビにあんな異能を与えた人々、いや、それ以前に彼らの身体を動く死体に変えた人々は、何がしたかったのだろうか。

「ひょっとして、お兄ちゃん……その目的がわかったの？　キャサリンさんに聞いた？」

「いや、彼女も自分たちが元いた場所や自分たちの出自については、記憶がかなり曖昧になっているようだ。しかし、これまでに得た情報から、色々と類推するのは可能だ」

　一呼吸置いてから、彼は語る。

「俺は──彼らは、軍事転用を目的として造られたのだと思う」

「軍事……!?　ゾンビを!?」

「ああ。でなければ、彼らがあんなふうに、様々な能力を持った個体として動きまわり、なおかつ『王』を頂く理由がつかない。有能なゾンビを、知性あるゾンビに指揮させることによる、ゾンビの運用。いかにも軍隊っぽいだろ」

「『王』……運用、ね」

　呟きながら、今日の出来事を振り返る。──ルネゾンビの能力について詳しく語れば、兄が興こう奮ふんしだしてしまうだろうから、それは気の向いた時に教えるとして。

　ルネゾンビは異能を発揮して、それは見事に、おばあさんと赤ちゃんの命を救った。けれどもし彼が、命を救うためでなく、奪うために仲間たちの力を振るったとしたら。かつての彼の言葉──『もし僕たちが本気を出したら、地上に安全な場所はなくなると思います』という声が、頭の中でリフレインする。

「……まっ、何を言っても、今は憶おく測そくに過ぎんがな」

　いつもの調子に戻って、兄は言う。

「愚妹、せっかくゾンビボーイが学校にいるんだから、お前はせいぜい、彼の様子をじっくり観察しろ。で、面白い出来事はすぐに知らせろ。ついでに──用心しろよ」

「ついでに、って！　ていうか、用心って何を」

「決まっているだろう。組織の追っ手的なものを、だよ。話を聞くに、彼らを造りだした研究所だか病院だかは、火災により焼失していると考えられるが──念のためな」

「そうだね……」

　学校で、そしてモールで見かけた白人男性の姿が、頭の中をちらつく。もしかして、あの人は組織の生き残りか、もしくは、アメリカ政府のエージェントか何かだろうか。

（でもまだ、何も証拠はないし──偶然かもしれない）

　せめてルネゾンビが、かつて九年前に交わした約束の証である玩具おもちやの『婚こん約やく指輪』を持っていてくれれば、彼自身の正体が確定し、ひるがえって、彼と彼らに起こった出来事も明らかになり──いや、それでも、胸を痛める結果になりそうだ。

（あんたは何者なの、なんて……もう一回聞いても、あいつを困らせるだけだよね。だってそれを一番知りたいのは、あいつ自身のはずなんだから……）

　考えが脳内をぐるぐるしていると、ポケットのスマホが震える。

　画面に表示されるのは、照からのメッセージ。そこには、『お願い！』の文字があった。
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　ショッピングモールで、あわやゾンビ大パニックになりかけた、その三日後。

（……はあ……）

　ハルカは心の中でため息をつき、それから、実際にもため息をついた。

「……はあ。なんでこんな状況になってんだろう」

　今、自分たちは普段のように授業を受けることなく、わちゃわちゃと作業している。それがなぜかといえば、翌日に迫る文化祭・通称ヨモギ祭の準備の真っ最中だからだ。

　では、なぜため息をついたのかというと──

「アー……アァアアアーッ！」

『アー……アァあぁーッ!!』

「ストップ！　……もう一度だよ。諸もろ橋はし君、タイミングがずれてた。東あずまさん、ちょっとだけ恥はずかしそうに見えたよ。みんなでやっているんだから、大丈夫。動く死体になりきって。じゃあデイブ、もう一回さっきの動きをやろう」

　生き生きとゾンビの演技指導をする、ゾンビたちが目の前にいるからだ。

　そもそも──こうなってしまったきっかけは、モールでの騒そう動どうをなんとか切り抜けたその日の夜、友人の照てるから入ったメッセージだった。

『お願い！　不ふ動どう院いん君のお友達の人たち、文化祭の手伝いに呼べない？　あの人たち、ハリウッドの映画俳優で、普段から特殊メイクなんでしょ？　ミドっちに聞いたよ！』

「は、話が妙みようなふうに伝わってる!?」

　戦せん慄りつしたが、落ち着いて話を聞いてみれば──

　つまり、ジゴロゾンビ・アーネストの腕がぽろっと落ちてしまったのを「ハリウッドの技術だ」と言ってごまかしたのが、いつの間にか「あの人たちは普段からメイクしてる超気合の入った人たちだ」という話になってしまったようだ。

　そんな荒こう唐とう無む稽けいな話、照でもなければ信じなさそうではあったが、実際高校に行ってみると、クラスメートたちは案外、すんなりその内容を受け入れた。

「要するに、オレたちの出し物の手伝いしてくれるんだろ？」

「演技を教えてくれるなら、助かるよね。私、あんまりゾンビ映画とか見たことないのに、脅おどかし役になっちゃったしさ」

　こうしてクラス全体が受け入れムードになった中、さらに当の本人、というよりゾンビたちの王であるルネゾンビが──

「うわー、それはいいね。ハルカやみんなの役に立てたら、僕の仲間たちも喜ぶと思うよ」

　と、ぼんやりした顔に嬉うれしそうな微笑ほほえみを浮かべたため、このような事態になったのだ。




（いよいよ、クラスのみんなにまでゾンビが浸しん透とうしてきてるし）

　教室を洋館ふうのお化け屋敷にするための小道具の製作などをしながら、ぶつぶつと脳内で独ひとりごちる。

（ここにいるのは、バートさんとアーネストさん、デイブさんと三兄弟、あとはイザベルちゃんとジョセフィーヌさんか）

　男性ゾンビたちは、ゾンビ役の子たちに『ゾンビの歩き方』や『唸うなり声のあげ方』、あとは『人を襲おそう素振りの見せ方』などを教えている。──実際、クラスメートたちの演技の精度は、どんどん上がった。本職の手ほどきを受けているのだから、当然かもしれない。

　そして女性ゾンビのうち、幼女ハッカーゾンビのイザベルのほうは、照明や音響などを担当する生徒に、横から口出しをしていた。口出し、といっても──

「……ン」

「はっ、はいイザベルさん！　確かにここは、下のライトを起動させるべきですよね」

「ン！」

　イザベルは、への字口のまま照明担当からＰＣのキーボードを奪うばうと、横からちゃかちゃかと軽快にキーを叩たたいた。

「え、そっちからもライトを!?　そうか……そのほうが、通路の向こう側からもぼんやり見えて、怖いですよね。ありがとうございます！」

「ン」

　イザベルはこくりと頷うなずいて、持参した牛肉（生）弁当を、くっちゃくっちゃと咀そ嚼しやくした。

（田た中なか君、イザベルちゃんに丁てい寧ねい語使ってる……まあ、気持ちはわからなくもないけど）

　彼女はデータのハッキングで、王であるルネゾンビをこの高校に即日転校させた実績を持つ、並ならぬゾンビだ。なんとなく委い縮しゆくしてしまうのも、わからなくはない。

　一方で、ジョセフィーヌはといえば──

「あのー、ジョセフィーヌさん。よかったら、そこどいて……」

「……アー」

　教室の片かた隅すみに置いた椅い子すに大おお股また開きで座り、爪をいじっていたジョセフィーヌは、話しかけられるとあからさまに嫌いやそうな顔をする。

「ヒイッ!?　す、すいません！」

「待って吉よし本もと君、今のジョセフィーヌさんの表情、すごい参考になる！　お願いですジョセフィーヌさん、ちょっと、もう一回睨にらんでもらえますか？」

「アァ？」

「お礼にネイルシール、プレゼントしますから！」

「……アァー」

　黒人ナースゾンビは、それならば、と、現金にも憐あわれな吉本君を睨む。

「ヒイィ！」

「なるほどねー、思いっきり不ふ機き嫌げんな顔すればいいのね！　メモメモ！」

　女子は怠たい惰だなジョセフィーヌの扱い方にだいぶ慣れてきたようで、余裕の表情で記録を取っていた。

（なんか、うちのクラス、変なふうに進化してってる気がする）

　原因の一端を担になっている身としては気が重い。そんなことを考えていると、隣となりに友人の照と、緑みどりがやってくる。

「ハルカ、お疲れー！　こっちの作業は目星ついたよ。いやー、しかし、不動院君とお友達の人たちには、感謝してもしきれないよ！」

「やはりこういった事柄は、精通した方々にお願いするのが一番ですわね。頑がん張ばって、学校だけでなく地域社会全体も、恐怖の渦うずに叩き落としましょうね！」

「緑ちゃん、それはやり過ぎだよ！　犯罪予告じゃないんだから」

「そんなこと言って～」

　緑に突っ込めば、照に冗じよう談だんめかして反論される。

「ハルカだって、ヨモギ祭で最優秀賞欲しいでしょ？　しかもそれが、愛いとしの不動院君との共同作業ともなれば、ほら、後夜祭でも……」

「だ、だから！」

　かっ、と熱く感じる頰ほおを手で扇あおいで冷ましつつ、懸けん命めいに言う。

「私はそういう、文化祭のいちゃこらとかには興味ないの！　確かに賞は欲しいけど、それにはあいつは関係ないし……」

「……僕のこと？」

「うわっ!?」

　出し抜けに現れたルネゾンビにこちらがびっくりすると、照は楽しそうに彼に言った。

「そーそー！　今ちょうど、不動院君の話を……」

「あっ、待っ、ちょ、ち、違うったら！」

　慌あわてて遮さえぎると、今度は緑が、照の肩に手を置いて首を横に振った。

「いけませんわ、照さん。見守るのも友愛の形……不動院君、ハルカさんとごゆっくり！」

「え……あ、うん。ありがとう」

　ルネゾンビが鷹おう揚ように頷くと、照と緑はその場をさっさと離れてしまった。

（ああ、もう……ほんとに違うのに！　私はこいつをルネ君だって認めてなんていないし、後夜祭のイベントにも興味ないし、こいつ自身にだって……興味なんてないのに）

　自分の顔を無ぶ遠えん慮りよに覗のぞき込む、金きん髪ぱつと青い目の青年ゾンビを見やりながら、そう思う。

「……あなた、演技指導はもういいの？」

「うん……だいたいのところは、もうチェックしたしね。後はみんなが、仲間たちの動きをうまく真ま似ねてくれれば、問題ないかな」

「ふーん」

　緩かん慢まんに語る彼にぶっきらぼうに答えると、しかし、彼は嬉しそうに続けて述べる。

「そういえば、お化け屋敷の衣装……すごく、ばっちり決まってるね。服って、こんなに上手に作れるものだなんて、僕、知らなかったな。ゾンビ役の人たちを見てると、まるで海の底からやって来たての時の、僕ら自身を見てるような気持ちになるよ……」

「気安く思い出話にしないでよ。あの時は、ほんとに怖こわかったんだからね」

「あはは……ごめんごめん」

「謝られてる気がしない！」

　きっぱりそう断じるが、ルネゾンビは、なぜ怒られたかわからない様子だ。

「うーん……僕、君に会ってからしくじってばかりみたいだ」

「自覚があるんなら、まだましかもね」

　我ながら上から目線な発言をしてから、ふと、教室の中の掲示板に貼はられたポスターに目を向けてしまう。──後夜祭のポスター。脳のう裏りを過よぎるのは、あの日の思い出。

　怖い夜道。繫つないだ小さな手。揺ゆれる金色の髪かみ。優しい声。それから──

　それから、数日前の彼の姿が、過去の思い出と折り重なって頭の中で再生される。

　モールで人々の危機を救ったルネゾンビの、普段とは違う、痛ましくも高貴な姿。

「……ハルカ？」

「はっ!?　なっ、何よ！」

　いつの間にやら、思いっきり近づいていたルネゾンビの顔に、心臓が跳とびあがる。

「いやあ……ハルカが、急にぼーっとしてるから。あの掲示板が、どうかしたの？」

「いつもぼーっとしてるあんたに言われたくない。会場設営する時には、あのポスターとかも剝はがさないといけないなって、思ってただけよ……」

「そっかー」

　慌てて口にした適当な言い訳を、例によって、ルネゾンビは信じたようだ。彼は相づちを打つと、傍かたわらで小道具作りを手伝いはじめた。──あのポスターを見ても、このゾンビは、何も記き憶おくを取り戻さない。その事実が、少し、胸の痛みをもたらす。

（こいつは、ルネ君との約束の『婚こん約やく指輪』を持ってないし、覚えてもない。だから、ルネ君じゃない。たまたまそっくりなだけのゾンビの王様。ずっと、そう考えてたけど）

　最近、とりわけ数日前のモールでの出来事があってから、どうしても、ルネ君とルネゾンビを普段から重ねて見てしまう。そして気づくのだ。ルネゾンビには、幼おさない日のルネとは違った凜り々りしさだけでなく、一緒に笑い合える友人や仲間が共にあることを。

（あのゾンビには、ルネ君と同じとこと、違うとこがあって、その両方が──認めたくはないけど、いい感じに思えないこともないって、そう考えると）

　胸がきゅんと痛くなった。──もう二度と感じることはないと思っていた痛みだ。

（あーあ、馬ば鹿かみたい。恋愛なんて、もうどうでもよかったのに。ルネ君と結婚の約束をして、舞い上がって、有う頂ちよう天てんになってた昔の自分なんて、一生の黒歴史だと思ってたのに）

　今ではかつての自分の醜しゆう態たいすら、どこか遠い記憶のような気分になりつつあった。

（大人になれた、ってこと？　それだったら、いいけど……）

　廊ろう下かの外の壁に貼りつける用の、ツル植物を模もした小道具を作りながら、そんなふうに考えていたところ──

「やあ、失礼！　邪魔するぞ」

「……えっ!?」

　学こ校こでは絶対に聞かないはずの、無駄に陽気な声が聞こえてきた。つまり──

「お兄ちゃん!?　なっ、なんでここにいるの？」

「よお。頑張る後輩たちに、差し入れに来たぞ」

　妹だけでなく、周囲のクラスメートたちに対しても、ぱっと右手を上げて挨あい拶さつする兄・冬ふゆ貴き。その後ろから、おずおずと顔を覗かせているのは、ルネゾンビの配下の一人にしてメイドゾンビ・キャサリンだ。

「ちょっと、キャサリンさんまで巻き込んで……！　だいたい、差し入れってなんのつもりなの？　お兄ちゃんがうちの学校出身なのは知ってるけど」

「フッ、愚ぐ問もんだな。そもそもはお前が水みず臭くさいのだ。もし出し物でゾンビをやると知っていたなら、もっと早くから手伝ってやったものを」

「えっ!?　紅べに粉こ谷やさんのお兄さんって、ゾンビに詳しいんですか？」

　横からやり取りを聞いていたクラス委員の女子が問いかけると、兄は銀縁の眼鏡めがねの中央部分を押し上げつつ、思いっきり格好をつけて、言い放つ。

「詳しいというか……生活そのものかな（キリッ）」

「うわぁ、すごい！　それ、不動院君も同じこと言ってたって聞きましたよ！」

「それなら是ぜ非ひ、先輩の視点でアドバイスしてくれませんか？」

「可か愛わいい後輩たちよ、もちろんだ。俺は元より、そのためにやって来たのだからなっ！」

　文化祭の準備中という、ある種異様な熱気に包まれた空間でなければ、確実にドン引きされるであろうキレッキレのポーズをとって言い放った残念な先輩を、クラスメートたちは、そして演技指導をしていたゾンビたちまでも、温かな拍手で迎えた。

（縁を切りたい）

　切実に思っていると、そっと歩み寄ってきたキャサリンが、蓋ふたの開いた大きな箱を差し出してきた。中にぎっしり入っているのは、種類も様々なクッキーだ。

　プレーン、チョコチップ、イチゴ、抹まつ茶ちや──色もとりどりである。

「わ、美お味いしそう！　ありがとうございます」

　心からの礼を込めて言うと、キャサリンは、はにかむように「ウゥー」と唸うなった。

　次いで彼女は、入り口近くの机の上に置かれた電気ポットも指さした。

「アガェアオ、ウアァオ」

「ポットの中には紅茶が入っているそうだ。キャシー、すまんな。うっかり差し入れを配るのを、お前にばかり任せきりにしてしまった」

　冬貴が言うと、キャサリンは軽く首を横に振った。

「……ウーァ、オェアガアアォウ」

「そうか……そんなふうに、俺に言ってくれるのはお前だけだよ。ありがとうな」

（お兄ちゃんはどこに行こうとしてるんだろう……）

　妹として、というより人として、冬貴の行く末が本当に気がかりになってきた。

「ねえハルカ。お兄さん、もうすっかり僕たちの言葉がわかるようになったんだね。それに、あんなにキャサリンとも仲良くしてくれて……僕、嬉しいな。お兄さんが手伝ってくれるなら、もう文化祭は心配ないね？」

「いや……どっちかっていうと、私はあの二人がどんどん仲良しになってるのが心配だよ。お兄ちゃん、あの年になるまでカノジョとかいたことないっぽいし……」

　キャサリンは家事が万能だし、はにかんだ仕草が可愛らしいし、亜あ麻ま色の長髪は輝くように美しい。たとえ顔面の大部分が腐ふ敗はいしたゾンビだとしても。──だからこそ。

（キャサリンさん、お兄ちゃんでいいのかなあ!?）

　頭を抱かかえたくなってしまうのだ。

「なあ、あのキャサリンさんてメイドの格好した人、顔の特殊メイクがヤバいな。まるで本物みたいじゃね？　ほとんどドクロじゃね？」

「やっぱ本場の化け粧しよう技術ってすごいんだな。このクッキーもめちゃ美う味まいし……」

　かたやクラスメートたちは、すっかり、冬貴とキャサリンをも受け入れてくれている様子だ。すると今度は、冬貴が教室の真ん中で演説を始める。

「さあて高校生諸君、頑張ってお化け屋敷を成功させよう。わざわざ高校にまで来るＯＢなんてのは、面倒かけるだけのアホが多いものだが、俺は違う。俺は君たちに、独自の研究映画鑑賞から手に入れた独自の成果オタク的ノウハウを与えよう」

「おーっ！」

「いいか、まずは演技だ！　これは既すでに仕込まれているようだが、いいことだ。どんどん続けたまえ！　どんな高予算映画でも、ゾンビ役が恥ずかしがったり、素に戻っているようでは、Ｂ級以下のＺ級だからな！」

「おーっ！」

「モチベーションが上がらない？　そういう時は、未来への投資と考えたまえ。もし将来、世界中がゾンビだらけになった時！　演技ができれば、ゾンビのフリして逃げられるぞ！」

「おーっ！」

「ただし、味方の誤ご射しやには気をつけろ！　ろくなギャグにはならんからな！」

「おーっ！」

「それから、演出だ！　君たちゾンビは、ガンガン前に出ろ！　ゾンビがちらちらと画面端はしを行ったり来たりするだけの構成では、客は、というか俺は満足しない。そしてゴア描写は……何？　今回は高校だから、あまり過激な行為はできない？　ちょこざいな！」

　冬貴は一ひと際きわ声を張り上げて、語る。

「決められた枠の中での勝負も重要だが、枠の存在を感じさせぬほどの発想があってこそ、最優秀賞はゲットできる。いいか、先生の言葉など気にするな！　ドント・トラスト・オーバー・サーティ！　獲え物ものから溢あふれだす真紅のはらわたに嚙かみつく演出で、先生に叱しかられたらこう言うんだ！　『これはジャムです』」

「『これはジャムです』！」

「はい、『人体から分ぶん泌ぴつされるジャムです』」

「『人体から分泌されるジャムです』」

「ベリーグッ!!」

　兄は思いっきり、親指を立てた。キャサリンが、それを見てはしゃぐように拍手する。

（わかった。アホ兄貴、ずっと家に一人だったから、この状況が楽しくて仕方ないんだ）

　妹は、冷え切った視線で冬貴を見つめた。

（やっぱ縁を切りたい。そういう手続きって未成年でもできるのかな）

　とはいえ──クラスが一丸となって、出し物の成功に向かって進んでいるのは、実際のところ、誰だれの目にも明らかだった。




（ふう……廊下に出ただけでも、だいぶ静かね）

　しばらくして──ゾンビと兄の大はしゃぎについていけなくなってきた頃。壁にお化け屋敷の説明の紙を貼り巡めぐらせるついでに、一人になったハルカは、深呼吸をした。

（まあ、あんな馬鹿騒さわぎも今日限り……いや、アホ兄貴のことだから、当日も乗り込んでくるのかな。そうすると、しばらくずっとあの調子？　や、やだなあ……）

　人の行き交かう廊下で、貼り紙を画が鋲びようで固定しつつ、はぁ、とため息をつく。そして──

（……あ。ここにも貼ってある）

　ヨモギ祭の後夜祭のポスターだ。山に、大きな『蓬よもぎ』の字が描かれている。

「はぁあ……」

　また、思いっきりため息をついてしまう。すると、背後からつんつんと、肩を突かれた。

「……ハルカ」

「あんたね。そうだろうと思った」

　いたのは、果たしてルネゾンビだ。青い左目で、まっすぐにこちらを見み据すえている。なんの用か、と問いかける前に、彼は後ろに回していた手を、こちらに差し出した。

「……はい。これ、差し入れだよ」

　それは、冷たいオレンジジュースの缶だった。

「あ、ありがと」

　とりあえず素直に受け取ると、続けて問いかける。

「これ、どうしたの」

「君のお友達に、自動販売機の場所を聞いて、買ってきたんだ。さっきから君、何も飲まないで作業をしてたみたいだったから」

「……」

　──確かに、ちょっと喉のどが渇いてきたところだった。

「ゾンビになれば、飲まず食わずでも、わりとなんとかなるけどね」

「怖いこと言うな！　私は絶対になんないからね」

　とりあえずツッコミを入れるが、ルネゾンビはうーん、と唸ってから言った。

「ううん……だから、人間の君は大変なんじゃないかと思って。いらなかった？」

「いや、そういうわけじゃないけど。じゃあ……ありがたくいただくね」

「うん。もちろん」

　ルネゾンビは、花が咲いたようにふんわりと笑った。また胸の奥で、むず痒がゆい気持ちを感じつつ、もらったジュースを口にする。

　それは、一際美味しく感じられた。──きっと、すごく喉が渇いていたのに違いない。

　こちらが一気にそれを飲み干す様を、ルネゾンビは、微笑んだまま見ていた。

　次いで彼は、おもむろに口を開く。

「……ねえ、ハルカ。いつも、ごめんね」

「え？」

「僕は……いつも、君に迷めい惑わくをかけてばかりだから」

　伏し目がちにしながら、ルネゾンビは訥とつ々とつと語った。

「せっかくこうして、君と同じ学校に通っても、僕はまだ、自分がどんな人間で、どうしてこの身体からだになったのか、ちっとも思い出せない。それと、仲間たちのことも……君にいつも心配かけるばかりだし。もちろん、今日だって。だから、謝りたくて」

　そうして彼は、こちらに視線を戻して、言う。

「……きっと、人間の頃の僕なら、そんな心配かけなかっただろうね。ごめんね」

「そんな……」

　いつも物事に動じないルネゾンビから初めて聞いた、卑ひ下げの言葉。たとえ、こいつはルネ君本人ではないから、と思っても──なぜか、胸が締しめつけられるように痛んだ。

（そりゃ、ルネ君とこいつは比べものにならないって、前は思ってたけど）

　今は、ルネゾンビにしかないものだって、いっぱい知っている。

（けっこうカッコいい時もあるってことも、私……知ってるし）

　こいつといるのもそんなに悪くはないと、最近は思えるようになったのだ。だから──

「馬ッ鹿じゃないの!?」

　口を衝ついてでたのは、そんな言葉だった。

「迷惑なんて、そんなの今さらすぎるっての。だいたい今日、いつ、私があんたに迷惑だなんて言ったってのよ!?」

　気恥ずかしさを勢いで紛まぎらわすように、言葉は次々と溢れだす。

「あなたや、あなたの仲間が来てくれたから、クラスのみんなだって助かってるし、楽しんでるし、文化祭の準備はちゃんと進んでるし。何か問題ある？　何もないじゃない!!」

「ハルカ……」

「わかった？　わかったんならもう、妙なこと言わないでね。それこそ、逆に迷惑だから」

「……うん」

　ルネゾンビは、ほっとしたように笑って応えた。

「わかった。ありがとう、ハルカ」

「ふん。お礼を言われることなんて、言ってないんだけど」

　むず痒い気持ちに耐えられず、視線を横に逸そらす。見えるのは、後夜祭のポスター。

（う……）

　頭を過ぎった考えが、我ながら信じられない。けれど、一度生まれたそのアイデアはむくむくと心の中で大きくなっていく。

（……こいつを、誘ってみようかな。後夜祭に）

　以前の自分なら、たとえ相手がどんなに魅力的でも、絶対に誘わなかっただろう。何せ後夜祭は、カップル成立の多いヨモギ祭の中でも、トップクラスに盛り上がる──

　なんて、そんなことを思っていたら。

「おら、どけどけー！」

　急に廊下を、隣のクラスの男子たちが横切った。長い木材を運んでいる彼らの肩が、ぼんやりと廊下に立っていたルネゾンビにぶつかる。

「わ」

　短い声をあげ、彼は前につんのめった。バランスをとろうともがくが、緩慢な動きではどうにもならず、そのまま前方に倒れる。そして──ハルカの耳元で、どん、と音がした。

「……ぅえっ？」

　思わず、変な声が出た。ルネゾンビの右手が、自分の頭のすぐ左で壁に触れている。そして彼の顔が──自分の、ちょうど目の前にある。

（睫まつ毛げも、金色だ……）

　そんなことがわかってしまうほどの、至近距離。つまり。

（壁　ド　ン）

　ルネゾンビが転んだ時に自分が壁際にいたからこうなっただけ、というのはよくわかっているけれど──気づいた瞬間、血が沸ふつ騰とうしてしまったかのように、頰が熱くなっていく。

（ちょ、待って……な、な、何これ）

「あ……ごめん」

　一方でこちらの様子を怒っていると勘かん違ちがいしたのか、ルネゾンビは謝った。といっても、特に慌てるでもなく、普段と同じ調子だ。おまけに──

「……ん」

　彼は唐とう突とつにきゅっと口を閉ざし、何か思い悩むように押し黙だまってしまった。

　ほんの僅わずかに眉まゆを顰ひそめたその顔の造ぞう作さくは、精せい巧こうな西洋人形を思わせる美しさだ。

（なっ、なんで黙っちゃってんのよ、こいつ!?　真面目な顔で静かにしてるの、やめてよ……し、心臓に悪いじゃない）

「あ、え、ち、ちか」

　ハルカはといえば、口がぱくぱくするだけで、言いたいことをうまく声に乗せられない。

（ち、近い……近い近い！　顔が!!）

　早くどいてよ、と言えばいいのか、それとも──

（違う、どいて欲しいに決まってんじゃない。廊下でこんなんしてるなんて、恥ずかしいったら……い、いやそれより、ゾンビに壁ドンされるなんてエンギでもない！　喰くわれる寸前ってやつでしょ、こんなの！）

　と、脳内の一人相撲ずもうが延々と続きそうになっていた頃、

「あ……」

　ルネゾンビが、真剣な表情は崩くずさぬままに、おもむろに口を開く。

　──何を言うつもりなんだろう？　期待するような気持ちが無意識に湧わきあがり、どきどきしてしまう──

　すると彼は言った。
















「いや……モゲかけてる、かも」

　真面目な、というより困ったように眉根を寄せた表情で呟つぶやくと、ルネゾンビはむう、と唸ってまた黙ってしまう。恐おそる恐る、壁にドンと突かれたままの彼の腕を見てみれば──制服の右肩の辺りが、妙に盛り上がっているような気がする。

　──信じたくはないけれど、まさか。

「あ、あの、さ。もしかしてそれ、腕の付け根がずれてるわけ」

「うん。何か変だなと思ってたんだけど……そうみたい」

「ほんとに!?」

　思わず頓とん狂きような声を出してしまってから、慌てて声を潜ひそめて続ける。

「えっ、た、大変じゃない！　そういえば前、モゲるかもとかなんとか言ってたけど」

「アーネストほどじゃないけど、僕の身体もところどころ緩ゆるくなってるから……さっきの衝しよう撃げきがよくなかったみたいだ」

　ルネゾンビは困り顔で、しかし姿勢は同じまま続けた。

「……どうしよう？　動くと取れそうなんだけど……」

「そっ、そんなこと言われても」

　吞のん気きな言葉に応える間にも、なんとなく、周囲からの視線を感じはじめる。好奇の目というか、興きよう味み津しん々しんというか、何やらざわめきまで交じっているような。

（は、早くなんとかしてもらわないと……この状況、絶対にまずい!!）

　不動院君と紅粉谷ハルカ、高まる愛☆　──なんて噂うわさもまずいけど、それだけじゃない。

（もしみんなの前で、このまま腕がぽろっといったら……！）

　ゾンビバレは確実、高校生活終了のお知らせ。そんな最悪の状況が脳内シミュレートされはじめる中、最も危機感を抱いだいていなければならないだろうゾンビ青年は、一応悩んでいるような曖あい昧まいな表情を浮かべるばかりだ。──とりあえず、そっと促うながしてみる。

「な、なんとか元に戻せないわけ……!?」

「元に？」

　必死に問いかければ、しかしルネゾンビは、あ、と再び短く声をあげた。

「そうか……その手があった」

　何が──と問う間もなく、相手は体勢を変えぬまま、自分の右肩を左手で擦こすった。

　次いで彼は、力強く右腕の付け根を左手で押す。

　ごきっ！　みちっ！　という謎なぞの音が、ハルカの耳に届いた。

「ふう、危ない危ない……」

　一転していつものぼんやりした笑顔に戻ると、ルネゾンビはのんびりと言った。

「くっついたよ、ちゃんと」

「今ので!?　ほ、本当に大丈夫？　だって、モゲてたんでしょ」

「心配しなくても、モゲかけてただけだって。……ほら、もう治ってるでしょう」

　あははと笑って、ようやくルネゾンビは体勢をまっすぐに戻した。そしてくっついたのをアピールするかのように、右手を掲かかげてぷらぷらと振ってみせている。

「少しくらいの怪け我がなら、すぐに治るから。でもハルカに言われるまで、押し込んだらくっつくのをすっかり忘れてたよ……」

（そんな、突き指を治した的な感じで言われても）

「ああ……実はハルカに腕を押し込んでもらうのも考えたんだけど、それはちょっと君に頼りすぎかなって」

「なっ、何言ってんの！　そんなことしたら、まるで私が抱き返したみたいに……」

　ついいつもの調子でツッコミを入れてから、はたと気づく。

（って、そうだ！　周りのみんなは……!?）

　慌てて視線を巡らせれば──廊下にいた人々は、こちらが見るより前に、そそくさとその場を離れていくばかりだった。

（うぐっ……な、なんか今、『白はく昼ちゆう堂どう々どう』とか、『リアルで初めて見た』とか聞こえてきた気がするんだけど……白昼堂々モンスターが学校に！　とか、ゾンビなんてリアルにいるんだ！　って意味なんじゃ）

　と無意識に考えて、そんなはずないと自ら頭を振る。

（ち、違う違う。いや、ゾンビじゃないほうの意味で誤解されてても一大事だけど！　でも、だからってここで私が思いっきり否定したら、それはそれで怪あやしまれるし！）

　だいたい、そもそもが不ふ慮りよの事故だったわけだし、こっちがこんなに気に病む必要もないわけだし──と呼吸を整え、息を吐く。

　だがその間に、今度はルネゾンビの視線が、こちらの耳元に向けられている──？

（こ、今度は何……!?）

　まだ何かあるのかと、どぎまぎしてしまう、が。

「ねえ、ハルカ。……その、後夜祭っていうのは何かな？」

　ルネゾンビは視線を耳元に──否いな。廊下の壁に貼られたポスターに向けたまま、何気なく尋たずねてきた。

「えっ!?」

（あっ、こっち!?）

　内心、肩すかしを食ったような気持ちになりながら、ポスターを見やる。

「う……」

　──まずい。答えたくない。

「な、何、そんなにこれが気になるわけ？　なんでよ」

「だって君、教室にいる時から、ずっと気にしていたみたいだから。それに、けっこう前から、僕に、覚えてないかって聞いてたよね？　後夜祭について。だから……気になって」

「ううう……」

（見てないようで、見てたんだ。私のこと）

　またも顔がかっと熱くなり、俯うつむく。

「べ、別に面白い話なんて、何もないよ」

「そうなの……？」

　ルネゾンビは、残念そうに表情を曇くもらせた。

　──ぷはぁっ、と勢いよく、止めていた息を吐く。

「っ、はいはい、わかった！　白状するって！」

　恥ずかしいついでに、今度は逆にこっちからルネゾンビにぐっと顔を近づけ、説明する。

「後夜祭ってのは、うち名物のイベントでね！　学校の敷地内にある山で行われるの」

「山？」

「そう。天てつ辺ぺんに、ポスターに描いてあるみたいに『蓬』の文字を作るの。あなたは知らないかもだけど、京きよう都との大だい文もん字じみたいにね。それで、最後に文字に火がかけられるんだけど」

　はあ、と一呼吸置き、姿勢を元に戻して続ける。

「その前に、文字を作るための組み木にする札を、参加者がペアになって納めに行く風習があるの。それで、その時に男女でペアになったカップルは、永遠に……結ばれるって」

「へぇー」

　こちらとしては決死の思いで話したのに、相手の反応はのんびりしたものだった。

　──話には、本当は続きがある。実はハルカは昔、後夜祭に参加したのだ。それは十年前、ルネと離れ離れになる一年前。当時は冬貴が蓬よもぎ島しま高校に通っていて、それで後夜祭の存在を知ったハルカは、ルネを誘って一緒に、こっそり紛れ込んで参加したのだ。

　暗い夜道を、手を繫いで歩いた日──決して、忘れられない思い出。

「……下くだらないでしょ」

　吐き捨てるように言って、腕を組む。

「そんなジンクスが、今の時代になっても語り継つがれてるなんて、うちの学校もたいがい馬鹿らしいよね。永遠に結ばれるだなんて、そんなの誰が証明したんだか」

「ハルカ」

　短く呼びかけ、ルネゾンビは首を傾かしげた。

「君は……行きたいの？」

「ぶっ!?」

　危うく咳せき込みそうになってから言う。

「そっ、そ、そっ、そんなわけないでしょ。あんた、何を見てたの」

「君の顔が、真っ赤になってくのを」

「真面目に答えなくていいの！」

　まったく、やりきれない。

　またもまっすぐに相手を見られなくなり、今度は窓の方に視線を向けた。──すると。

「あっ……！」

　思わず、声をあげた。準備のために校庭を行き交う生徒──その中に紛れて、またあの男を見たのだ。背広に中折れ帽ぼう、この場に本来なら用事のなさそうな、端正な白人男性。

　──これで三度目だ。この前学校で見た時、そしてモールで見かけた時は、まだ偶然ではないかと思えた。でも三回も起こった出来事は、とても偶然だとは思えない！

　しかしその人影は、瞬まばたきする間に、忽こつ然ぜんと姿を消してしまっていた。

「どうしたの、ハルカ……？」

「ねえ、あなた！」

　きょとんとしているルネゾンビのほうに振り返り、逸はやる気持ちを抑えて問う。

「ひょっとして、誰かに追われるような心当たりはない？」

「追われる？　うーん……どっちかというと、ゾンビは誰かを追う側かもしれない」

「そりゃそうだろうけど、どうでもいいの！　何か覚えてることとか、ないの」

「うーん」

「『白い服の人間』の顔つきとか！」

「ううーん」

　ルネゾンビは、限りなく首を捻ひねってから、答える。

「ごめん、やっぱりわからないよ。……少なくとも今のところ、僕は身の危険を感じたりはしてないかな」

「そう……」

　ならよかった、と安心しつつ、考えを巡らせる。

（こいつ自身には心当たりがなくても、向こうには目的がある、ってのは充分考えられるよね。でもどうして、直接こいつには接触しないの？　遠くから監かん視ししてるだけっていうか、うろちょろしてるだけっていうか……）

　と──思考がそこまで及んだ時。

「うわーっ！　アーネストさん、それ、腕取れてないっすか!?」

「お兄さん！　バートさんみたいに天てん井じように貼りつくのは、やっぱり無理だよー！」

「無理じゃない！　ゾンビは皆、元は人間だった！　ということは人間すべてにゾンビの因子が含まれているのだ！　身に宿るゾンビの素質を開花させれば、必ず達成できる！」

　大騒ぎが、教室から聞こえてくる。

「ごめん。ちょっと、お兄ちゃんだけでも黙らせてくる。物理で」

　そうして、騒動を収めているうちに──すっかり、謎の男についてはうやむやになってしまった。だからハルカは、当然、予期すらしていなかったのだ。

　ヨモギ祭が、思いもよらぬ展開を辿ると────
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　そうして、時間はあっという間に流れ──今日は、ヨモギ祭の当日。

　蓬よもぎ島しま高校の生徒だけでなく、保護者や近きん隣りんの住民までも含む多くの人々が、楽しそうに校舎内を行き交かっている。そして空き教室に、ひっそりと集合しているのは──

「ウゥウー」

「アァア、オァアア……」

「……うんうん、みんなちゃんとやってくれてるみたいだね」

　八体のゾンビたちと、それを率ひきいる王たるルネゾンビ。そして、ため息交じりにそれを見ているハルカだった。

（そもそも、この状況自体が異常なはずなんだけどね……）

　学校にゾンビがいるのはおかしいし、空き教室に密集してるなんてもっとおかしい──越えつ冬とうするテントウムシじゃあるまいし。

（けど今はこれくらいのことなら、気にならなくなってきちゃったっていうか……）

　正直なところ、ため息が出るのはその点についてだった。──ともあれ。

「あの、あなたたちね」

　何やら一心不乱にモニターを──ハルカのクラスのお化け屋敷が、次々と客に悲ひ鳴めいをあげさせる光景を眺ながめているゾンビたちの背に向かって、腕組みしながら声をかける。

「職務熱心なのはいいけど、間違っても妙みような真ま似ねはしないでね。パニックになったら困るってだけじゃなくて、今日は大事な文化祭なんだから」

「ウー」

「アー！」

「ケッケッケ」

　デイブ、アーネスト、そしてバートの三体が、こちらを振り向きもせずに返事した。

　──バートには、何か、馬ば鹿かにされた気がする。

「まったくもう……」

「……大丈夫だよ、ハルカ」

　こちらに歩み寄ってきたルネゾンビが、普段通りのぼんやりした表情で言う。

「今日が大事な日なんだってことは、僕だけじゃなくて、みんなも理解してるよ。だから文化祭の様子は、イザベルに頼んで、カメラでモニターするだけにしたんだから」

「ン！」

　幼女ハッカーゾンビのイザベルが、ピンクのクマのぬいぐるみを抱っこしたまま、満足げに胸を反そらした。それに応こたえて、ルネゾンビはさらに言う。

「教室に取り付けたカメラだけじゃなくて、学校中の監かん視しカメラからの映像も、ここのモニターで見られるようにしてるし……何か起こったらすぐに」

「ハッキングしてんの!?　既すでに何か起こってる！　やめなさい即、中止！」

「えぇー……」

「ウゥー」

「えーでもウゥーでもないの！」

　勢いよく言ってから、頭を抱かかえる。

「まったくもう……受付のシフトが終わって、様子を見に来たらこれだもん」

　ハルカのクラスは、かなりクオリティの高いお化け屋敷の制作に成功した。不ぶ気き味みな演出と、先の見え辛づらい曲がり角の多い通路の設置による心理的恐怖。何よりゾンビ役たちの演技による生理的恐怖。それがゾンビたちの協力のお陰かげであり、感謝しているのは事実。

　だが祭りの空気に当てられたゾンビたちが妙な振る舞いをしないか、それが気がかりだ。

（まあ……お兄ちゃんは昨日の準備でハッスルしすぎて、今日は寝込んでるし。アホ兄貴までここにいたら、さぞかし収拾がつかなくなってただろうから、まだましだけど）

　誰だれよりも乗り気で準備の応援をしていた兄・冬ふゆ貴きは、知恵熱が出たらしく、残念ながらお化け屋敷の完成を見ることなく倒れてしまった。

　したがって、彼の看病のために家にいるキャサリンと、外見が目立ち過ぎる力りき石いし、犬なので校舎内に入れないケビン、そしてなぜか姿が見えなくなってしまったアルフレッドを除のぞいた八名が、今ここにいるというわけである。

『きゃーっ！』

　今また、モニターの向こうで、女性客が悲鳴をあげた。

（さっき顔合わせた時、照てるちゃんも緑みどりちゃんも、すごく嬉うれしそうだったな）

　文化祭実行委員である照はもちろん、他人の悲鳴は甘かん露ろのようだと言って憚はばからない緑も、この文化祭の成功を確信している様子だった。──などと、喜びを嚙かみしめていたところ。

「ウォア、オウ、アガァアオ！」

　ゾンビ三兄弟のうちの一体・グレッグが、モニターを指して何ごとか唸うなった。するとそれに呼応して、デイブやアーネストたちも騒さわぎはじめる。

「ウァアオ、ウー、ウーァオガア」

「オァアォ、ウゲエー」

「ちょっとちょっと、どうしたの？　何が起こったの」

「うん……あのね」

　ルネゾンビが、ちょっと声を潜ひそめて答える。

「……みんなの話だと、クラスの人たち、ちょっと疲れてきてるみたいだって。だから、演技が甘くなってきてるって」

「鬼おに監かん督とくじみたこと言うのね……。でも仕方ないよ。だって今、昼の三時くらいでしょ。一番疲れが出てくる頃だし」

「うーん」

　相づちを打ちつつ、ルネゾンビは横目でモニターを見ている。

「アガァウ、オアアア！」

「うん……確かにちょっと違うよね。今の手首の角度は、もっとこう、内角に攻めないとね。それに、叫び声も違ってきたね。もっと、何がなんでも相手の脳みそに齧かじりつきたいっていう、そういう意思を感じさせないと……」

「あのー。やっぱりゾンビ的に、そういうのは駄だ目め出だししておきたいところなわけ？」

「んー……素人しろうとなら気にならないだろうけど。本職としてはね」

「あ、そう」

　──よくわからないけど、本家にはそれなりのプライドというものもあるんだろう。

（ここでこうして文句言うだけなら、誰にも迷めい惑わくかかってないし、大丈夫か）

　そんなふうに、ハルカは思っていたのだが。

「ケッケッケ」

　やがて、バートが肩を震ふるわせ、さらに周囲のゾンビたちに向かって語りかけはじめる。

「ウォウウ、アガウ、オォ、オオー！」

「オオー！」

「オー！」

　呼応するように、ゾンビたちは一いつ斉せいに立ち上がった！

「えっ、なっ、何!?」

　問いかけると、ルネゾンビは、包ほう帯たいで覆おおわれていない左目を感動したように光らせながら、うっとりと答える。

「みんな……優しいんだ」

「や、優しい？」

「ええと、つまり……クラスの子たちは疲れてきてるから、休ませてあげようって。自分たちがゾンビ役になって、手助けしてあげようとしてるんだ。みんな、立派だなあ」

「そうなの。それはいい考え……って！」

　相手の語り口に乗せられて、危うく普通に頷うなずきそうになったところを踏ふみとどまる。

「んなの、駄目に決まってるじゃない！　自分たちも脅おどかし役をやりたいってんでしょ？」

「駄目……かな。どうして？」

「人目につく！　あと、ゾンビそのものがゾンビ役って、出し物じゃなくなるじゃない」

「……そうかな。人間だって、人間が人間の役をやってるし、それが出し物になってると思うんだけど」

「あんた、アホ兄貴に影響されて妙な屁へ理り屈くつこねるようになってない？」

　呆あきれながらそう反論するが──

「オォォオー！」

「アガァウガ！」

「ケケケケケケーッ！」

「ああっ、待て！　こらっ、逃げるなーっ！」

　一斉に、まるで籠かごから逃げだす虫か何かのような速さで、配下ゾンビたちは教室を出ていってしまった。バートに至っては、天てん井じようをカサカサと移動していく。

「みんな、あんなに速く移動できるんだ……」

「うん。非常時にはね」

　ルネゾンビがおっとりと答えるとほぼ間もなく、モニターから次々と悲鳴が聞こえる。

『キャーッ！』

『ま、窓から妙にリアルなゾンビが!!』

　お客さんのみならず、ゾンビたちを見知っているクラスメートの悲鳴も聞こえてきた。

『バ、バートさん何するんすか！　プロレスごっこなんて台本には……ちょ……アーッ！』

『ジョセフィーヌさん、そこ、座っちゃ駄目です！　お客さんの上です!!』

『嫌いやーっ、やっぱり本職の動き怖こわいーっ！　怖すぎるーっ！』

「こ、これはまずい……！」

　急いで、スマホで照に電話する。照と緑は、今ちょうど、受け付けをしているはずだ。

『も、もしもし！』

「あっ、照ちゃん!?　大丈夫？　そっちに、ゾンビが……つまり、その」

『問題ありませんわ!!』

　と、照の代わりに横から返事をしてきたのは、緑だ。

『大丈夫、このまま行きましょう！　さっきゾンビ役の男子がすごい形ぎよう相そうで教室から飛び出して、どこかに逃げていきましたけど、これはこれでいいと思います』

「ど、どうして!?」

『だって、それだけうちのクラスのお化け屋敷が怖いという証明になりますもの！　ふふふふ、まさかここまで楽しめるなんて……』

『あ、えっとね、照だけど。あたしもミドっちと同意見！　なんか、こういうハプニングも、文化祭ぽいかなーって。へへ』

「二人とも、もっと冷静になって！」
















　そして──結局のところ。本物のゾンビが乱入したお化け屋敷は、「ゾンビ役すら逃げだす恐怖！」として、これまで以上に大おお流は行やりしてしまうのだった。




「……よかったね、ハルカ」

「よかないよ！」

　──十数分後。出店で賑にぎわう校庭を歩きながら、吞のん気き極きわまる台詞せりふを吐いたルネゾンビを、きっと睨にらみつけた。

「一歩間違えれば大だい惨さん事じだったじゃない。それにクラスのみんなが納なつ得とくしてくれたからいいけど、普通なら、あんな勝手な振る舞いしたら迷惑なんだからね」

「うん。気をつけるよ。仲間たちにも、言っておく」

　そう言いつつ、ルネゾンビは物もの珍めずらしそうに辺りをきょろきょろと見渡している。

（……本当に聞いてんのかな）

　呆れながら、ぽりぽりと頰ほおを搔かいた。

　なぜ二人でこうしているのかといえば、それは、照たちの提案によるものだった。

『そういえばハルカ、シフトも終わったんだし、不ふ動どう院いん君と一緒に、校内巡めぐってきたら』

『ハルカさん、まだ不動院君を後夜祭に誘えていないんでしょう？　それなら、今の時間がチャンスだと思いますわ！』

（二人とも、適当なこと言ってくれちゃって……）

　後夜祭──一緒に参加した男女のカップルは永遠に結ばれる、という言い伝えをもつイベント。ルネゾンビを誘うべきか否いなか、まだハルカの中ではきちんと決意できていない。

　かつての不動院ルネとは、十年前、一緒に後夜祭に参加した。そして今、不動院ルネを名乗るゾンビは、過ごした日々も、結婚の約束も、婚こん約やく指輪も、すべて知らないという。

　──でもそんな彼でも、誘ってあげるのが絶対に嫌というわけでもない気分ではある。

（くだらないイベントなんて、ほんと、どうでもいいのに…………って!!）

　悩みで停てい滞たいしていた思考が、重大な事実を前に、さっと流れを変える。

（わ、忘れかけてた。今日はあの、変な男の人来てないのかな……!?）

　校門脇、ショッピングモール、そして校庭で三度も見かけた、謎なぞの美形白人男性。

　もし彼がルネゾンビたちを狙ねらう組織か政府か何かのエージェントならば、今日もここに来ているかもしれない。相変わらずぼんやりと周りを見物しているルネゾンビをおいて、ハルカは警戒の視線を巡らせた。しかし──

（……いない）

　しばらくして、ほっと安あん堵どの息を吐く。

（まあ、私の思い過ごしかもしれないしね。とりあえずは、気にしなくてよさそうかも）

　そんなふうに思いつつ、ルネゾンビとしばらく歩いていると、ある看板が目に留とまった。

「あっ……あれは」

　それは演劇部が、宣伝のために出している看板だった。演目は、『月の王子様』。

　幼おさない頃のハルカが嫌い、一方でルネは大好きだと言っていた、あの絵本──つまり、悪い竜からお姫様を救うために戦い、その身を星くずに変えてしまった王子様の話を元にしているらしい。劇になっているあたり、けっこう有名な本なようだ。

　それにしても、なぜ昔の自分は、あの絵本を毛嫌いしたのだろうか。

（前にモールの本屋で見かけた時は、全然思い出せなかったんだよね……）

　歩ほを進めるのもうっかり忘れるほど、看板の前でしばらく考え込んでしまうと。

「……ハルカ、ハルカ」

　ルネゾンビが、とんとんと肩を叩たたいてくる。

「な、何？」

「これ、見てほしいな」

　と──急に目の前に差しだされたのは、串くしに刺さった、真っ赤なりんご飴あめ。

「ちょっと、これ、どうしたの？」

「うん……あそこの出店で売っていたんだ。今さっき、買ってきたよ」

　彼が指しているのは、一年生のクラスが受け持つ出店だった。

「ふーん。すごく美お味いしそうだけど……あれっ、あんたって確か、生肉以外は食べられないんじゃなかったの。なんで買ってきたわけ」

「いや……つまり、君に食べてほしくて」

「私に？」

　きょとんとすると、ルネゾンビは念を押すように頷き、飴を手渡してきた。

　一切の体温も脈も感じさせない彼の手がこちらの手に触れたのを、少し意識してしまう。

「僕は食べられないけど……なぜか気になったんだ。ほら、赤い色が臓ぞう物もつっぽいでしょ」

「えぇっ!?　なんかそう聞くと、一気に食べにくくなるんだけど」

「うーん。そういうものなのかな。ごめん」

　ちょっとだけ気まずそうな顔をしてから、彼は続けて言った。

「僕はもう、こういう物は食べられないから……だから、君に食べてもらって、味の感想を聞かせてもらおうと思ったんだ。……駄目かな」

「だ、駄目じゃないけど」

　受け取ったりんご飴を顔の前に持ってきて、そう答える。

（こいつだって、好きでゾンビになったわけじゃないだろうし……そんなふうに頼まれて、断るほど私も冷たくはないし）

　りんご飴というと、大きなものはけっこう食べづらいことで有名だが、今回の出店では小さな姫りんごで作ってある。つまり、一口で食べてしまえそうだ。

「じゃあ、せっかくだし……遠えん慮りよなく。いただきます」

　ぱくっと口に入れた瞬間、砂糖の自然な甘みを感じる。そしてほどよい歯ごたえの後、ほんのり甘あま酸ずっぱい味がした。──要するに。

「んん……なかなか美味しいね」

「どんなふうに？」

「ええと……砂糖の甘さと……りんごの酸っぱさが、いい感じに混ざってて……」

「ふん、ふん」

　面と向かって感想を聞かれると、なかなか上手には喋しやべれない。けれどこちらがしどろもどろに話す内容を、ルネゾンビはいかにも興味深そうに、熱心に頷いて聞いている。

（なんか……ちょっと、可か愛わいいかも）

　そう感じるのは、彼の茫ぼう洋ようとした表情と、動きが嚙み合っていないからだろうか。それともその凜り々りしい側面を、先日の一件で垣かい間ま見みたせいだろうか。──よくわからない。

　などと考えている間に、ルネゾンビの頷きがだんだん激しくなってきた。見つめられながら、ふんふんこくこく首を動かされると、おかしくてだんだん笑いだしたくなってくる。

「つ、つまり酸味が……ぷっ」

　耐たえきれなくなって、つい吹きだしてしまった。

「ちょっと、その動きやめてよ！　吹いちゃったじゃないの」

　笑いながらこちらがそう言うと、一方で、ルネゾンビは「あ」と小さく声をあげる。

「ハルカが笑った……」

　ぼんやりした顔に驚おどろきを浮かべ、静かに、しかしどことなく真剣な声こわ音ねで、彼は呟つぶやいた。

「え？　な、何」

「ハルカが……笑ってくれた」

　問い返せば、ルネゾンビは今度は笑顔で応えた。──花の蕾つぼみがぱっとほころんだような、明るい笑顔で。

「よかった。僕……君がそうしてくれると、とても嬉しいよ」

「なっ、な、な」

　突然の言葉に、胸がどきんと音を立てた気がした。悟さとられたくないのに、返答は勝手に喉のどにつっかえて、ろくに出てこない。

「なっ、その、急に何言ってんの。わ、私はあなたの動きが面白いから笑ったってだけで、別にその……あ、あんたを喜ばせたくて笑ったんじゃないんだけど!?」

「うん、わかってるよ」

　ルネゾンビはなお、明るい微笑ほほえみを湛たたえたままで言う。

「でも僕は、やっぱり、君の笑ってる顔が見たいから。……前に言ったかもしれないけど」

「う……」

（確かに、ここに転校してすぐの時、こいつ、喜ぶ顔が見たいとかなんとか言ってたけど）

　──だから、私は喜んでるわけじゃなくて、おかしかっただけだって。と、突っ込んでしまえば済む話だ。でも今はあまり、そう告げたい気分ではなかった。

（なんなのこいつ。馬鹿じゃないの）

　せいぜい、心の中でぶつくさ毒づくことしかできない。──照れ隠かくしなわけじゃない。

「……ねえ、ハルカ」

　やがて、ルネゾンビがおもむろに口を開いた。

「一緒に、後夜祭に行かない？」

「ぶはっ!?」

　咳せき込みそうになりながら、ハルカは真っ赤な顔で問う。

「ちょ、な、何！　どうして急にそんな話になんのよ。話が繫つながってないじゃない」

「うーん。……なんていうか」

　彼は、自分の頰をぽりぽりと搔きながら言う。

「僕、決めていたんだ。もしこの文化祭の間に、君を笑わすことができたら……後夜祭に誘ってみようって」

「えっ」

　また心臓が、どきっと音を立てた。しかしこちらが何も言えないでいる間に、ルネゾンビはさらに言葉を重ねる。

「実はさっき、仲間たちがお化け屋敷に入っていったのもね。みんなが僕の考えを知って、応援してくれてたからなんだ。出し物がもっと盛り上がれば、君が喜んで、笑ってくれるかもしれないって……結局、どっちかというと怒らせてしまったみたいだけど」

「じゃ、じゃあ」

　胸がどきどきしているのを感じながら、また問いかける。

「さっき、りんご飴買ってくれたのも」

「うん。……君が好きな味みたいで、よかったよ」

　そう語る彼の表情は、とても穏おだやかだ。

（なななな何、こいつ。今日に限って、ずいぶん動どう揺ようさせてくるじゃない……）

　顔が熱くなってきて、自分の手で自分を扇あおぐ。でもこうなってくると、どうしても一つ、聞かなければならないことがある。恥はずかしいけれど──後夜祭のイベントについて前に説明した以上、確かめないといけない。

（うう……なんで私がこんなに気にしないといけないのよ）

　うやむやにしてしまいたい気持ちと、確認しておきたいという心の奥底の願いが頭の中をぐるぐる回る。しかしなんとか、言葉を口にできた。

「あ、あの、さ。なんで私と一緒に、後夜祭に行きたいわけ……？」

　──永遠に結ばれるため、だなんて。こいつがまさか、そんなこと言うはずは──

「ああ……それはね」

　ルネゾンビは、また微笑みを浮かべて応える。

「この前教えてもらった話だと、後夜祭って、山でやるんだよね。やっぱりゾンビとしては……近場の雑ぞう木き林ばやしは押さえておきたいし」

「そんな理由!?」

　がくりとつんのめりそうになるのをなんとか堪こらえながら、肩すかしを食った気分で言う。

「それならさっさとそう言いなさいよ。笑顔がどうとか、紛まぎらわしいこと言ってないで」

「うーん……それは、僕の都つ合ごうに君を付き合わせるわけだから、先に君が喜ぶことをしないと、フェアじゃないなって思ったんだ。あとは……なんていうか」

　青い左目でこちらを見み据すえながら、ルネゾンビは続ける。

「やっぱり君には……このお祭りを楽しんでほしいと思って。ほら、よく言うでしょう。『お葬そう式しきよければすべてよし』」

「うん、『終わり』ね。終わりって、別に死を意味するだけじゃないからね」

　一応ツッコミを入れてから、なんだか気恥ずかしくなって、目を逸そらしてしまう。

「そう……まあ、あなたの主張はわかった。さ、最後まで楽しまないと駄目だってんでしょ。そりゃあ、その」

　──私だって、あなたと一緒に行けたら楽しいかも、と思うけど。

　などという言葉が頭に浮かんで、慌あわてて打ち消した。

（やだ、私、何考えてんだろ。別にこいつのことなんか、なんとも……いや、どうでもいいとまでは、言わないけど）

　まごついていると、ルネゾンビは戸惑ったように首を傾かしげた。

「……どうしたの？」

「べ、別に！　そうね……わ、私は全然、まったく、これっぽっちも、後夜祭になんか興味ないけれど。でもまあ、今、あなたが買ったりんご飴、全部私が食べちゃったし。その」

　熱くなっている頰の体温をさらに上げるかのように、かーっと、耳まで熱い血がせり上がってくるのを感じながら、視線を戻し、ゆっくりと答えた。

「えっと、飴のお返しに、ってことなら。い……いいよ。後夜祭、一緒に行きましょう」

「ハルカ……！」

　雲間に光が差すように、ぱぁっと、ルネゾンビの表情が明るくなっていく。その様子がやっぱりおかしくて──否、今度は違う──嬉しくて、ハルカは思わず笑みを零こぼした。

「ふふっ。ちょっと、そんなに目をキラキラさせなくっても……って、あれ？」

　言っている間に、相手の顔が曇くもる。

　次ついで彼は、自分の胸の真ん中に手を当てると、無言で俯うつむいてしまった。

「ど、どうしたの？　なんか、辛そうだけど」

「……うん」

　小さく答えると、ルネゾンビは、自分の胸を軽く撫なでる。

「その、なんていうか……不ふ思し議ぎなんだ。僕の胸は……僕の心臓は、もう、止まっているはずなのに。なのに今、君の笑顔を見たら、ここがひどく痛んだ」

「なっ……」

　相手の思わぬ返答に、一度収まりかけていた鼓こ動どうがまた激しく騒ぎだす。

　けれどそれがなんだか恥ずかしくて、ハルカは言い訳を探すように言った。

「えと……今の。ひょっとしてまた、アーネストさんの入れ知恵だったりする？」

　──ジゴロゾンビのアーネストに唆そそのかされて、これまでにルネゾンビは、何度か妙な口く説どき文句を語りかけてきていた。

（今回だってまたそうなんでしょ、うん……こいつ、なんにでもすぐ影響されるし）

　そう思うと、少しだけ余裕が生まれてくる。しかし──

「え、アーネスト？　……ううん」

　ルネゾンビは、素直に首を横に振った。

「違うよ。今のは、僕の……本当の気持ちだから」

「へっ……!?」

　そんなふうに、自然に告げられてしまったら──何も言えなくなってしまう。

　一方でルネゾンビは彼の胸に手をやったまま、続けて語った。

「でも……痛むのも、本当は変なんだ。僕はもう、痛みなんて感じないはずだから。……おかしいな。君の役に立ちたいって、君の笑顔が見たいって、ずっと思っているのに──なのに、『痛い』だなんて」

「……」

「さっきは平気だったのに、なぜなのかな。……君が喜んでくれてる顔だったからかな」

　何も答えられない。これ以上ないくらい、どきどきと、胸が激しく波打っている。

　思考に耽ふけるかのように、目を伏せることしかできない。

　どうしてだろう、今の言葉が、まるで──恋の告白のように聞こえてしまった。

（馬鹿……こいつがそんなの考えてるわけないじゃない。こんなぼーっとしてる奴が）

　そこまで考えて、また思い出した──モールでの出来事。あの時もルネゾンビはふいに俯き、胸を押さえていた。ではその時から、ずっと、こんな気持ちを抱えていたというのだろうか。茫洋とした表情の裏で、こんな気持ちを──？

　俯いたまま、ぎゅっと、自分の両の拳こぶしを握にぎりしめてしまう。

（ど、ど、どうしよう……こいつ、自分が何言ってるかわかってんの!?）

　いや、わかってはいるのだろう、彼なりに。けれど彼は、記き憶おくを失っているせいか、きっととても無む垢くな存在なのだ。つまり駆かけ引きだとか、下心とかではなしに──

（結婚の約束をしてくれた時の、ルネ君と同じような、純粋な気持ち、ってわけで）

　そんな気持ちを向けられて、自分は今、何を言えばいいんだろう。

　嬉しいような、恥ずかしいような気持ちで、頭の中がいっぱいになってしまう。

　そして本当に何も言えなくなって、ハルカは、口も目も閉じてしまった。

　ルネゾンビもまた、何も話さない。

　そのまましばらく、二人の間でだけ、静かな時間が流れ──

「おい、二年Ｂ組のお化け屋敷、本物が出るらしいぞ!!」

　──通りかかった男子生徒の声に、甘い空気は即座に消滅した。

「美人の黒人ナースゾンビに五百円出せば、甘嚙みしてもらえるサービス中だって！」

「えぇっ、Ｂ組の生徒にそんな人いなかったよね!?」

「すごい助っ人外国人でも雇やとったんじゃねーの？」

（ジョ、ジョセフィーヌさぁあああん!?）

　冷や汗が、たらーっと背中を伝って落ちていく。ちらりとルネゾンビを見ると──彼は、柔らかな微笑みと共にこう言った。

「大丈夫だよ、ハルカ。……みんなには『増やすな』って言ってあるから」

「当たり前でしょうが！」




　──そしてしばらく経たち、ヨモギ祭も終わりに近づいてきた。

　ハルカのクラスの出し物が、最終的に、どういう評価を受けたかというと──

「やったー！　二年Ｂ組、最優秀賞！」

「これも不動院君と、お仲間がたのお陰ですわ!!」

　見事、念願の最優秀賞を受賞したのである。誇ほこらしげに賞状を掲かかげる照、その隣となりでルネゾンビと仲間たちを讃たたえる緑に倣ならい、クラスのみんなも、嬉しそうに拍手をした。

　ルネゾンビ、そして仲間たちは、少しだけ照れくさそうに、誇らしげにしている。

「いやー、色々あったけど、うまくいってよかったなあ」

「ジョセフィーヌさんの甘嚙みサービスは、さすがに先生に怒られそうになったけどな」

（ほんと、危ないところだったけど……なんとかなってよかった）

　ハルカもまた、皆と同じく、ゾンビたちに心からの拍手を送った。

（あの謎の男の人も、結局、全然姿を見せなかったし。これで、後は……）

　──後夜祭を楽しむだけだ。




　学校の敷地内の山は、元々何かの神しん事じが行われていた場所で、その神事を受け継つぐ形で発展したのが、このヨモギ祭の後夜祭だ。

　日がとっぷりと暮れた空の下、やはり校内の一大イベントとあって、多くの生徒たちが並んでいる。一人一つずつ、木の札ふだを受け取り、長い列は、山の天てつ辺ぺんまでまっすぐ続いていた。もちろん、山頂に行くには、山道を登らなくてはならない。

「うわー、すごい人だねえ。僕たちの前にも、後ろにも……」

　木の札を手に、ルネゾンビは茫洋とした表情に高こう揚ようの色を浮かべた。みんなそわそわした雰ふん囲い気きで前に歩いていく様子は、新年の初はつ詣もうでに少し似ている。

「ほんと。……十年前、来た時と同じだね」

　こちらがぽつりと言うと、彼は、首だけこちらに向けて戸惑う。

「えっ？　十年前……？」

「いいの、こっちの話だから」

　そうは言っても、いざ似たような状況になってみると、色々と思い出してしまう。

　あの時は手を繫いでいた、とか──

　明かりの乏とぼしい山道は、思っている以上に暗くて、怖い、とか。

（私、暗いところってあんまり好きじゃないんだよね……）

　特に理由はないけれど、夜道を歩くのはなんだか嫌いだ。足元のおぼつかない感覚が、どことなく不安を煽あおってくる。前へと歩きながら、そう思っていると──

「ハルカ……もしかして、怖いの？」

「えっ!?　あ、いや、別に、そ、そんなわけじゃ」

　ごまかそうと、強がってみせる、が。

「そーそー、不動院君！　実はハルカ、暗いところが苦手なんだよね」

「よかったら、手を繫いで差しあげてくれませんか？」

「ちょっ……照ちゃんも緑ちゃんも、なんでここに！」

　後ろに潜んでいた友人たちに、真実をばらされてしまう。彼女らは嬉しそうに笑った。

「だってさー、ハルカたち二人だけだと、いつまでも仲が進まなさそうな気がしてさー」

「ご心配なさらず、ハルカさん！　『その時』が来たら、私どもはすぐに退散しますから」

「そっ、『その時』ってどの時よ！」

　照れ隠しに声を張り上げても、友人たちは気にしない。緑が続けて言った。

「そうだわ、不動院君。お仲間の方も、あなたを気になさってるみたいでした」

「あ……そうなんだね。うーん、連れてきてあげればよかったかな？　でもみんな、クラスメートの人たちと打ち上げしてたし……」

「い、いいんじゃないの。教室にいてもらえば、面倒も起きないだろうし」

　鼻を鳴らしてわざと冷れい淡たんに答えれば、ルネゾンビはこちらに向き直り、首を傾げる。

「ハルカ……じゃあ、手を繫ごうか？」

「えっ!?　いっ、い、いらない！　ていうか『じゃあ』って何よ。意味不明すぎ」

　ぷいっと視線を逸らし、わざとさっさと前に行こうとする。

「……えー。でも君、怖いんじゃないの」

「怖くないって！　あのね、あんまり言うと怒るよ」

「ハルカ……」

　その時。ルネゾンビの伸ばした手が、ほんの少しだけ、こちらの右手に触った。

　青く柔らかな手。けれどその手には、やはり、なんの温もりもない。体温もないし、脈もない。──今日、彼自身が言っていた通りだ。彼の心臓は、動いていない。

（死んでる）

　改めて心の中で独ひとりごちると、まるで重たい石がごろりと胃に転がり込んできたような、なんとも言えない、辛い気持ちになってくる。

　ルネゾンビは、『死んでいる』。当たり前だ。だって彼はゾンビなんだから。

（あんなに大きな穴が、右目のところに開いてるんだから）

　先日見た、彼の包帯の下──隠された部分には、右目の代わりに空くう洞どうがあるのみだった。

（あんな傷を負って、生きていられるはずがないよ。死んでしまってるのは、当然だよ）

　けれど、今日は考えてしまう。一体誰が、彼をあんなに惨むごい目に遭あわせたのだろう、と。

（馬鹿……そんなのここでいくら考えたって、答えが出るはずないじゃない）

　だいいち、たとえどんな答えが与えられたとしても、ルネゾンビが死んでいるという事実は永久に変わりはしない。だから考えようと考えまいと、同じことだ。

　そんなふうに、己を叱しつ咤たする言葉が脳のう裏りを過よぎる。けれどそれでも、気分は元に戻らなかった。ぎゅっ──と、喉の中ほどが痛くなる。まるで、泣きだしたい時と同じように。

（やだ……なんで私、こんな時に、急に泣きそうになってるのよ）

　軽く唇くちびるを嚙み、俯く。どうして今日に限って、こんな気分になるんだろう。

　まさか──ルネゾンビの体温のない手と、自身の鼓動し続ける心臓との間に、隔へだたりを感じてしまったのだろうか。自分は。

（あーあ。せっかくの後夜祭なのに、こんなこと考えて馬鹿みたい……）

　重苦しい、嫌な、冷たい空気が、身体からだの周りを渦うず巻まいているようだ。

　その時、こちらの顔を覗のぞき込んでいたルネゾンビがおもむろに口を開き、言った。

「大丈夫だよ、ハルカ」

「……えっ？」

　まるで心を見み透すかされているような心地ここちになり、戸惑いを返す。

　しかしルネゾンビは、普段と変わらぬ様子で微笑んでいた。

「怖がらなくても、大丈夫、大丈夫。だってさ」

　彼は、にっこりとして続ける。

「ゾンビより怖いものは、ここには出ないと思うよ」

「そりゃそうでしょうよ！」

　突っ込んでから、ぷっ、と吹き出してしまう。

「ふふっ、そりゃ、ゾンビより怖いものなんて山には出ないよね。もう……何を言うかと思ったら、またとぼけてんだから」

「うーん……僕、またしくじったのかなあ」

　ルネゾンビは首を傾げる。けれど、それを柔らかく否定した。

「違うよ。今のは、けっこう……」

　彼の言葉は、沈んだ気持ちを引き上げてくれた。悲しみの空気を断ち切ってくれた。

「……けっこう、面白かったから。まっ、別に嬉しくはなかったけどね！」

　後半は照れてしまいながら言うと、しかし、ルネゾンビは笑った。

「そうか……それなら、よかった」

「……ねえミドっち。なんか、いい雰囲気じゃない？　あたしら邪魔じゃない？」

「お邪魔虫は去りましょうか。それにしても、今年の後夜祭は妙に先生方がたくさん、山道の横に立ってらっしゃいますね」

「あー、ネットニュースで見たけど、なんか、最近出るかららしいよ。野生の大きな……」

「ちょっと、二人とも。喋ってるの聞こえてるからね！」

　こそこそ話をしている友人たちに、背を向けたままぴしゃりと言っておいた。

　と──その時。歩いている横の茂しげみから、がさがさ、という音が聞こえてきた。

「え？」

「なんの音かな……？」

　ルネゾンビも、そして前を行く生徒たちも、その音に気づいている。そして茂みから聞こえる音は次第に大きくなっていき、茂み自体も、大きく揺ゆれはじめた。

「……ウゥー」

　低く、唸り声が耳に届く。

（なーんだ）

　内心、安心してしまう。

（またゾンビの誰かが、何かやらかしてるのかな。この声だと、力石さんかも）

「ウー、ウゥー、グルルルルル」

　しかし唸り声はだんだん大きくなり、付近の先生や生徒たちは、異常を感じているようだ。ルネゾンビは、変わらずぼんやりと、その茂みを眺めていて──

　そして、刹せつ那な。

「……危ない、ハルカ!!」

　これまで聞いたことのない、ルネゾンビの鋭するどい声。

　次いで彼は思い切り前方に倒れこんだ。まるで、自分から飛び込むように。

　そうして、悲鳴もあげずに──彼はその肩口を、大きく嚙みつかれていた。

　現れた、体長二メートルほどの、巨大なツキノワグマに。

「え……？」

　あまりの出来事に、思考が停止してしまう。ただ目の前で、ルネゾンビの制服に赤黒い血の染しみが広がっていく様を、呆ぼう然ぜんと眺めるだけだ。

　──クマは、死し肉にくを好んで食べる習性がある。
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　──それは、十年前。両親に内緒で紛まぎれこんだ、ヨモギ祭の後夜祭での出来事。

「こわいよお、ルネ君……」

　自分で誘っておきながら、幼おさないハルカは、夜の山道が怖こわかった。震ふるえながら歩いていると、すぐ隣となりから、温かな白い手が差し伸べられる。大好きな『王子様』、不ふ動どう院いんルネの手だ。

「大丈夫だよ、ハルカ」

　強くこちらの手を握にぎり微笑ほほえむと、彼は晴れた空のように青い瞳ひとみに決意を滲にじませて言う。

「怖がらないで。何があっても、必ず僕が守ってあげるよ──月の王子様みたいに！」

　優しい、温かな声こわ音ね。そうしてルネは、ハルカを勇気づけてくれたのだ。

（──そっか。思い出した）

　ルネはいつも、たとえ己が犠ぎ牲せいになったとしても、誰だれかを助けられるならそれでいいと、一分の噓うそもなく言い放てる性格だった。

　だからこそ彼は、あの絵本を──『月の王子様』を愛した。

（だから私は……『月の王子様』が嫌いだったんだ）

　竜からお姫様を守るために、竜の口に飛び込んで、星くずになってしまった月の王子様のように──ルネが恐おそろしいものに自ら飛び込んで、儚はかなく消えてしまうのではないかと。

　彼の優しい声を、もう二度と聞けなくなってしまうのではないかと。

　──それを、恐れていた。




　眼前で、肩口を大きく嚙かみつかれたルネゾンビは、微び動どうだにしない。

　周囲の人々は、それを見た瞬間、散り散りになって逃げはじめた。

「きゃああああーっ！」

「クマだーっ、クマが出たぁあああーっ！」

「警察に連絡を!!」

「みんな、早く逃げなさい！」

　楽しい後夜祭の雰ふん囲い気きは遠く消え去り、雑ぞう木き林ばやしは阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたと化している。

「ハルカさん！　ハルカさん、早く逃げないと！　あなたまで！」

「あわわわわわ」

　あまりの事態に、すっかり意識が飛んでしまっている照てるに肩を貸しながら、緑みどりが叫ぶ。

　けれど、それに応えることもできないほど、ハルカの思考と身体からだは硬こう直ちよくしていた。

「逃げなさい！　ほら、君も……！」

　先生が、自分たちを逃がそうとしてくれているようだ。けれどそれは、目の前のクマが振り回す前足に阻はばまれてしまう。

「ハルカさん──！」

　こちらに向かって叫ぶ、緑の声が遠ざかっていく。先生が、せめて二人だけでもと、緑と照とを連れて行ったのだ。そして──

　周囲を包んでいた狂きよう騒そうが、夜風の奏かなでる木々のざわめきへと転じはじめた頃。

（……あ……）

　はるか昔の思い出へと逃とう避ひしていた意識が、ようやく、徐々に戻ってくる。

　かつての想おもい人にそっくりなゾンビを、野生の猛もう獣じゆうが襲おそっているという、この状況へと。

「はっ……!?」

　ハルカが我に返ったその瞬間、ツキノワグマは、ルネゾンビの肩に嚙みついたままその場に直立した。そして首の力だけで彼の身体を持ちあげると、数メートル先の大木へ思い切り投げつける。

　青年の身体は、人形のようにぐったりとしたまま、宙ちゆうを舞い、叩たたきつけられ──

　ぐしゃっ、という衝しよう撃げき音おんに交じって、何本も骨の折れる音が聞こえる。

（嫌いやっ……！）

　耳を塞ふさぎたくなる。けれどそれより先に、見開いた目に凄せい惨さんな光景が飛び込んできた。

　彼は動かない。両足は地面に投げ出され、その背を大木に寄りかからせ、黄金こがね色の頭は力なくうなだれている。嚙みつかれた肩の惨むごたらしい傷口から血が溢あふれ、制服の白いブレザーを赤黒く染め上げていく。

「噓……」

　震える唇くちびるから、呻うめきのような声が漏もれた。──信じられない。信じたくない。

（だ、大丈夫……きっといつものように、なんでもないって起き上がる……）

　またあのとぼけた顔で、そして温かな声音で、語りかけてくるに決まってる。

（そうなんでしょ？　……そうだって言ってよ！）

　心からの願いを、残ざん酷こくな現実が塗り潰つぶしていく。ルネゾンビはなおも動かない。クマは思いのほか遠くに投げ飛ばされたらしい獲え物ものに向かって、悠ゆう然ぜんと歩を進めていく。

　ちょっとの傷ならすぐ治ると、ルネゾンビは前に言っていた。けれどもし喰くわれて──身体をバラバラにされたなら。彼は果たして、どうなるのだろうか。

（まさか、本当に……死んじゃうの……？）

　──絶望的な光景。それを目撃し、そして、理解した今。

　自分の口からは、勝手に、彼の名を呼ぶ言葉が逬ほとばしり出ていた。

「ルネ、君……」

　もう一度、彼の意識を呼び覚ますように。

「ルネ君!!」

　九年ぶりにその名を呼び掛けると同時に、彼の元へと駆かけ寄ろうとする、のだが。

「来るな！　……けほっ」

　ルネゾンビは初めて、はっきりとハルカを制止した。怪け我がのせいで、大きな声が出せない喉のどで──血の混じった咳せきをしながら。

「……来ないで、ハルカ。君は逃げるんだ」

　真しん摯しな目でこちらを見つめ、彼はもう一度そう告げた。

「や、やだ、そんなの……！」

　まともな返事ができない間に、クマはどんどんルネゾンビに近づいていく。ルネゾンビの瞳は、迫りくる獣けものに向けられる。恐怖するでもなく、許きよ容ようするかのような静けさで。

（どうすれば……！）

　はぁ、はぁと自分の呼吸が乱れているのを感じながら、必死に考える。

（そ、そうだ！　こんな時こそ、力りき石いしさんたちを呼べば……！）

　ルネゾンビの持つ『王』の異能──配下のゾンビたちに意思を伝え、力を解放させる能力を使えば、この状況だって切り抜けられるはず。

　見み出いだした希望は、しかし、思い出したもう一つの事実によって搔かき消される。

（駄だ目めだ！　前に言ってた。あれは『決められた手順通りにしないと発動できない』って）

　ひどく傷ついた彼の身体からは、力が抜けている。もしあの時の彼の挙きよ動どうや、放った言葉が異能の発はつ揮きに必要だというならば、それは今、不可能な話だ。

（どうしよう、私のせいだ……襲われた時、私がぼんやりしてたから！）

　自分を責せめている場合ではないのはわかっている。だが、恐怖に竦すくんだ足は動かない。

　すると──再び、にわかに、ルネゾンビの顔がこちらに向けられた。そしてその顔には、微笑みが浮かぶ。怯おびえるハルカを宥なだめるような、優しい、純粋な笑顔。

「……大丈夫だよ、ハルカ。心配しないで」

　掠かすれた彼の声が伝える慈いつくしみに満ちた言葉が、十年前のリフレインのように響ひびく。

「僕なら、平気だよ。痛みもないし、怖くもない。だって、僕は……もう死んでいるから」

　ルネゾンビの言葉は、風に乗ってはっきりと耳に届いた。

「そんな……！」

　改めてそう告げられて、頭を鈍どん器きで思い切り殴なぐりつけられたような衝撃が走る。けれど彼の言葉は、なおも続く。

「僕は死んでる。だけど……君は生きてる。だから、逃げて。君にもしものことがあったら、そっちのほうが悲しいな」

　だって僕は、君の喜ぶ顔が……笑ってる顔が、見たいから。

　捕食者が迫る中、彼は、ゆっくりとそう告げた。それは転校初日に告げられた言葉──そして今日の昼間、文化祭で告げられた言葉と同じだ。無む垢くな優しさが込められている。

「あ……」

　呆ほうけた声と同時に、自分の目から、一筋の涙なみだが零こぼれたのがわかった。

　どうして今になって、彼の言葉が胸の真ん中に突き刺さったのだろう。彼はいつだって、こんなに優しいのに。大切にしてくれているのに。

（私……）

　──わかっている。彼はとっくに死んでいる。彼の心臓はもはや動いていない。彼はゾンビなんだから。動く死体なんだから。

　それは、既すでにルネゾンビが言っていた。

　それにずっと以前に兄が、こちらが尋たずねもしないのに教えてきた。映画においてゾンビを庇かばう人間は、決まって碌ろくな目に遭あわないと。生きている者は、既に死んでしまった者よりも自分の命を大切にして、なんとしても危機から逃げなければならないのだと。

　それも、ルネゾンビがたった今言った。

（私は……）

　彼は死んでいる。ハルカは生きている。

（それでも、私は……！）

　握った拳こぶしにさらに力を込めて、ハルカは言った。

「逃げるわけないでしょ、馬ば鹿かぁっ！」

　叫びは、思っていたよりも力強く、森に響いた。クマが自分に対して警戒の目を向けたが、意に介している暇ひまなどない。足元に転がっていた石を、素す早ばやく拾う。そして──

「このぉっ!!」

　思い切り、クマに向かって投げつける。石はクマの頭を掠め、森の暗くら闇やみへと吸い込まれていってしまったが、問題はない。

「し……しっかりして！」

　クマが石に気を取られているうちに、急いでルネゾンビの元に走る。痛ましい傷を負ったままの彼の隣に辿たどり着くと、近くに転がっていた石を、もう何個か拾った。

「ハルカ……どうして、こんな無茶を」

「何よ！」

　困こん惑わくと心配の交ざった眼まな差ざしで問いかけるルネゾンビに、きっぱり告げる。

「関係ないよ！　あなたが生きてようが、死んでようが、ゾンビだろうが……私の気持ちには関係ない!!」

　言いながら、本能的な恐怖でまた涙が滲んでくる。──格好悪い、と自分でも思った。

　だからそれを見せないために、彼に背を向け、猛獣に立ちはだかる。

「わ……私はただ、嫌なだけよ。あなたが星くずになっちゃうのが……あなたがいなくなっちゃって、もう二度と声が聞けなくなるのが」

　そう──たとえルネゾンビが既に死んでいて、苦痛を感じはしないのだとしても。

　それでも彼が傷つくのは耐たえられない。

　つまり、関係ないのだ。彼が生きた人間だろうと、ゾンビだろうと。

　不動院ルネ本人だろうと、そうでなかろうと。

　自分たちの間に、越えられない死の陰かげの谷が横たわっていようと。

　──彼を失いたくないという、この気持ちには。

「だから生きてる私には、命ぐらい張らせなさいよ！」

「ハルカ……」

　呟つぶやくような声が聞こえ、しかし──

「ゴァアアアアッ！」

　猛獣の咆ほう哮こうに搔き消される。

　クマは、足をがくがく震わせながらも石を構えているハルカを、敵だと認識した様子で、再びゆっくり歩み寄ってくる。突撃してこないのは、こちらを警戒しているのか。それとも、じっくりいたぶって大人しくさせようとしているのか。

（怖い……！）

　壊れてしまうのではないかと思うほどの速さで、心臓がばくばく動いている。

　迫りくる鋭するどい牙きばと爪に、本能がこれ以上ないほどの警報を発している。

　けれど逃げない。逃げたりなんかしない。

（私の知らないところで、この人をひどい目に遭わせるなんて──）

　そんなの、絶対にごめんだから。

　悲ひ壮そうな覚悟を胸に、けれどきっと死ぬほど引きつった顔をしている自分は、猛獣の目にはさぞかし貧弱な獲物に見えているのだろう。

「く、来るな！　あっち行ってっ!!」
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　手の中の石を何度も投げ、いくつかがクマの身体を打つ。しかし唸うなり声をあげる獣は勢いを変えることなく、数歩の距離にまで近づいてきた。

「っ……！」

　──もう駄目だ。

　自分の命だけでなく、背後の大切な存在をも失うかもしれないという恐怖が、身体から熱という熱を奪うばい、冷たい諦てい観かんへ引きずり込まれそうになる。けれど、その時──

（え……？）

　背後の気配が、緩ゆるむ。そう──ルネゾンビがふと、笑ったような気がした。

　そしてハルカが、それに反応するのよりも早く。

「ギャゥウウウウッ!?」

　接近しつつあったクマが、突然悲ひ鳴めいをあげた。刹せつ那な、眼前に、誰かが降り立つ。

　その影はどうやら、クマの鼻先を蹴けり飛ばしたらしい。獣は鼻を押さえ、数歩後ずさっている。その間に、助けてくれた人物はこちらに向き直り、命令を待つように跪ひざまずいた。

　そう、彼は──
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「あ……あなたは！」

　思わず声をあげてしまう。

「あなたは、あの……謎なぞの男の人!?」

　校舎で、モールで、そして文化祭準備中の校庭で──三度も見かけた、あの端正な白人男性が、中折れ帽ぼうと背広もそのままに、そこにいる。

「……ありがとう。僕を捜さがしに来てくれたんだね」

　ルネゾンビが喋しやべる間も、男性は体勢を変えず、一言も発さない。

「彼を……」

　と、ルネゾンビはクマを指すように言う。

「彼を、絶対に殺さないで。彼も、僕らと同じだ。居場所を失っているだけなんだ」

　その声は凜り々りしく、威い厳げんのある──ゾンビの『王』としてのものだった。

（なんで今、王様っぽい声を……？）

　訝いぶかしむ間もなく、白人男性は、こくりと頷うなずく。そして、ようやく体勢を立て直した様子のクマに対たい峙じした。

（そっ、そうだ、今のうちに！）

　獣と男性とが睨にらみ合っている隙すきに、急いでルネゾンビの隣に戻る。彼はなおもぐったりとしていたが、その顔には、微笑みが浮かんでいた。

「ねえっ、だ、大丈夫？　あなたもだけど、その、あの男の人も……！」

「大丈夫だよ、ハルカ」

　優しい声音で、彼は宥めるように言った。

「彼に任せておけば、心配いらないよ」

（そ、そうは言うけど……！）

　あの男性が何者なのかは知らないが、生身の人間が、クマと戦って勝てるとは思えない。

　そう考える間にも、男性とクマの戦いは始まっていた。

「ゴアアァアッ！」

　空腹と痛みで気が立っているのだろうクマは、左前足を横よこ薙なぎに振り回し、敵の身体を切り裂さこうとする。そこを男性は紙かみ一ひと重えで避よけると、正確に、クマの眉み間けんに一撃を喰らわせた──いつの間に出したのかわからない、サバイバルナイフの柄つか尻じりで。

　次の瞬間、怯ひるんだクマに対して、男性が目にも留とまらぬ速さで攻撃を開始する。

　クマを殺さぬように、ナイフの柄えの部分だけで、彼はクマの身体に打撃を与えていく。

　──しかし！

「危ないっ！」

　ハルカが叫ぶのとほぼ同時、クマがやみくもに振り回した前足の爪が、男性の顔を切り裂いた。凄惨な光景に、思わず目を背そむけそうになる、が──

「えっ!?」

「ね。大丈夫だって、言ったでしょう」

　ルネゾンビが、信頼を感じさせる響きで言った。──それもそのはず。

　切り裂かれた男性の顔は、肌はだは、よく見れば精せい巧こうなマスクだった。つまり、偽にせ物ものだ。

　その偽物の肌の下から現れたのは、青く、腐ふ敗はいして崩ほう壊かいした肌。しょぼしょぼとした茶色い髪かみ。額ひたいに古い血の跡あと。つまり──

「アルフレッドさん?!」

「ヴアアーッ！」

　返事をするように、ゾンビ・アルフレッドは、ナイフを構えたまま吠ほえた。

　──まさか、一番地味で目立たなかった彼が、こんなに強かっただなんて。

　いや、それ以前に──あの、謎の男性の正体だっただなんて。

（そっか……アルフレッドさんはきっと、監かん視しじゃなくて護ご衛えいをしてたんだ！）

　学校でもモールでも、『王』を守るために、彼は普通の人間に変装して行動していた。

　数日前、モールで騒さわぎが起きた時に監視カメラがすべて壊れていたのも、きっと彼の働きだ。つまりあの男性は、組そ織しきや政府の追っ手どころか、完全なる味方だったのだ。

「……アルフレッド、時間を稼かせいでくれてありがとう」

　ルネゾンビが、静かに告げる。

「まだ……身体の修復には、けっこうかかりそうなんだ。でも、問題ないね」

　再び戦闘に突入したアルフレッドに対し、ゾンビの王は、空を仰あおいで続ける。

「ほら。……みんなも捜しに来てくれた」

　彼がそう言うのに呼こ応おうするかのごとく──

『オォォオオオオーッ！』

　比較的足の速いバート、アーネスト。続いてジョセフィーヌと、イザベル。さらに、デイブとゾンビ三兄弟たちが、校内で騒ぎを聞きつけたのだろう、山道を登ってこちらに向かってくる。──夜道を、ゾンビが唸り声をあげてやってくるなんて、普通なら、恐怖にかられるだろう場面だ。しかし今、彼らの姿は、どんなヒーローよりも眩まぶしく見えた。

「ケケケケケーッ！」

　バートが嬉うれしそうにせせら笑うと、その異常な跳ちよう躍やく力りよくでクマの頭に飛び付き、相手の目を覆おおった。クマが慌あわててもがき、彼を振り払えば、ジョセフィーヌとイザベル以外のゾンビたちが、野獣の周りを既に取り囲んでいる。

「アァー……」

「ウゲウ、オァァァアーッ」

「アァア……アゲォアアーッ」

　怒りの唸り声をあげているゾンビたち複数に囲まれ、クマはたじろいだ様子を見せた。

　振り回した前足が、何度かゾンビたちを掠める。けれどもその程度の衝撃で、彼らは倒れはしなかった。仮に倒れても、何度も立ち上がり、また周りを囲んで唸り声をあげる。

　まさに、ゾンビでなければできない戦い方がそこにあった。

（すごい……）

　そう思いながら固かた唾ずを吞のんで見守っていると、ルネゾンビの隣に移動してきたジョセフィーヌが、気だるげな態度を崩くずさぬまま、大きく開かい襟きんしたナース服の胸の谷間から、一本の注射器を取りだした。

「って、注射……？」

　なんで今ここで注射器なんか？　と呆あつ気けにとられていると、ジョセフィーヌが心底だるそうに唸る。

「アー、ウァオアゲアゲオ……」

　そして彼女は注射器の針を、止める間もなくルネゾンビに刺した。すると──

「う、んぐっ……！」

　薬液を受けたルネゾンビは、背中を曲げて苦しげに呻く。その青い肌に、びきびきと細かな血管が浮かび上がるのが、はっきりと見えた。

「そんな……!?」

　一気に背が、ぞっと粟あわ立だつ。

「ちょっ、ちょっと！　一体何して……！」

　ジョセフィーヌに食ってかかる。けれど抗議に対し、ジョセフィーヌはただ、彼女の王をひょいっ、と指さしただけだった。まるで、頼まれたからやったのだとでもいうように。

「え……？」

　果たしてルネゾンビの身体に、変化が訪れている。あちこちに負っていた傷が、まるで映像を逆再生しているように、みるみるうちに塞がっていく。やがて彼は、わきわきと己の両手の指を動かした後──

「ふっかぁつ！」

　気の抜けた、能天気な叫びと共に、その場に立ちあがったのだった。

「え……」

　あまりの展開に目を瞬しばたたかせてしまう。

「え、ね、ねえ！　本当に、き、傷が治ったの？」

「うん。ほら、もうほとんど塞がったよ。肩の傷は、治るまでまだちょっとかかるけど」

　ルネゾンビは、なんでもないといった調子で笑ってみせた。

「なっ……」

（私はまたてっきり……し、心配させないでよね！）

　思わずがくりと脱力してしまうが、彼は続けて、朗ほがらかに述べた。

「ジョセフィーヌは、彼女にしか扱えない薬を持ってるんだ。僕たちの身体の修復を早める薬とか……だから、医い療りよう担当なんだよ」

「そ、そうなの」

（てっきり、コスプレしてダラダラしてるだけの人かと思ってた……）

　視線を向ければ、彼女は仕事が終わったとばかりに、木に寄りかかって爪を弄いじっていた。

「……それから」

　と──ルネゾンビはおもむろに、彼の右目を覆う包ほう帯たいを外す。以前見たのと同じ、眼がん窩かよりも大きな空くう洞どうが外気に晒さらされる。それと同時に、彼は表情を凜りん然ぜんたるものに変えると、刺青いれずみを眼前に掲かかげて言った。

「──パスコード入力。我、曾かつて死にたりしが活ける者。最いや先さきと最いや後はて。七つの燭しよく台だい。七つの星。死と冥よ府みの鍵かぎ。──パスコード、承しよう認にん」

　あの神こう々ごうしい青い光が彼の右目に宿り、夜の深い闇を照らしていく。

　彼の肌に生気が宿り、かつての不動院ルネを思わせる麗うるわしい面めん貌ぼうが現れる。

（あれこそが、ゾンビの『王様』の力……！）

　ハルカはただ、その光景を目に焼きつけるばかりだった。

「モード・アポカリプス。目覚めよ寄生王オルクス・オーバードライブ！」

　すさまじい光に合わせて、かつて耳を劈つんざいたのと同じ謎の高音が周囲に鳴り響いた。

「よし。これで問題ないね」

「も、問題ないって……？」

　よくわからずに問いかけると、ルネゾンビが、目の光はそのままに、山道を指す。

「助けを呼んだんだ。これで、クマも家に帰れると思うよ」

　そして、彼の指した方角から、大地を揺ゆらして突進してきたのは──

「ゴァアアアアーッ！　ガァアアアウ!!」

「ワン！　ヴァル、グルルル、ガアアッ！」

　剝むき出しにした歯の間から、恐ろしい咆哮を逬らせるラスボス系ゾンビの力石と、彼を先導するように走るゾンビ犬のケビンだった。ハルカの家から、ここまでやって来たのだ。

　ケビンはこちらの眼前まで辿り着くと、力石に伝えるように、一ひと際きわ大きな声で鳴いた。

「ヴォン！」

「ガァアアアアー!!」

　力石の姿を確認すると、ゾンビたちは一いつ斉せいにクマの囲みを解く。ほぼ同時に力石が、駆けつけてきた勢いのままにクマに突撃すると、そのまま、取っ組み合いの戦いを始めた。

「ガアアァアッ!!」

「ウウヴウウウヴウーッ！」

　もはやどちらがどちらの唸り声なのかわからない。だが明らかに、クマよりも力石の腕力が上のようだ。力石はクマを地面にねじ伏せると、その身体を羽は交がい締じめにした。

「よし。今だ！」

　ルネゾンビはこの上なく凜々しい表情で、厳げん命めいするように力石に告げる。

「力石、限定解除！　フォームガンマ!!」

「ウォォォォーム！」

　巨体ゾンビの白い眼まなこが、天に向かって大きく見開かれる。そして彼の背から、身に纏まとうラバースーツをぶち破り、肉の膜まくで構成された大きな翼つばさが生えてきた。

　そうして力石は、クマを羽交い締めにしたまま、空高く舞い上がり──

　遠くの山奥へと、飛び去っていったのだった。

「……これで彼クマは、家に帰れるかな」

　その光景を眺ながめながら、再び包帯でその目を覆いつつ、ルネゾンビはぽつりと呟いた。

（へ、へえ……第三形態は……空、飛べるんだ……）

　ハルカは、力石とクマが空の小さな点になるまで、ついぼんやりしてしまうのだが──

「っ、そうだ！」

　気抜けしてしまっていた意識を立て直し、傍かたわらのルネゾンビに、慌てて問う。

「で、その！　あ、あなたは怪我とか……本当にもう、平気なの!?」

　胸が、心配で張り裂けそうだった。彼が助かったという喜びと、安心と、さっきまでの恐怖とが、頭の中でぐしゃぐしゃのマーブル模も様ようになっていて、どうしようもない。

　しかしルネゾンビは、普段と同じふにゃっとした笑顔を浮かべ、手をふらふらと振った。

「僕は平気だって。肩ももうじき治るよ。ううん……それよりも」

　どこかはにかんだ表情で、彼は続ける。

「ハルカ、さっきはありがとう。僕のために君が戦ってくれるなんて……君に守ってもらえるなんて、なんだか、すごく嬉しかったな」

「っ！　べ、別に！」

　改めて礼を述べられると、恥はずかしくなって、ついまた強がってしまう。

「私は別に、一人だけで逃げるなんて、寝ね覚ざめが悪くて嫌だったってだけで……そもそも私のせいであなたは怪我したわけだし……とっ、当然のことをしただけって、いうか」

「君は勇ゆう敢かんだね。うん、そうだ……そういえばさっき僕を、名前で呼んでくれたよね」

「へっ!?」

　──そういえば確かに、どさくさに紛れて彼を『ルネ君』と呼んでしまった気がするが。

「あっ、あれは……！」

「僕のこと、君はなかなか名前で呼んでくれないから。あれも、嬉しかったな」

「ちちち、違うよ！　その、あれはなんていうか不可抗力で……！」

　彼を名前で呼んでいなかったのは、幼おさない日に婚こん約やくを交かわした不動院ルネと彼とを、同一人物だと思いたくなかったからだ。けれど今は──もう、取るに足らないことのような。

「つい、咄とつ嗟さに、仕方なく……よ。あんたが……幼おさな馴な染じみと似てる、から……」

　そんなふうに言いながら、なんだか、自分がつまらない真ま似ねをしている気分になってくる。しかしルネゾンビはといえば、そんなハルカを優しく見ているだけだ。

「うーん……たとえ君にそのつもりがなかったんだとしても。僕は、とても嬉しかったよ」

　彼はそうきっぱりと告げると、とりなすように、こちらの肩に右手を置いた。

（あ……）

　温もりのない、彼の手。それでも心にまた、明るく温かい光が灯ともるのを感じた。

　どことなくほっとして、彼の顔を見れば──彼は変わらず、穏おだやかな、優しい笑みを湛たたえている。その笑顔を見るだけで、心の中に青空が広がっていく。

（ルネ君）

　心の中で、もう一度彼の名前を呼んだ。

（私……好きっていうのがどういう気持ちか……思い出せたかも、しれないよ）

　心の中で告げるだけでなんだか照れ臭くさくなって、顔が熱くなってしまう。

　でも今思い浮かべた言葉は、自分の本当の気持ちなのだと、はっきり感じた。

　──そんなふうに、考えていたら。

「とにかく僕は、君が無事で…………」

　微笑みのままで語っていたルネゾンビの言葉が、ふと、止まる。

「──あれ？」

　次いで彼があげた声は、いつになく、いやに硬質な響きだった。

「え？」

　ルネゾンビの手が、ハルカの肩から離れる。何ごとかと顔を上げて彼のほうを見やるが、俯うつむいている相手の顔は、夜空の下でははっきりと見えない。

　彼はそっと、自分の喉の辺りを、右手で撫なでている──？

「ウガ……？」

　アルフレッドも、心配そうに近づいてくる。

　それでもしばらく、ルネゾンビは何も言葉を発さず──

　やがて彼は静かに、いつになく早口で呟いた。

「そうだ。何か、おかしいと思ってた」

「ちょっ……一体、どうしたのよ」

「ハルカ」

　ぽつりと名を呼ぶと、ルネゾンビは、その青い左目でまっすぐにこちらを見てきた。

　──笑みが消えている。

「今まで、ごめんね」

「ごっ、ごめんねって」

　何が。と、問おうと思った瞬間。




　唐とう突とつに、ルネゾンビは──自らの右手を、塞がりかけの肩の傷に突き入れた。
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　──今までごめんね。そう告げた後、ルネゾンビは、自分の傷口を自ら抉えぐった。

「へ──？」

　馬ば鹿かみたいな驚おどろきの声を漏もらしたのが自分自身だと気づくのに、ハルカは数秒かかった。

「かはっ……！」

　掠かすれた声が、ルネゾンビの口から漏れる。

　それでもなお、彼は、己の肩の傷を抉る手の動きを止めようとしない。

　ぐちゅぐちゅと自らの血と肉とを搔かき混まぜるように、わざと傷口を無理やりこじ開けるように、ルネゾンビは自らの身体からだを弄まさぐり続けている。執しつ拗ようなまでに──

「ちょっと……」

　呆ぼう然ぜんとしていたハルカはようやく、言葉を紡つむぎだせた。

「ちょっと、何やってるの……ごめんねって何よ……こっ、答えなさいよ!?」

　必死に呼びかけ、彼の手を押さえる。それでもなお、彼はこちらに目を向けることもなく、まるで壊れてしまった人形のように、自分を傷つけ続けている。

「ウォオオ、オアアアー！」

「アギアァア！」

　ゾンビたちも、戸惑ったように唸うなっている。

　やがてアーネストが、彼らの『王』を止めようと、よたよたと歩み寄ってきたが──

「ヴェアア！」

　アルフレッドが一いつ喝かつするように吠ほえ、それを制止した。

（なんで……？　なんで止めないの？　アルフレッドさんは何か知ってるの？）

　疑問を口にするより早く、アルフレッドはこちらに向き直り、今度はハルカの手を、ルネゾンビから引き剝はがしにかかる。

「や、やだ……！」

　抵抗するが、しかし、彼の力は強い。あっという間に、ルネゾンビから引き離されてしまった。そして、次の瞬間──

「きゃああぁっ!?」

　思わず、悲ひ鳴めいをあげる。アルフレッドがルネゾンビの肘ひじに手を置き、まるで駄だ目め押おしとばかりに思い切り、さらに深くその手を肉体へと押し込ませたのだ。

「ぐはっ、かっ、あ、こ、ぉ……！」

　もはや声と呼べる声すら発せなくなったルネゾンビの青い肌はだが、さらに青黒くなっていく。その口の端はし、そして深々と突き刺さった手と肉との間から、濁にごった赤色の血がとめどなくぼたぼたと零こぼれていく。なのに彼も、アルフレッドも、破壊の動きを止めない。

「やめてぇっ！」

　アルフレッドは、さっき、一番にルネゾンビとハルカとを助けてくれた。その彼が、自分たちのリーダーを傷つけるようなことをするなんて──

「やめてよ！　な……」

　なんでこんなことを、と問うより早く、ルネゾンビの手が喉のど元もとに達す。ぶちゅっ、というトマトを潰つぶしたような音の後──拳こぶし大だいの赤黒い肉の塊かたまりが、ぼたりと地面に落ちた。

「ひぅっ！」

　もはや正視もかなわずに、ハルカはさっと視線を逸そらし、手で口を覆おおった。

（嫌いやっ、こんなの嫌だよ……！　どうして……せっかく私たち、助かったのに！）

　何が起こっているのかわからない。それとも、何かが遅すぎたとでもいうのか。

（せっかく……やっと私、あなたのこと──！）

　堪こらえ切れずに、涙なみだが一筋、頰ほおを伝った。すると──ほどなくして。

「……あったぁ！」

　ルネゾンビの、どこか吞のん気きな、しかし新鮮な驚きを漂ただよわせた声こわ音ねが、耳に届く。

「あった。これだ。大事なもの、ずっと忘れてたもの……やっと、見つけたよ」

（え……？）

　事態が吞のみ込めず、未いまだ目を逸らしたまま、こちらが内心困こん惑わくしていると。

「ごめん、アーネスト、心配かけて。アルフレッド、手伝ってくれてありがとう。ジョセフィーヌ、悪いけど、もう一回注射して。さすがにこの傷は、ハルカに見せられないよ」

「アァー」

　不ふ機き嫌げんそうなジョセフィーヌの声の後、ややあってから、ルネゾンビが声をかけてきた。

「……ハルカ」

　もう一度。

「ねえハルカ、もう大丈夫だよ。こっちを見て」

「っ……ほ、本当に、大丈夫なんでしょうねっ……」

　思い切って、視線を彼に戻す。するとそこには、すっかり傷が塞ふさがったルネゾンビが、どこか気き恥はずかしそうな様子で立っており──彼は右手に、何かを握にぎっていた。

「ねえ、ハルカ。……これを見て」

　そうして彼が開いた手のひらに乗っているのは──

「あっ…………!?」

　──血まみれになった、玩おも具ちやの『婚こん約やく指輪』。見間違えなど、決してしない。

　九年前に交かわした、結婚の約束の象しよう徴ちよう。かつての不ふ動どう院いんルネが、アメリカに渡る時に持っていったはずの、ハルカとの思い出の結晶が、今、ルネゾンビの手の中にある。

　──婚約指輪が、あった。ルネゾンビが、それを持っていた。

　瞬間、様々な感情が心の中になだれ込んでくる。

　ぐちゃぐちゃの混合になった感情が、胸の鼓こ動どうをどんどんと激しくさせていく。

「そ、それ……それ、は……」

　唇くちびるが、足が震ふるえて、まともに喋しやべれない。一度止まった涙が、再び溢あふれはじめる。

「それは、こ、婚約指輪──ど、どこに、それが」

「うん……僕も、よくわかってなかったんだけど」

　ルネゾンビは、右手で指輪を見せたまま、左手で己の喉を指さした。

「ずっと、ここ……喉の奥に、引っかかっていたみたいだ。気道を塞いでただけだったから、これまで気づかなかったんだけど……さっき、クマに嚙かまれた傷が癒いえていく時に、なんとなくこの辺りに、違い和わ感かんがあるなって。それで、そう思った瞬間に」

　彼は、目を伏せる。

「急に……思い出せたんだ。僕と君が九年前、なんの約束をしてたのか。そして、ここに大切なものが隠かくされているような気がして……いてもたってもいられなくなって、身体の中を自分で探したんだ」

　なんで僕、こんなところに指輪を隠してたんだろう？　なんて、彼は言うけれど。

「ば、馬鹿！　何考えてんの。急に自分で自分を傷つけるなんて……アルフレッドさんまであんなことするもんだから、お、驚いたじゃない」

「びっくりさせてごめんね、ハルカ。それに……これまでずっと約束を思い出せなくて、本当にごめん」

　さっき謝ったのは、そのことについてだったようだ。彼は頭を下げた後、こう続けた。

「でも、僕の言った通りになったでしょ」

　ルネゾンビ──否いな、不動院ルネは、昔と変わらぬ微笑ほほえみと、凜りんとした声で語る。

「ゾンビより怖こわいものは、この山に出ないって。それに──必ず僕が守ってあげる、って」

「え……！」

　それは、十年前に共に後夜祭に参加した時に、ルネが口にしたのと同じ言葉。

　あの『月の王子様』のようにハルカを守ってくれるという、優しい、王子様の言葉だ。

（ルネ君……！）

　──何も応えられずにいると、やがて彼は、普段と同じぼんやりした顔に戻る。

「うーん。でも、今回は君を危ない目に遭あわせてしまったから、ちょっと違うかな？」

「ば、馬鹿っ……」

　やっぱり、ルネはルネだった。生きてようと、死んでようと、変わらなかった。

　そう思うと、身体が勝手に動いていた。

「馬鹿ぁああっ！」

　叫ぶと共に、思い切り、ルネに抱きついてしまう。

　血の通わない彼の身体は冷たくて、けれど、確かにそこに存在していた。それが今は、何よりも嬉うれしかった。ルネは震えるハルカの肩を、しっかりと、抱きとめてくれる。

「泣かないで、ハルカ。僕はもう、どこにも行かないよ」

　──そんなふうに言われたら、勝手に溢れてくる涙を止められなくなってしまう。

　そのまま、しばらく、まるで九年前の浜辺と同じくらい、ハルカはずっと泣いていた。

「おぉおーい、ハルカ！　みんな！　無事か！　もうすぐ警察と猟りよう友ゆう会かいが来るぞ！」

「アァ、アアゥアー！」

　自宅から、兄・冬ふゆ貴きとゾンビメイドのキャサリンが駆かけつけるまで──ずっと。







　そして──それからしばらく後。

「はぁ。まったく、とんだ騒さわぎだったよ」

　努めていつもの調子で、ハルカがぽつりとそう言うと、ルネが返事する。

「うん……後夜祭は、残念だったね。僕、『蓬よもぎ』の文字が燃えるところを見てみたかったな」

「それどころじゃなかったでしょ！」

　波の音を背景に、ぴしゃりと言い放った。

　──ここは、高校から離れた、自宅近くの浜辺。クマ騒そう動どうが一段落した今、ハルカとルネは、二人で砂浜に座っている。夜空は晴れ渡り、大きな月と、満天の星が見えた。

「まああの後、先生や警察の人たちをうまくごまかせたのはよかったけど……お兄ちゃんが、ゾンビ対クマに妙みように興こう奮ふんしだしたのは大変だったよね。俺も見たかったとか、家で寝てなければよかったとか喚わめくから、集まった人たちもびっくりしちゃってさ」

「あはは。でも、無事でよかったよ。力りき石いしもあの後、ちゃんと戻ってきたし……あのクマも、君のお友達も……もちろん君も。本当に、無事でよかったよ」

　穏おだやかにそう語る彼の顔を──実はさっきから、全然まっすぐに見られていない。

　視線は逸らしたまま、自分の激しく鼓動している胸をそっと撫なでる。

（うう……ど、ど、どうしよう。ちっとも落ち着かない。普段の調子で喋れば、気持ちも元通りになるかと思ったけど）

　あのルネゾンビは、九年前からさらに素す敵てきになったルネ君だった。

　しかも自分は、彼に泣きながら抱きついてしまった。──恥ずかしい。

（も、もう気安くツッコミ入れたりできない……！）

　そんなふうに、どぎまぎしていると。

「……ねえ、ハルカ」

　彼の体温のない右手が、そっと、こちらの頭を横から撫でてきた。

「ハルカ、こっちを見てよ」

「う……っ」

　ちらりと視線を送ると、ルネは優しい笑顔を見せている。月の光に照らされたそれは、幻想的で、蠱こ惑わく的ですらあって──素直にならざるを得ない、そんな力を持っていた。

「っ、たく、しょうがないな！」

　何がしょうがないのかは自分でもわからないが、とにかくハルカは、まっすぐにルネのほうに向き合った。すると彼は、満足げに微笑む。

「ああ、よかった。……君がこっちを見てくれないと、寂さびしいからさ」

「し、知らないよ、そんなの。それよりも」

　と、彼が握る左手に目を向ける。

「あの……えと。その、あなた、どこまで思い出したの？　なんで指輪が喉のとこにあったのか覚えてないって、さっき言ってたけど」

「うん……そうだね」

　真面目な表情になると、彼は、開いた手のひらの上の指輪──既すでに血は拭ぬぐい取ってあるそれを、じっと見つめた。

「思い出せたのは、指輪についてと、君と交わした約束──あと、そう、父と母について」

「え！　ご、ご両親のこと!?」

　かつてルネと一緒にアメリカに渡ったっきり、連絡のつかなくなったルネの両親。以前話した時、ルネは、両親の存在そのものすら忘れてしまっていたのだが──

「……僕をこの身体にしたのは、僕の父と母だ」

　ルネは、はっきりとそう言った。

「ええっ!?　そんな……」

「二人は科学者で……医い療りよう系の研究をしていた。そこからなぜ、ゾンビを作る研究なんて始めて、しかも僕をこの身体に──ゾンビの王様にしたのか──それは、まったく思い出せない。そもそも自分が死んだ時のことすら、僕は何も覚えていないんだ」

　辛つらそうに眉まゆを顰ひそめ、包ほう帯たいの上から右目の空くう洞どうを撫でつつ、彼は続ける。

「そして、そう……僕と仲間たちが元々いた、白い服の人たちのいる場所とは、研究所だ。そこが燃えてしまった時、両親がどうなったのかも、覚えていない。でも、なんとなく思う。きっと二人は、望んで僕をゾンビにしたわけじゃない。きっとどうしようもない事情が、あったんだよ……」

　語り終えて、ルネは、自分の右手首に刻きざまれた文字──『[image: ]アルフア[image: ]オメガ』の刺青いれずみを、左手の親指で撫でた。──思い出せない、凄せい惨さんな過去を探さぐろうとしているのだろうか。

　けれど、心配はいらない。確信をもって、ハルカは、力強く彼の言葉に頷うなずいた。

「そうね、きっと事情があったんだよ。あなたのご両親、とても優しい人たちだったもの」

「うん。……ありがとう、ハルカ」

　ほっとしたように笑むと、彼はそのまま、ぽんぽんとこちらの頭を撫ではじめる。

「僕が何者なのかは、自分でもまだ、よくわからない。けど……君を守れて、本当によかった。この身体だからできることだって、あるんだよね」

「う……!!」

　自分の頭を撫で続けるルネに、何も言えない。──わかっている。ルネの振る舞いが、以前と大きく変わったわけじゃない。変わったのは、こちらの気の持ちようというやつだ。

「あ、あのね。う、う、嬉しくなんかないよ……あ、頭撫でられても、ぜ、ぜ、全然」

　ぐるぐる混乱した頭で告げると、相手は、さっと手を引っ込めた。

「えっ……あ、ごめん。嫌だったかな」

「い、い、嫌じゃない、よ」

　矛む盾じゆんした発言をしそうになって、ぱちんと自分の頰を叩たたく。

（ああ、やだやだ！　わけわかんない行動なんて、お兄ちゃんを笑えないよ）

　一人で、混こん沌とんとした気分になっていると。

「……そうだ」

　と、ルネが急に、いつものように気の抜けた声になって言った。

「大事なことがあった。ハルカ、ほら……空を見上げてごらん」

「そ、空……？」

　見やれば、彼は、夜空の一点をそっと指差している。同じ方向に視線を向けると、ちょうどその時に、一筋の流れ星がさっと煌きらめき、暗くら闇やみを通り過ぎていった。

「……綺き麗れい」

　我われ知しらず、素直な言葉を零していた。

「ハルカ」

　ルネの手が、今度は、こちらの手をそっと握る。

「え、あっ」

　冷たい感触に、そして湧わきあがる恥ずかしさに身じろぎしてしまうけれど、でも──

　今この瞬間がとても甘くて美しいと、決して忘れたくないと、自分の本心は言っている。

「ル、ルネ君……」

　彼の包帯に覆われていない左目が、こちらをじっと見ている。その瞳ひとみに、視線を合わせる。──見つめあってしばらくした頃、手を握ったまま、ルネは言った。

「さっきの流れ星……イザベルに頼んで落としてもらった、廃はい棄き衛えい星せいだよ。女性は星を見るのが好きだって、アーネストが言ってて」

「スケールのでかい馬鹿やらないで！」

　結局、甘い空気はぶち壊しになってしまった。







　そして──一週間ほど経たった朝。

「ふぁあ……おはよう」

「おはよう、ハルカ。昨日はよく眠れた？」

　先にテーブルについていたルネが、微笑みと共に問いかけてくる。

「うーん、まあね。ちょっとテスト勉強に手間取って、あんまりちゃんと寝れてないけど」

　そう語る自分も、ルネも、同じく制服姿だ。

「……ウー、アゲァウゲェ」

　椅い子すに座ると、ゾンビメイド・キャサリンが、コーヒーと朝食を出してくれる。

「ありがとうキャサリンさん。わっ、朝からフルーツサンド？　相変わらず美お味いしそう！」

　胸を躍おどらせながら告げると、キャサリンは、きゃっと照れたように頰を手で押さえた。

　部屋の向こうでは、イザベルがパソコンを弄いじっているし、天てん井じようをバートが這はっている。

　アルフレッドやアーネストたちは、リビングにいるだろうし、トイレからは騒そう々ぞうしい音がするので、きっとまた三兄弟とデイブがトイレの順番待ちをしているのだろう。

　庭では力石とケビンが、フリスビーで遊んでいた。

　ゾンビたちとの日常は、すっかり、本当の意味での日常になっている。

　そして日常といえば、この人物も──

「おいーっす！　諸君！　キャシー！　不動院君！　ついでに愚ぐ妹まい！　おはよう！」

「アゲァウゲェ」

「おはようございます、お兄さん」

「お兄ちゃん、朝からうるさい」

　コーヒーを飲みつつ指し摘てきするが、兄・冬貴は気にした様子もなく、フンと鼻を鳴らした。

「そんなふうに言っていられるのも、これを見るまでだ。刮かつ目もくせよ！　これこそが俺の知識と技術、学術的才能のすべてを注ぎ込んだ叡えい智ちの結晶！」

　ばん、と彼がテーブルに叩きつけたのは──ファイルに綴とじられた、大量の紙の束。

「その名も、『ゾンビ語辞典』！」

「おぉーっ」

　ルネが感かん嘆たんの声をあげ、キャサリンはぱちぱちと盛大な拍手を送っている。

　満足げに、兄は思いっきり背を反らした。

「フッ、好きなだけ褒ほめるがいい。これは俺がこれまでに集積した言語資料コーパスを元に、分析・解かい釈しやくの末に整理した、世界最さい新しん鋭えいかつ唯一のゾンビ語辞典だ」

（はあ……まあ、そりゃすごいのかもしれないけど）

「でもさ、お兄ちゃん」

　ぱらぱらと紙の束をめくりつつ、疑問を口にする。

「これ、例えば同じ『アー』でも、なんか意味がたくさんありすぎじゃない？　『あれ』とか『はい』とか『赤』とか『思い出の下着』とか……区別できるの？」

「フン、高校生程度の知ち見けんで俺にモノ申すつもりか。言わせてもらえば、日本語だって、同音多義語で溢れかえっているだろうが。それに微び妙みような発音の違いや音の高低、文脈的な要素を加か味みすれば、意味の判別は容よう易いに可能だ！」

「うーん……僕はすごいと思いますよ、お兄さん」

　ルネが、心から感心した様子で言った。

「かなりの精度だと思います。……あの、それで、これから先はどうするんですか？」

「よくぞ聞いてくれた。まずは新しい語ご彙いの収集と、辞書の改かい訂ていだな。それから後は、『ゾンビ語会話』の本を作成する！」

「か、会話ぁ？　こっちがゾンビ語で喋るの？」

　必要ないのでは、と思いつつ言ったのだが、兄はさらにふんぞり返る。

「そうだ。うちにいるゾンビは、皆こちらの話す日本語を理解するが……もし将来、別のゾンビに会う時があったとして、そいつらが俺たちの言語を認識できるとは限らんからな。無む策さくな対話を試こころみて、無む為いに散った命が、かつてどれほど多かったか（映画で）」

「はあ……それで？」

「しかしこれからは、そんな悲劇は起こらない！　なぜなら俺の本では、日常の多彩な場面で使えるゾンビ語会話を収録する予定だからな。例えば『殺さないでください』、『私を食べると食中毒になりますよ』、『向こうのリア充じゆうのほうが肉付きがいいですよ』あとは」

　突然、兄は頰を赤らめる。そして照れ隠しのように眼鏡めがねを押し上げ、ぼそっと口にした。

「あ、あとは……あ、あ、『愛してる』……とか……なっ」

「ヴォッ!?」

　途と端たんにキャサリンが、ぴくりと身体を震わせ──そして、両手で顔を覆う。

「ウ、アゥウ……ウォアガォウ……」

「よっ、よ、よせよキャシー！　こんなところで！　みっ、みんなに聞かれちゃうだろぉ」

（キモっ）

　──もちろん、キャサリンさんがキモいのではない。兄がキモい。

「えぇい、もう！　付き合ってらんないよ！」

　コーヒーを一気飲みし、フルーツサンドを素早く味わうと、椅子から立ち上がる。

「ルネ君！　ノロケになんて構ってないで、早く学校行こう！　もうあんまり時間ないし」

「え？　……あ、ハルカ、ちょっと待って！」

　キャサリンからお弁当を二つ受け取ると、ルネは、一つをこちらに手渡してくれた。

　かたやキャサリンは、すぐにまた、冬貴との嬉し恥ずかしタイムに突入している。

（いつからあの二人、あんな関係になったんだろう）

　まあ、幸せそうだからいいけど──などと思いつつ、弁当を鞄かばんにしまう。

「キャサリンさん、お弁当ありがとう！　行ってきます！」

　一応声をかけてから、ハルカはルネと一緒に玄関を出た。──今日も学校だ。

「そういえばあなたは、テスト勉強したの？　まさか、全然？」

「うーん……僕、よく考えたら、君よりも二つ年上だからさ。高校は卒業したはずなんだよね。古典とかはよくわからないままなんだけど……たぶん、大丈夫じゃないかな」

「甘い。そんなこと言って、赤点取っても知らないからね」

「あはは……」

　かつて望んだ、後に望むことすら忌いみ嫌ってさえいた、穏やかな語らいの時間。

　それが今は当たり前になりつつあることに、感謝しつつ──

「あれっ」

　笑ったルネが、己の金きん髪ぱつを搔き上げたその手を見て、気づく。

「あ、あ、あんた！　なんで左手の薬指に、指輪なんかしてるわけ!?」

　それは、かつての約束の『婚約指輪』。

「……えっ？」

　彼は自分の左手をまじまじと見てから、首を傾かしげる。

「ええと……。婚約指輪って、左手の薬指じゃ、なかったっけ」

「なっ……あ、あんたねえ！」

　かあっ、と顔が赤く染まっていくのを感じながら、まくし立てる。

「どうしてそんな恥ずかしいことが平気でできるの！　そんなの嵌はめてったら……照てるちゃんや緑みどりちゃんに、何を言われるかわかんないじゃない」

「うーん……きっと『よかったね』って言ってくれると思うけど」

「そ・れ・が恥ずかしいの！」

　言い終わって、肩で息をしつつ、とんでもない事実に今さら気づく。

「そ、そういえばあなた……！　私との約束、思い出したって言ってたけど。どっ、どういう約束なのかも……わかってるっていうの!?」

「えっ？　……うーん……」

　ルネは、もう一度指輪を見つめた。それからハルカに向かって、何気なく言い放つ。

「つまり僕は……君と結婚するって、約束してたと思うんだけど」

「なっ…………！」

　ぼっ、と音が出そうな勢いで頰が熱くなる。思わずさっと俯うつむいて顔を隠すけれど、一方で、ルネは首を傾げている。

「ううん……おかしいな。違うの？　僕、また何かしくじったのかな」

「う……あ、ええと、その……」

（ま、まさかほんとに思い出してただなんて、思ってなかったから……！）

　なんて答えればいいのか、全然わからない。どぎまぎしながらも、なんとか鼓動を抑えようとしているのに、ルネが顔を覗のぞき込んでくるものだから、余計に胸が高鳴ってしまう。

「ハルカ……？」

　眼前に美しい黄金こがね色がちらつき、澄すんだ青空色の瞳が迫る。ちょっと訝いぶかしげな表情であっても、そう、肌が青くっても、その顔立ちは本当に──本当に、美しい。
















「っ、あ、あ……あのねえ！」

　だからつい、また強がって照れ隠ししてしまう。

「あんた、ば、ばっ、馬鹿じゃないの！　けけ、結婚の！　やっ、約束なんて！　そんなの、その……ええと……いいえ！　とにかく、高校生が結婚なんてできるわけないでしょ！」

「そうなの？　うーん……じゃあ、僕は何を……」

「知らないっ、自分で考えれば！」

　結局何が言いたいのか、我がことながら意味不明なのだが、とにかく今は真っ赤になってしまった顔を扇あおいで冷やすので精一杯だ。

（まったくもう……記き憶おくがちょっと戻っても、マイペースなとこは変わんないんだから）

　内心ぶつくさ言っていると、ルネがこちらに問いかけてくる。

「ううん……じゃあハルカは、あの指輪はどうしているのかな。着けないの？」

「ふん！」

　腕組みして、顔を背そむける。

「着けるわけないでしょ、馬鹿馬鹿しい。わっ、私はあなたに感謝してるし、一緒にいるのは、その、た、楽しいけど……それはそれよ！」

「それはそれって？」

「うるさい！　もうすぐ学校なんだから、静かにしてよね!!」

　──照れ隠しで、そんな言葉ばかり口にしてしまうけれど。

　あの日の指輪は、今も大切に、胸ポケットの中に入れている。
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　こんにちは、西にし台だいもかです。この本をお手にとってくださり、ありがとうございます。

　ゾンビ映画が好きな方にも、そうでない方にも、少しでも楽しんでいただければとても嬉うれしいです。あなたの素敵なゾンビコレクションに、ぜひこの作品を加えてくださいね。

　あと、もしこれを機きにゾンビ映画を見てみようかなと思う方がいたら、とりあえず『ナイト・オブ・ザ・リビングデッド／死し霊りよう創そう世せい紀き』をおススメしておきます。『ドーン・オブ・ザ・デッド』も面白いと思います。変わり種が見たい方は『ゾンビ・ヘッズ　死にぞこないの青い春』とか見てみてください。もう見た？　それは失礼しました。

　この小説を書くにあたっては本当に多くの方々にお世話になりました。作品に携たずさわってくださったたくさんの編集者様方、そして素す晴ばらしいイラストを描いてくださったイラストレーターのＭＡＣＣＯ先生に、心からお礼申し上げます。

　また皆様にお会いできたら嬉しいです。
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　ショッピングモールでの事件から二日ほど経たった、ある朝──午前五時頃の住宅街にて。

「──本当に、この時間帯って人がいないのね」

「うん。僕の言った通りでしょう、ハルカ」

「ウォォー……」

　呟つぶやくハルカの隣となりを歩くのはルネゾンビ、そしてケビンと、そのリードを引く力りき石いし。ハルカは今日、力石たちの散さん歩ぽに同行しているのだ。当然のようにルネゾンビも来たわけだが。

「力石さんは毎朝ケビンと散歩してるから、大丈夫かどうか気になって、今日は散歩についてきたけど……いつもこれくらいの人通りなら、誰だれにも会わずにすみそうね。よかった」

「うーん……万が一変な人に襲おそわれても、力石たちならなんとかできると思うよ」

「ウォオオー……」

「相手のほうが『大丈夫』じゃなくなるでしょうが、それ！」

「アァアグォオオー……」

　朝の静せい寂じやくを気にしつつ、やや控ひかえめに突っ込む。一方で力石は、なぜだかさっきから低く唸うなり続けていた。今までにない唸り声だ。家を出てから、ずっとこの調子だけど──

「ねえ、ちょっと」

　ルネゾンビに、声を潜ひそめて問いかける。

「そういえば力石さん、どうしちゃったの？　もしかして何か嫌いやなことでもあったんじゃ」

「あはは、違うよ。これはね……」

「アァアゴエ、ゴエェエアー！」

「ほらハルカ……サビに入った。これは鼻歌だよ」

「テンション上がってるだけなの!?」

　てっきり世を呪のろってるのかと思った──と内心胸を撫なで下ろしていると、力石は途と端たんにこちらに向き直り、オゴォアなどと言いながら無毛の頭を搔かいている。

「ついいつもの癖くせで、だって。お聞き苦しいものを申し訳ないって」

「い、いえ、ちょっと驚おどろいただけで……ていうか、朝から歌なんてすごく平和な生活ね」

　ゾンビなのに──という言葉を、言わずもがなだと吞のみ込んで、視線を前に戻すと。

「あっ……!?」

　まずい。曲がり角から一人、杖つえをついたおばあさんがこっちに向かってくる。おばあさんは力石とケビンの姿を見ると、その双そう眸ぼうを大きく見開いた！　──絶対大おお騒さわぎになる。

　冷や汗を垂たらしつつ、ハルカは先手を打って言い訳しようと口を開く、が。

「あらっ、おっきな外国の坊ぼうやとワンちゃんじゃない！　今朝も早いのねぇー。おはよう」

『アゲァウゲェ（ワンワン！）』

　おばあさんは穏おだやかに二体のゾンビに近づき挨あい拶さつした。力石たちも元気にそれに応こたえる。

「あら、今日はお嬢じようさんとお兄さんも一緒なのね。おはようございます」

「おっ、おはようございます！」

　思わず顔を引きつらせつつ挨拶を返すと、横のルネゾンビもぺこりとお辞じ儀ぎしていた。

「えと、あのー、その……おばあさんは、力石さんたちとお知り合いなんですか」

「ええ、ついこの前からだけどね。ほら、私も歳としだから、朝早くに目が覚めちゃうでしょ」

　おばあさんはヨシヨシと優しくケビンを撫なでながら言う。

「それで散歩してたら、この子たちに会ってね。最初は少し驚いたけど、この子たちは本当にいい子よ。挨拶してくれるし、ワンちゃんは可か愛わいいし、フンの始し末まつもちゃんとするし」

（始末っていうか、そもそもフンしないんじゃ）

「それに私だけじゃなくて……あらトメさん、おはよう。いつもの坊やが来てるわよ」

「あらぁ～、今日も相変わらず大きくて逞たくましいわねぇ～」

　──おばあさんは仲間を呼んだ！　おばあさんＢが現れた！　などと考えている間に、最初のおばあさんが呼び水になったのか、近きん隣りんの老ろう婆ばたちがどんどんこちらにやって来る。

　けれどケビンは尻尾しつぽをぶんぶん振っているし、シャイな力石にも、動どう揺ようした様子はない。

（ひょっとして力石さん、年配の方が相手なら、わりと平気なタイプなのかな……）

「坊や、ゲートボール大会の準備手伝ってくれてありがとね！　ほら苺いちご、おすそ分けよ」

「ウォオアゴ……アゲァウオアーゥ」

「あらいいのよ、お礼なんて」

「毎朝坊やたちが見回ってくれるから、アタシらも安心して散歩できるよ」

「あなた、この坊やのお友達なの？　とってもいい子たちだから、仲良くしてあげてね」

「はい……もちろんです。大切な仲間ですから」

　力石とケビンだけでなく、いつの間にやらおばあさんたちと打ち解とけているルネゾンビを見ながら、ハルカは一人、頭を抱かかえた。──ゾンビのコミュ力、恐るべし、と。
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西台もか

Moka Nishidai




猫と映画とブラウザゲームが大好き。

でも猫の飼育を禁じられた住宅事情。

最近観たゾンビ映画で面白かったのは『ロンドンゾンビ紀行』、怖かったのは『カミングアウト・オブ・ザ・デッド』です。

ちなみにこの作品にはホラーな描写はほとんどないので、ゾンビ映画が苦手な方でも大丈夫かもしれません。
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イラストを担当させて頂きましたＭＡＣＣＯと申します。西台先生の書かれる賑やかでワクワクするような世界観に浸りながら描かせて頂きました！　ホラーが苦手な私ですが、この本のゾンビ達は是非お友達になりたいと思える素敵な一冊です。
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本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫アリス『彼氏・オブ・ザ・デッド』

2016年9月27日初版発行





発行人　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-060-555（ナビダイヤル）

受付時間　12:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

http://www.kadokawa.co.jp/
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